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　　　　１




　背中に突つき刺ささるような視線を受けた恰かつ好こうで、僕ぼくはテーブルの上にぽつんと載っている三枚の駒こまを見ている。

　三枚の駒とは、香きよう車しや、歩ふ、桂けい馬まだ。

　玉ぎよくの化身である女王が出てくるなり、僕を見捨てて逃げた駒達。

　逃げなくたっていいじゃないかと思う反面、裸足はだしで逃げ出すくらい女王は怖こわい存在なのかと思うと、一いち概がいに責めることはできない。

　後ろにいる女王の顔を見るのは相当の覚かく悟ごと勇気がいったが、このままだとプレッシャーに押し潰つぶされて寿命が無む駄だに縮みそうだったので、僕は潔いさぎよく散ることを選択した。まさか殴なぐられたり蹴けられたりするわけではないだろう……たぶん。

　深呼吸して振り返ろうとした時──。

「頭ずが高い！　我こそが真の将しよう棋ぎ神しん、女王である！」

　という言葉と同時に、僕は頭を何かで叩たたかれた。

　脳天に響ひびくほどの衝しよう撃げきというわけではなかったが、驚きのあまり僕はバランスを崩して床に突っ伏した。

　ぐうぅ。

　言葉にならない呻うめき声が洩もれる。いきなりの洗礼。先が思いやられる展開だ。

　僕は頭を擦さする。深い溜ため息いきを吐つきながら、ゆっくりと顔を上げた。

　それはそれは派手な真しん紅くのスパンコールドレスを着た女の子が立っていた。年齢は……十代後半くらいに見える。黒く長い光沢のある髪かみは、背中の中ほどまで伸びている。右手には黄金色の扇せん子す。あれで僕の頭を叩いたのか。納なつ得とく。痛いはずだ。

　香車も桂馬も歩も、三人とも美人で可愛かわいい容姿の女の子だが、目の前にいる玉こと女王は、美人成分が更に濃こかった。掛かけ値なしの美人。街を歩いていれば、ほとんどの男は振り返るだろう。ただその表情は、触れる物全てを切るような氷の冷たさを感じさせた。

　女王は、床に突っ伏している僕の周りを無言のまま一周し終えると、正面に立って僕の顔をじいっと見つめた。

　僕の方から先に言葉をかけた方がいいのだろうか。僕は生なま唾つばを飲み込んで、言葉を発しようとした。

「本当に、エイジに似てきたな」

　女王が発した言葉。

　僕はその言葉を頭の中で反はん芻すうした。

　エイジって誰だ？

　真っ先に浮かんできた疑問。エイジという名前に、僕は心当たりがない。全く、ない。名前からして男だろうが、思い当たる人物はいなかった。

「あの、エイジって誰ですか？」

　女王は、ふんっと鼻を鳴らして、

「お前が知る必要はない。──それにしても、顔はそっくりでも、性格は全く違う。お前はあらゆることに対してネガティブだし、積極性が足りない。見ていて苛いら々いらする。現代の男を象徴しているようだ」

　いきなり散々な言われようである。

　酷ひどいことを言うな。そう思いながら、僕は自己分ぶん析せきしてみた。僕ってそんなにネガティブだろうかと。正直、自覚はない。だから訊きいてみた。

「僕って、そんなにネガティブですかね？」

　僕の言葉に女王は呆あきれたような表情を浮かべて、

「将しよう棋ぎでも恋愛でも、お前は自分よりも上の存在と対たい峙じした時《勝てないだろうな》とか《どうせダメだろうな》という思考から入るだろう。それをネガティブと言うんだ」

　そうかな……そうかもしれない。

「でも、最近は僕も変わってきてると思います。自分で言うのもなんですけど、積極性が出てきたというか」

「香きよう車しやに手を引っ張られて前に進んでいるという感じだがな。──まあ、そんなことはどうでもいい。おい、お前を西にし本もとに勝たせるためにわざわざ出てきてやったんだ。私に感謝しろよ」

　本当に強烈なキャラだなと思った。あれだ。ドラマに出てくる超の付く我わが儘ままお嬢様を地でいく感じだ。きっと香車達に対しても常にこういう態度なのだろう。これは疲つかれる。僕は香車達に同情した。

「返事もできないのかお前はっ」

　感謝の言葉を発しなかった僕の顔を、女王が透き通るような白く細長い脚でチョンチョンと触った。このまま無言のままだと蹴けられそうな悪寒が走った僕は慌あわてて返事をする。

「は、はい、すみません。出て来ていただき、ありがとうございます」

「そうだ。常に感謝の心を忘れるなよ。将棋の対局と同じだ」

「あ、あの……」

「何だ？」

「なぜ出て来ていただけたのでしょうか？　香車さんの話では、僕、相当嫌われているみたいでしたので」

　女王は扇せん子すを手の上でぽんぽんと叩たたきながら、

「正直お前は相当弱いが、一応、私の主あるじだからな。香車達のアドバイスを多少は活かせているようだし、理解できる頭があるのなら教えてやってもいいと思ったわけだ。一言で言えば、私の優しさだ。感謝しろ」

　僕は今、顔を踏ふんづけられているわけだが……主あるじに対しての敬意や優しさは微み塵じんも感じられない。

「最初に言っておくぞ。私が教えるんだから、敗北は許されない。お前が負けるということは、間接的に私が負けるということでもあるんだ。この世界に私より将しよう棋ぎの強い者はいない。つまり、私は誰にも負けない存在なのだ。だから必ず西にし本もとに勝て。わかったな」

「ど、努力します」

「戯たわけ！　努力するのは当たり前のことだ。結果を残せと言っている」

「あの、ほんとに僕、西本くんに勝てるでしょうか？」

「当たり前だ。将棋の神が一から教えてやるんだ。勝てるに決まっている。一つ言っておくぞ。香きよう車しや達は将棋の神ではない。お前達人間から見ればほとんど神のような強さでも、私から見ればまだまだ甘い。ようやく一人立ちした子供みたいなものだ。私こそが、真の将棋神なのだ。正しよう真しん正しよう銘めいの神が懇こん切せつ丁てい寧ねいに一から教えてやるんだ。お前が西本に負けるなんていう結末は有り得ない」

　以前香車に、二に階かい堂どうに勝つことを強引に約束させられた時と同じ展開だったが、あの時とは比べ物にならないくらい圧あつ迫ぱく感かんが強かった。この人に比べれば、香車は天使だ。

　ただ、正真正銘、将棋の神様が教えてくれるのであれば、これまで以上の速度で成長できる可能性がある。自分でも驚おどろくほど、レベル・アップできるかもしれない。そうなれば、本当にラスボスの西本を撃げき破はできるかもしれない。

　いずれにしても、今は勝ちますという一言を言うしか選択肢しはない。ここは噓うそでも勝ちますと言っておいた方がいいだろう。

「はい。わかりました。必ず西本に勝ちますので、よろしくお願い致します」

「よし、約束したな。もし西本に負けたら、肉体的にも精神的にもタダじゃおかないからな」

　僕は耳を疑った。

　それ、どういうことですか？

　もし負けたら、僕殺されるんですか？

「あゆむー、ご飯できたわよ」

　階下から母親の声が聞こえてきた。

　僕は今行くよと返事をしたあと、女王の脚に触れないようにそっと立ち上がった。

「あ、あの、女王様、僕、夕食を食べて来てもいいでしょうか？」

「飯と風呂とトイレの時はいちいち私に了解を得る必要はない。好きなだけ食べてこい。将棋にはスタミナも必要だからな。しっかりと栄養を摂とってくるんだ。食べ終わったら、早さつ速そく指導対局の開始だ」

「わかりました。それじゃ、食べてきます」

　僕が踵きびすを返してドアの取っ手を回した時、

「ああ、ちょっと待て。これを持っていけ」

　振り返った僕の手に、とある物が投げられた。

「これは……僕の財布です」

「そんなことは言われなくてもわかっている」

　僕は財布の中身を見てみた。

　……お札さつが増えている、ということはなく、元のままだった。

「あの、食事をするのに、お金はかかりません。ここは、僕の家ですので」

「誰がそんなことを言った。飯を食べ終わったら、買い物に行って来いと言っている」

「……何を買ってくればいいんですか？」

「ケーキだ」

「ケーキ？　ケーキを食べるんですか？」

「私がケーキを食べたらまずいのか？」

「あ、いえ、別に……」

「そのくらいの金は持っているだろう。授業料としては安いものだ。あと、ケーキに合う飲み物も買ってこい」

　ケーキが好物だなんて、意外と女の子らしい一面があるのだなと、僕は微笑ほほえましい気持ちになった。もちろん言葉にはしない。言えば僕は即そく詰づみにされるだろう。

　部屋を出て食卓へ座ると、豪勢な食事がテーブルの上に並んでいた。団体戦の東日本代表を決めたお祝いということで、垂すい涎ぜんものの料理ばかりだった。父も母も将しよう棋ぎのことはさっぱりの人なのだが、東日本代表を決めたこの日は、会場の雰ふん囲い気きや対局中の気持ち等などを色々と訊きいてきた。どんなジャンルであっても、自分の子供が日本一を決める場へ出場するというのは嬉うれしいことなのかもしれない。二人の嬉しそうな顔を見ていると、僕もまた嬉しい気持ちになった。だけど僕が一番嬉しかったのは、父からご褒ほう美びとして貰もらった一万円だった。ケーキを買わせられることになった僕には、心も懐ふところも温まる臨時収入である。

　家を出てコンビニに行く。辺りはすっかり暗くなっている。

　夜道を歩いていると、今日の激げき闘とうが頭の中に浮かび上がってきた。

　二に階かい堂どうとの戦いは、本当に紙かみ一ひと重えの勝負だった。将棋には指運という言葉があるが、文字どおり僕にほんの少し運があっただけだ。

　ただ、一ヵ月前の僕であれば、どれだけの強運を身に纏まとっていたとしても二階堂に勝つことはできなかった。全ては、香きよう車しや達のおかげである。

　僕の家に代々伝わる将しよう棋ぎ盤ばんと駒こま。香車達は、その駒の化身。僕が毎回小こ生なま意い気きな少年に負け続けるのを見かねて、そして桂けい香か先輩との仲を縮める手助けをするために、人間の姿になって出て来てくれた駒達。あの日、香車達が僕の前に現れた時は飛び上がるほど驚いたが、彼女達の教えがなければ、僕がここまでレベル・アップすることはなかった。本当に、心から感謝である。

　コンビニに着く。デザートコーナーに進んでケーキの群れを見るが、どのケーキを買えばいいのか悩なやむ。無難なのはショートケーキだが……三分ほど考えた結果、ショートケーキとチョコレートケーキ、そして抹まつ茶ちやケーキの三つを買うことにした。ケーキに合う飲み物というのも僕を悩ませたが、冷たい微び糖とうコーヒーを選択した。

　コンビニを出て家路へと続く道を歩いていると、向こう側から草ぞう履りの音をパタパタと響ひびかせて小走りで来る人の姿が見えた。街灯の下に来ると、それが歩ふだとわかった。

「あれ、どうしたの？　駒こまの姿に戻って避ひ難なんしてたんじゃ？」

「うん。でも、あゆむくんのことが心配になって戻ってきたの。女王様に頭を叩たたかれていたけれど、大丈夫？」

「うん。もう大丈夫だよ。僕わかったよ。何でみんなが逃げ出したのか。あれは、逃げるよね。わかるよ」

　歩は怯おびえるように辺りを見回しながら、

「そうなの。女王様は天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんという性格だから、誰も逆らえないの。女王様以外の駒では一番気の強い香きよう車しやさんでも、女王様の前では揉もみ手で話すくらいだからね」

「そうなんだ……」

　あの香車が揉み手……。その光景自体はちょっと見てみたいと思った。

「わたくし達では、あゆむくんを女王様から助けてあげることはできないけれど、本当の本当の本当にもう耐たえられないという時になったら、右手を上げて『ギブアップ』と言って。わたくし達が出て行って、女王様を宥なだめるから」

　痛くなったら右手を上げてくださいね、という歯医者でのやりとりを僕は思い出した。

「右手を上げたら、助けに出てきてくれるんだね？」

「あ、でも、本当の本当の本当に耐えられなくなった場合だけにしてね。あゆむくんは男の子なのだから、簡単に音を上げてはいけませんわ。いつの時代も、殿との方がたは強くなくてはいけません。それはよく憶えておいてね」

　言外に、手は上げるなという響ひびきが含まれている。もう本当にこれ以上責められたら死ぬ、という瞬しゆん間かんまではギブアップするなということなのだろう。

　自宅に着くと、歩は右手を差し出すように言った。僕は言われたとおりにした。

「それじゃ、頑がん張ばってね。わたくし達が見守っていることを忘れないで」

　そう言って歩は駒こまの姿に戻った。僕の右の掌てのひらに、歩がちょこんと乗っている。

　僕は深呼吸と溜ため息いきを繰り返しながら家へと入り、部屋のドアを開けた。

　女王は部屋の中央に片かた膝ひざを立てた恰かつ好こうで座っていた。左腕は脇きよう息そくに乗せて、右手に持った黄金の扇せん子すで顔を扇いでいる。棋き士しが対局中に見せる姿を彷ほう彿ふつとさせた。脇息は、肘ひじを乗せる部分は黄金色になっている。女王のアイテムのようだが、黄金とか真しん紅くとか派手な色が好きなようだ。ちなみに黄金の扇子には《無敵》と揮き毫ごうされていた。

「あの、女王様、この三つのケーキを買ってきたのですが……」

　僕は三つのケーキを袋から取り出し、テーブルの上に載せた。

「うむ。なかなか良いチョイスだ」

　攻こう撃げきが飛んでくることを想定して身構えていた僕は、安あん堵どの溜息を吐ついた。

　女王はケーキにフォークを突つき刺さしたあと、

「お前、私に何か訊ききたいことはないのか？」
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「訊きたいことですか？」

「将しよう棋ぎに関する疑問を訊きたくはないのか。私は将棋に関する全ての答えを知っている。香きよう車しや達では答えられないことも、私なら答えてやれるということだ」

「あ、それは是ぜ非ひ聞かせて欲しいです。女王様に訊きたいことが、たくさんあります」

「何でも訊け。ケーキを食べているあいだだけ、質問に答えてやろう」

　本当、将棋に関する疑問で答えを知りたいことはたくさんある。

　しかし。うーむ……何から訊こうか……たくさんあり過ぎて一つに絞しぼり切れない。

　と、女王の煌きらびやかなドレスが僕の目に留まったので、まずはそのことについて訊いてみることにした。

「あの、女王様が着ているのはドレスみたいですが、なぜドレスなのでしょうか？」

「どういう意味だ？」

「和と洋で言うと、将しよう棋ぎは和なので、玉ぎよく将しようである女王様の着ている服も、着物かなと思ったんです。歩ふさんが着ているような、艶あでやかな着物を着ているのかなと」

「歩が着ているような着物は、締しめ付けが強くて私には合わない。それに、女王と言ったらドレスだろう」

　確かに女王と言ったらドレスである。僕は納なつ得とくした。

「それで、将棋に関する質問はないのか？」

　そのやりとりの最中、将棋に関する最初の質問が決まった。

「あの、人間の世界では、未いまだに先せん手てと後ご手てどちらが有利なのか答えは出ていません。一応、プロ棋き士し同士の対局では先手の方が若干勝率は高いんですが、確実に先手必勝と言えるほどの差ではありません。それで、お訊ききしたいのですが、先手と後手が初しよ手てから最善手を指さし続けた場合、どちらが必勝になるのでしょうか？」

　早くもショートケーキを食べ終えた女王は、次に抹まつ茶ちやケーキにフォークを突つき刺さすと、

「私が答えだ」

　と、言った。

　僕はその言葉を頭の中で何度も繰り返した。しかし理解できなかったので再び訊たずねることにした。

「あの、それはどういう意味でしょうか？」

「一番強いのは先手でも後手でもなく、私だと言っている」

　僕は瞬しゆん時じにはその言葉の意味を理解できなかった。だから十秒間、じっくりと考えてみた。

　──相変わらずわからなかった。

「……すみません。僕の理解力が足らないからだと思いますが、いまいち吞のみ込めません」

「私は、将棋の神なのだ。つまり、この世界で、私より将棋の強い存在はないのだ。ここまではわかるな？」

「はい」

「たとえば世界で二番目に強い存在が先手で、私が後手を持ったとしよう。勝つのは私だ。何万回対局しても、全て私が勝つ。世界で二番目に強い存在が後手を持ち、私が先手を持ったとしよう。当然、勝つのは私だ。理解できたか？」

　えーと……僕が訊きたいのはそういうことではなくて……いや、そういうことなのか？　僕が知りたかった答えは、それなのだろうか。あれ、頭がこんがらがってきた。

「えっと、あのですね、定じよう跡せきというものがありますよね。どの戦型でもいいんですが、たとえば初手から同じとおりに指せば必ず勝てる定跡ができたと仮定して──」

　僕の言葉を、女王が遮さえぎる。

「香きよう車しやが言っていたと思うが、人間の作った定じよう跡せきは完かん璧ぺきではない。人間同士の戦いでは十分通用する教科書でも、私抜ぬきで作った定跡は私には通用しないということだ。時間があれば、プロ棋き士しが作った全ての定跡を亡骸なきがらにできる手順を教えてやろう」

　ああ、もう糸がぐちゃぐちゃに絡まって上う手まく考えられない。もうそれが答えでいいやと思った時、僕の頭に閃ひらめいた。

「あの、では、女王様が二人いたと仮定して対局した場合、先手と後ご手てどちらが勝つのでしょうか？」

　これだ、と思った。僕が訊きたかったのはこれなのだ。最強と最強が戦った場合の先手と後手はどちらが強いのか。これが知りたかったことなのだ。

　女王は、ふんっと鼻を鳴らして、

「そんな有り得ない質問に答えることはできん。最強は私一人。もっと実のある質問をしろ」

　そうなのか……。まあ、そうなんだろう。残念だが、納なつ得とくするしかない。最強は先手でも後手でもなく、将棋神である女王なのだと。

「では、居い飛び車しや対たい振ふり飛び車しやはどちらが強いのでしょうか？」

「それもさっきの質問と同じだな。私以外の誰かがどちらの戦法を使おうと、私が使う戦法の方が強いという答えにしかならない」

　うーむ。どうやらこの手の質問は、全て同じ答えしか返ってこないようだ。質問の種類を変えることにしよう。

　しかし次の質問を思いつく前に、女王は三つのケーキを食べ終えてしまった。残念だが、質問はまた今度にしよう。

「コンビニのケーキにしては美び味みだった」

「それは良かったです。──一ついいですか？」

「何だ？」

「他の店のケーキと、味の違いがわかるんですか？　コンビニのケーキにしては、という言い方をされたので……」

「ケーキを食べたことは初めてだ。ただ、知識だけはある。長いあいだ人間の話を聞き続けたからな。コンビニには様々な食料品が置いてあるが、どれも専門店の味には劣おとるだろう。しかし今食べたケーキは良かった。そういう意味だ」

「なるほど。よくわかりました」

「それじゃ、始めるか。おい、盤ばんと駒こまを持ってこい」

　言われたとおり僕は盤と駒を女王の前に置いた。

　女王は駒を並べ始める。女王が外に出ているので、玉ぎよく将しようが一枚足りない。

「おい、ペンとレシートを寄よ越こせ」

　僕はポケットの中からレシートを取り出し、ペンと一緒に手渡した。

　女王がレシートの紙に《玉将》と書いてマスの中に置いた。とても綺き麗れいで味のある字だった。

「あの、レシートで代用するんですか？」

「何か問題でもあるのか？」

「いえ、何か、レシートに玉将と書くと安っぽくなってしまって、女王様の威い厳げんみたいなものが薄うすれるんじゃないかなと」

「私はここにいるのだから、代用品が何であろうとどうだっていい。それに、お前じゃこのレシートに手を触ふれることはできん。──そんなことより、お前もさっさと駒こまを並べろ。何をぼけっとしているんだ」

　僕は慌あわてて駒を並べ始める。

「えっと、まさか、今から僕と女王様が対局するのでしょうか？」

「私とお前が対局しなかったら、誰と誰が戦うというのだ」

「いえ、その、僕が相手では、思いっきり力不足だと思うのですが、はい」

「私の相手をする者で力不足じゃない者などいない。香きよう車しや達も含ふくめてな。私とお前が対局する意味は、お前に最強を体感させてやろうということだ。人間世界の狭せまい範はん囲いでの最強ではない。文字どおり、この世界で最も将しよう棋ぎの強い者の指さし手を味わわせてやる。学ぶんじゃない。感じろ。感じるだけでも収しゆう穫かくはある。もちろん、私の指し手を学べるだけの頭がお前にあれば、存分に吸収すればいい。──お前が先手で始めろ」

　もちろん、そんな頭脳が僕にあるはずもない。ただ女王の言うとおり体感するだけでも、実になりそうだった。

　僕は正座をして、よろしくお願い致しますと言い、頭を深く下げた。

　女王は胡坐あぐらを搔かいたままで無言ではあったが、僕に対して深く頭を下げた。

　これだけの居い丈たけ高だかな言動なのに、きちんと頭を下げて対局を開始するところのギャップに、僕は少し萌もえた。

　少しのあいだ初しよ手てに何を指すか迷ったが、王道の７六歩ふでいくことに決めた。どう指しても粉ふん砕さいされるのだから、極ごく普通に指して、女王の応手を見た方が収穫は多いはずだ。

　僕は深く息を吐はいて、▲７六歩と指す。

　女王はしなやかな手つきで、△３四歩と指した。

　香車達の指す姿も厳おごそかな雰囲気があったが、女王の所作は格別のものがあった。駒を挟はさんでからマスの中に置く動作は、流りゆう麗れいで気品に満ちている。思わず初手を指されて投とう了りようしてしまいそうなほどの圧あつ迫ぱく感かんもあった。元々美顔ではあるが、こうやって黙だまっていると美人度が増す。可能ならずっと大人しくしていて欲しかった。

　以下、▲２六歩、△３二金と進む。

　僕は少し考える。次の僕の指し手は▲２五歩か▲７八金の二択。前者なら後ご手て一いつ手て損ぞん角かく換がわり、後者なら横よこ歩ふ取どり志向だろうか。

　対たい二に階かい堂どうに備えて横よこ歩ふの特とつ訓くんをしてきたわけだが、正直もう横歩はお腹一杯という感じだった。横歩取りにおける定じよう跡せき崩くずしはある程度香きよう車しや達に教えてもらったことだし（女王から見れば瑕か疵しがあるかもしれないが）、ここは角かく換がわりで挑いどむことにした。角換わりも横歩同様、終しゆう盤ばんまでの定跡が数多く存在する戦型だ。女王がどこで《神の一手》を放つのか要注目である。

　僕は▲２五歩ふと指さした。女王は即そく座ざに△８八角かく成なりと指す。後ご手て一いつ手て損ぞん角かく換がわり成立。

　僕は角換わり棒ぼう銀ぎんで攻めることにした。定跡を思い出しながら、手を進めて行く。

　負けるのは当然として、この戦型であれば、終盤に入る前後くらいまでは喰くらいついていけるかもしれない。

　そんな甘い僕の思いを粉ふん砕さいするかの如ごとく、女王は早くも僕が未見の手を指してくる。

　ある局面において、９、８、７、６、５筋にある歩を、順番に突つき捨ててきたのだ。僕の駒こま台だいには歩が大量に載っている。ただし現時点では使い道はない。１筋から９筋までの全てに歩が存在しているから。

　女王は桂けい馬まを跳ねたり銀を進行させたり、あるいは飛ひ車しやを前進させて歩を補ほ充じゆうしていく。僕と違って駒台にある歩をいつでも使える局面である。

　こちらも攻めたいが、攻めに着手すれば確実に先に詰つまされる。それがわかるくらいには、僕の棋き力りよくはアップしている。

　ということで、僕は受け切りを目指して女王の攻めを受けることを選択するが、歩が浮いているために僕の玉形は浮ついたものとなっている。どこに歩を打ち込まれても、振り解けない陣じん形けいだった。

　そこで僕は悟さとる。

　これ、もうこの時点で後手の勝勢になっているじゃないかと。

　僕は一番粘ねばれると思われる手順で受け続けるが、大人が赤子の手を捻ひねるほどの大差で敗れた。

　女王は扇せん子すで顔を扇ぎながら、

「どうだ。世界一、いや、宇宙一の強さを体感したか？」

「は、はい。何か、凄すごすぎて、言葉がない状態です。頭が真っ白というか……」

「素直な反応だな。最初はそれでいい。漠ばく然ぜんとでもいいから、こういう指し手もあるのだということを憶えておけ。その積み重ねが、いつか活きることもあるだろう」

「はい。わかりました」

「とりあえず今日はもうあまり時間がないから、相あい居い飛び車しやのみの戦型に絞しぼるか。全てお前が先手でいいから、どんどん指してこい」

　僕は首しゆ肯こうし、矢や倉ぐら、横歩、相あい掛がかり等などの戦型で女王に戦いを挑いどんでいく。

　結果は想定どおり僕の完敗。現時点で僕が最も得意としている横歩でも、全く歯が立たなかった。

　香車達の指し手が僕には理解できないのと同様、女王の指し手も高こう尚しよう過ぎて理解不能だった。見たことのないタイミングで大おお駒ごまを切ったり捨てたりの手順。１筋から９筋まで順々に歩ふを突つき捨ててからの攻め。大おお袈げ裟さではなく、僕にとって女王の指さし手の全てが鬼き手しゆだった。

　表面的には、女王と香きよう車しや達との指し手に違いは見つけられない。僕程度の棋き力りよくでは判断できない。

　ただ、一つだけ明確に違うところがあった。

　僕程度でも、香車達相手には攻める時間を作ることはできたのだが、女王は攻めに着手する時間さえ与えてはくれなかった。攻めの準備を整え終えようとする頃には、女王の鋭い攻めが開始されている。ならばと、急戦を仕し掛かけて先手を取ろうと試みるのだが、女王は更にその上を行く超急戦で攻めてくるのだ。女王が僕の攻めを受け潰つぶすことは容易たやすいはずである。それでも常に攻撃的な手順を選ぶということは、《攻撃は最大の防御》という格言が正しいということを表しているのだと思う。

　時計の針が十一時を指した時、女王が対局の終了を宣言した。

「お前はもう寝る時間だろう。とりあえず今日はここまでだ。睡すい眠みんをたくさんとって頭をクリアにしておけ。明日は七時から指導対局並びに最善手講座を開始する」

　そう言って女王は姿を消した。テーブルの上には、ぽつんと玉が立っている。

　どっと疲つかれた僕は、歯は磨みがきをしてからベッドの中に入った。

　女王の強さは、想像以上。その指し手を僕が理解することは不可能。半分程度でも、理解できるか微び妙みようだった。

　しかし、女王の教えの半分でも理解することができれば、僕は西にし本もとに勝てるかもしれない。

　そんなことを夢見ながら、僕は眠りに落ちた。




　　　　２




　眠りから醒さめた時、僕の目に真っ先に飛び込んできたのは、女王の顔だった。

　遠くから僕の顔を眺ながめていたというわけではなく、女王は僕の寝顔を覗のぞき込むようにして見ていた。僕が驚いて飛び起きていたら、確実に唇くちびると唇が触れていただろう。

「お、おはようございます」

　固まった状態で僕は挨あい拶さつをした。

　僕の突然の目覚めに、女王は特に驚いた表情は見せずに、「ああ」とだけ返事をして部屋の中央に腰を下ろした。

　女王が向こうを見ているあいだに、僕は手早く部屋着への着替えを済ませた。カーテンと窓を開けると、朝の爽さわやかな陽光が部屋の中に入ってきた。早くも蟬せみの大合唱が住宅街の中に響ひびいている。

　僕は大きく深呼吸した。新しん鮮せんな空気が、肺はいの中に入ってくる。

　風に乗って、ラジオ体操の音楽が聞こえてきた。夏休み中に子供達がやっている朝のラジオ体操だろう。僕も小学生の頃は皆かい勤きん賞しようの景品目当てで毎日早起きしていた。

　僕は振り返り、

「僕、今から朝ご飯を食べますけど、女王様も食べますか？」

「私は食べなくても死なないから、気き遣づかい不要だ。ケーキだけ食べさせろ」

「わかりました」

　部屋を出て食卓に着席する。ご飯を食べながら、僕は先ほどの出来事はいったい何だったのだろうと考えてみた。なぜ女王は僕の顔をじっと見つめていたのだろう。

　僕は昨夜の女王とのやりとりを思い出す。

　女王は僕の顔を見て、エイジに似てきたというようなことを呟つぶやいていた。きっとそのことと関係があるのだろうが、昨日あんな態度をとられたのだ。訊きく勇気はなかった。文字どおり、触さわらぬ神に祟たたりなしである。

　それにしても……。

　先ほどの女王が僕を見つめる顔は、とても切なげに見えた。今にも瞳の奥から雫しずくが落ちてきそうなほどに、その瞳の色は儚はかなげに見えた。

　対局する時に深く頭を下げたり、切なげな表情を見せたり、登場した時はただのドＳ女だと思ったが、実際は違うのだろうか。まあ、そちらの方が僕としては有あり難がたいのだが。

　朝食を食べ終わると、僕は缶ジュースを二本持って自室に戻った。

　女王は盤ばんの前に胡坐あぐらを搔かいて座っている。盤上の駒こまは杓しやく子し定じよう規ぎで計ったかのように、綺き麗れいに並べられていた。

「あ、駒を並べてもらってありがとうございます。あの、ジュース飲みますか」

　僕はジュースを差し出す。女王は受け取って一口飲む。

「お前は意外に気が利きくな」

　意外という単語は余計だと心の中で突つっ込んで、

「女性には優しく、というのが僕の信条なので」

　と、僕は少し茶目っ気を含ふくんだ物言いをした。

　女王は真顔のまま何も言わない。あら、滑すべったかなと思っていると、

「そうだな。女に対して優しいというのは、お前の数少ない長所の一つだな」

　と、女王は真顔のまま言った。

　だから一言多いと心の中で僕はツッコむが、一応認めてもらったので良しとする。

　時計の針が七時を指さす頃、女王の指導対局が開始される。

　昨夜と同じように、将しよう棋ぎに関する既き存ぞんの価値観を全て破は壊かいする指し手を、女王は惜おしみなく見せてくれた。

　たとえば金将の使い方。基本、金は玉ぎよくの近くに置いて受けに使うものだ。戦法によっては、金を攻めに使う場合もあるが、基本的には受けの方に適てきしているとされている。だが女王は、攻めに金を使い守りに銀を使った攻めを多く見せた。銀ではなく金を使った攻めだから奏そう功こうした、という攻こう撃げきばかりだった。

　他には、攻め駒ごまに金を一枚足しているというのも特とく徴ちよう的てきだった。

　たとえば戦型が相あい矢や倉ぐらであれば、先手玉の囲いは銀一枚に金二枚の《金きん矢や倉ぐら》というのが一般的だ。だが女王は、玉の囲いは銀一枚と金一枚だけにし、本来守りに用いるべき金を攻めに参加させるのである。

　攻めという点で言えば、金一枚が加わるだけでも攻撃力は増大するが、そのかわり城の守りは大きく弱体化する。攻め方を見誤れば、一気にカウンターを喰くらって負ける。自玉の囲いが堅ければ、相手に駒を渡しながらでも敵玉を追い詰つめていくという攻め方をできるが、薄うすい玉形ではそれはできない。相手に攻め駒を大量に渡した時には、すでに詰ませているか、必ひつ至し形にしておかないと逆転を喰らう。

　女王の見せる指さし方は、人間ではまずできない。攻めには銀と金を使うのが効果的と頭で理解できたとしても、棋き力りよくが高ければ高い人間ほど、この指し方は躊ちゆう躇ちよするだろう。一手の緩かん手しゆさえ許されない戦い方だからだ。この破壊的な攻め手順は、常に最善手が見えている将しよう棋ぎ神しんの女王だからこそ可能な指し回しなのである。

　昨夜僕が感じたとおり、女王の棋風は《攻撃は最大の防御》であるとはっきりと理解した。

　時計の針が十時を指した時、対局を一時中断し女王は僕に言葉をかける。

「ここまでで感じたことはあるか？」

「たくさんあり過ぎて、何から話したらいいか……まず、攻め方が斬ざん新しんというところでしょうか。惜おしげもなく金を攻撃に参加させたり、１筋から９筋までの歩ふを全て突つき捨ててから攻めを開始したり、攻め筋が全方位に及んでいて、どう対処したらいいかわかりません」

「別に対処できないことをマイナスに考える必要はない。私の攻めに抗える人間などいないのだからな。今はこういう定じよう跡せきの崩し方があるのだなと、記憶の箱に入れておけ。お前が私の指し方を、部分的にでも真ま似ねできるようになるのは遠い先の話になるだろうが、こういう攻め方もあるのだと記憶しているのとしていないのとでは、大きな違いがある。それは香きよう車しや達とのお勉強でも学んだだろう」

　僕は頷うなずく。確かに神の指し回しを見たことがあるのとないのとでは、天地の違いがある。初手から同じように指すのは無理でも、部分的には理解できている面もある。これから僕がどんな将棋人生を歩むのかはわからないが、この時間が大きな財産となるのは間違いなかった。

「女王様の指し方を見ていると、攻撃は最大の防御という言葉が浮かんできます。僕、攻めに着手する時間さえもらってないですから。やっぱり受け将棋よりも攻め将棋の方が理に適かなった戦い方なんでしょうか？」

「当たり前だ。受け将棋を好んで指す奴やつなんてドＭの人間だけだろう。相手の攻めを切らしたり潰つぶしたりして勝とうとする行為は、勝つ可能性を自ら狭せばめているに過ぎない。攻こう撃げき力りよくを高めることこそが、勝利の可能性を高める。プロ棋き士しの世界でもそうだろう。その時代その時代で頂点に君くん臨りんする棋士は、受けよりも攻めの方が特筆されて語られているはずだ。もし受け将しよう棋ぎの人間が頂点に立つなんてことがあるとするなら、それは同時代に生きた棋士の攻め方が下へ手た糞くそというだけの話だ。将棋は、相手より先に攻めに着手した時点で一手上回っていれば、そしてそこから最善手を指さし続ければ、必ず勝てるゲームなのだ。どんな相手と戦うことになっても、常に先手先手で攻めるようにしろ。そういった意識が確立されれば、お前は今よりも高い場所に移れる」

　女王の高説を、僕は背筋を伸ばして聞いていた。聞いているだけで、レベル・アップしたかのような感覚になった。もちろん話を聞いただけで強くなれるわけではない。しかし僕の中で指し手に関する価値観が大きく変わったのは間違いなかった。女王の話は、以前香きよう車しやが言っていた『定じよう跡せきだからといって何も考えずに指すのはやめろ』という言葉と同じ匂においを放っていた。

　それから昼食の時間になるまで、僕は神の手筋を堪たん能のうし続けた。




　母親と一緒に昼食を摂とっている時、僕はある重大な事実に気づいて憂ゆう鬱うつな気分になった。

　今日は、桂けい香か先輩の家に行くことになっているのだ。今日はというか、これから決勝大会までは、週に四、五日は行くことになっている。

　僕が憂鬱な気分になったのは、果たして女王がそれを許可してくれるのか疑問だったからだ。このあいだ、僕は初めて桂香先輩に勝利したが、あれは横よこ歩ふの勝負だったからだ。戦法を限定しなければ、僕はまだ桂香先輩を超えてはいない。恐らく相あい居い飛び車しやなら五分、僕の苦手な対抗型（＝居飛車対振り飛車）なら六対四から七対三で、まだ僕の方が不利だと思われる。だから僕にとって、桂香先輩との対局はまだまだ得られるものが多いのだが……。

　将棋神である女王からすれば、人間と対局しても得られるものなどないと突つっぱねるかもしれない。事実、女王から学んだ方が多くのものを僕は体得できる。だから本来なら、僕は女王と一日じゅう対局した方が良いのだ。それが圧倒的格上である西にし本もとに勝つための最善策なのである。

　だけど僕は桂香先輩との時間を大切にしたかった。一日一時間でもいいから、時間を共有したいと思っていた。

　僕は、その思いを女王に伝えることにした。僕がどれだけ桂香先輩のところに行きたいのかという気持ちが伝わるように、言葉に想いを乗せた。最初はきっとダメだと言われるだろうから、短い時間でもいいから許可して欲しいという心構えで、僕は話を切り出した。

「別にいいぞ」

　僕が桂香先輩の家に行くことを、女王はあっさりと許可した。長期戦も覚かく悟ごしていた僕だったが、あっさりと許可が下りたことに少し拍子抜けした。

「え、行ってもいいんですか？」

「一日に十五時間とか十七時間も教えるというやり方は、効率が悪い。脳にもスタミナがあるからな。仮に一日十五時間みっちり指導しても、きっと半分くらいしか頭には入らないだろう。それなら、適度に息いき抜ぬきしながらやった方が、憶える量は増える。私としては、一日の指導時間は十時間でいいと思っている。今日のように、午前七時から正午までと、午後五時か六時から五時間の計十時間。このスケジュールでやることにする。だからそれ以外の時間は、お前の好きなように行動していい」

「ありがとうございます！」

　僕は自然に満面の笑みになる。

　女王はふんっと鼻を鳴らして、

「そんなに好きならさっさと告白すればいいんだ。ずっと遠くから眺ながめるだけで満足なのかお前は」

「いや、告白とか、そういうのは……」

　さっさと告白しろ、か。香きよう車しや達は僕の色恋に興味を持って色々と手伝ってくれているが、女王も興味があったりするのだろうか。

「自分の方が年下だからとか言うんだろう。いつもそういう逃げ口こう上じようだな」

「別に逃げてるわけじゃないです。女王様にはわからないかもしれませんけど、中学一年生の男子と中学三年生の女子では、釣つり合いはとれないんですよ」

「その言い方だと、もう少し大きくなれば釣り合いがとれて告白できると受け取れるな」

「別にそうは言ってませんけど……」

「断言する。お前はその性格をどこかで大きく変えないと、いつまで経たっても桂けい香かとの距離を縮めることはできない。二は十た歳ちになっても、自分の方が年下だからと、最初の一歩を踏ふみ出すことはできない。私にはわかる」

「た、確かに僕はネガティブかもしれませんけど、桂香先輩と遊びに行く約束は取り付けましたから」

「それも香車の力を借りて実現できたことだろう。香車だって、いつまでも力を貸してくれるとは限らないんだぞ。年齢を重ねたら、本当に自力で桂香を誘さそえるようになるのか？」

「僕は……僕は……」

　局面を劣勢と判断した僕は、財布と携けい帯たいを持つと、五時までには戻りますと言い置き逃げ出した。本当は言い返したいところだが、女王の言葉は的まとを射ているのが辛つらいところだった。確かに大きな意識改革をしないと、桂香先輩を気軽に誘うなんて芸当はできないだろう。

　家を出た直後は気が重い僕だったが、桂香先輩の自宅が見えてきた時には、いつもどおり身も心も軽い状態になっていた。

　高価そうな煉れん瓦が壁へきに囲まれた瀟しよう洒しやな白い家。庭には青々とした葉を付けている樹木が立っている。桂けい香か先輩の部屋がある二階に目を向けると、開け放たれた窓から、白いレースのカーテンが風に揺ゆられていた。

　僕は呼び鈴を押す。インターフォンから聞こえてきた「はい」という声は、桂香先輩の母親のものだった。

「こんにちは。上かみ条じようです。大おお橋はし先輩はいますか」

「ああ、こんにちは」

　しばらくしてドアが開き、桂香先輩の母親が現れた。

「桂香はちょっと買い物に行ってるから、戻って来るまで少し待っててね」

　そう言いながら僕に家に上がるよう促うながした。

「あと十分くらいで戻って来ると思うけど、桂香の部屋で待ってる？」

　僕は即そく座ざに首を横に振って、

「いえ、さすがにそれはまずいと思うので、戻って来るまで待ってます」

　さすがに本人不在の部屋に上がり込むのはまずいだろう。親しき仲にも礼儀あり、だ。

「そう。桂香は別に気にしないと思うけど……それじゃ、リビングで座って待ってて」

　言われるままに、僕はリビングのカウチソファに腰こし掛かけた。どこまでも深く沈しずみ込んでいきそうな柔やわらかさ。いくらするのだろう。我が家のソファとは明らかに質が違う。

　僕はリビングや庭、廊下の方に視線を向けてみた。

　桂香先輩の母親以外の姿はない。大橋名人は、自室にいるのだろうか。それとも出かけているのだろうか。

　テーブルの上に、オレンジジュースが置かれた。僕はお礼を言って一口飲んだ。桂香先輩の母親は、僕の対角線上に腰を下ろした。

「あの、大橋名人は、今日はご在宅なんですか？」

「ああ、大橋は朝早く岩手県に向かったの。覇は王おう戦せんの前夜祭に備えてね」

　そう言われて僕は思い出した。大橋名人は現在、名人位を含ふくめて三つのタイトルを保持しているが、明日からは保持しているタイトルの一つ、覇王戦の第五局が開かい催さいされるのだ。

「そうでした。いよいよ明日なんですね。防衛まであと一勝なんで、是ぜ非ひ第五局で決めて欲しいです」

「そうなるといいんだけど」

「まず間違いなく、第五局で決まると僕は見ています。挑ちよう戦せん者しやの方には申し訳ないですが、正直地力が違うように見えます。前局で何とか一勝は返しましたが、内容自体は大橋名人に分ぶのあるものでしたから。大橋名人が勝った三局は全て圧勝か完勝。それに、次の第五局は大橋名人の先手番です。今期の大橋名人の先手勝率は八割八分。以上のことを踏ふまえて、第五局で決着が付くと僕は見ています」

　僕の予想を聞いた桂香先輩の母親は、ふふふと上品に笑った。

「桂けい香かから聞いているけど、上かみ条じようくんは、大おお橋はしのことになると熱く語るのね」

　僕は頭をぽりぽりと搔かいて、

「大橋名人は、僕の憧あこがれですから。将しよう棋ぎを知れば知るほど、大橋名人の凄すごさを知ることになります。大橋名人は、同じプロ棋き士しでさえ唸うなるような一手を、毎回のように繰くり出します。今年の名人戦第五局がその最たる例です。一〇三手目に繰り出した５四飛ひの一手。あれは将棋史に残る一手でした。トッププロと言われている棋士達とスーパーコンピュータも読めていなかったんですから。四十代になってなお進化している大橋名人こそ、将棋史上最強の棋士だと思っています」

　熱く語る僕を見て、桂香先輩の母親はまたふふふと笑った。

「そんなに褒ほめられたら、あの人も照れるでしょうね。そのこと、本人に言ったことある？」

「あ、いえ、僕はまだ大橋名人にお会いしたことはないんです」

　僕の言葉に桂香先輩の母親は小首を傾かしげて、

「あら、そうだったかしら」

「はい。何度もここに脚を運んでいるんですけど、今日みたいにタイトル戦や講演会などに出かけられていて、まだ直接顔を見たことはないんです。ご在宅の時も何回かはあったみたいですけど、タイミングが悪いみたいで、お会いできていません」

「そうだったの。てっきり言葉くらいは交わしてるものだと思ってたわ。──それなら、今度大橋に言っておきましょうか。上条くんが来る時は家に居いるようにって」

　僕は慌あわてて首を横に振って、

「いえ、お気遣いなく。僕、大橋名人と顔を合わせたら、緊張してきちんとした応答ができない気がするんです。自然に出会うのであれば、まだ何とかなるかもしれませんけど、そんな風にセッティングされたら、きっと緊張で言葉が出てこないです。ですから、何もしていただかなくて結構です」

「そう？　でも、そんなに緊張しなくていいわよ。将棋を指さしていなかったら、普通のおじさんなのよ。だから、こういう風に見ればいいのよ。《近所に住む将棋の強いおじさん》って。これなら、緊張しないで済むでしょう」

　それは無理な話である。妻から見ればそういう見方もできるのだろうが、自分の憧あこがれである人をそういう風には見られない。ライオンを猫と思え、というくらい無理な話だ。

「あ、そうそう。昨日、桂香達が決勝大会進出を決めたこと、大橋も喜んでいたのよ。上条くんのことも、大橋は褒めていたわ。一勝一敗の中、自分に全てが懸かかっている状じよう況きようで指す精神的重圧は、計り知れなかっただろうって。そんな中で格上に勝つのは、並大抵のことじゃないと。団体戦だからみんなが頑がん張ばった上での勝利なんだけど、一番の功労者は上条くんだって言っていたわ」

　僕はぶるぶるぶるっと身み震ぶるいした。この僕が、大橋名人に褒められた。現役最強（僕の中では歴代最強）の棋き士しに、この僕が褒ほめてもらったのだ。目の前に桂けい香か先輩の母親がいなかったら、僕はその場で小こ躍おどりしていたかもしれない。

「大おお橋はしは、決勝大会は観に行けないけど、心の中でみんなを応おう援えんしてるって言ってたわ」

　この僕が、大橋名人の心の片かた隅すみに留めておいてもらえる。桂香先輩のおかげとはいえ、凄すごい奇き跡せきである。

　玄関のドアが開く音がし、「ただいま」と桂香先輩の声が響ひびいた。

　リビングに現れた桂香先輩の右手には、コンビニのレジ袋が提さげられていた。
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「あゆむくん、ごめんね。急に買いたい物があったから。待った？」

「いえ、十分くらいです」

「それじゃ、部屋に行こうか」

　僕は母親に会え釈しやくして桂香先輩の後に続いた。

　桂香先輩の部屋には十回以上入っているが、何度来ても胸のドキドキ感が薄うすれることはなかった。聖なる空間に脚を踏み入れているという感覚は根強く残っている。

　部屋の中は冷房も扇せん風ぷう機きの風もない状態だったが、とても心地良い空気だった。三つの大きな窓から入ってくる風が、心も身体からだも爽さわやかにさせる。これなら冷房はいらない。最高に風通しの良い部屋だった。

　桂香先輩はコンビニの袋を机の上に置くと、将しよう棋ぎ盤ばんと駒こまを僕達のあいだに、チェス・クロックを脇わきに置いた。僕と桂けい香か先輩は駒こまを並べ始める。

「あゆむくん、よく眠れた？」

「はい。快眠でした。目覚めも、とても気持ち良かったです。いつもは五う月る蠅さく聞こえる蟬せみの大合唱も、今朝は心地良かったです」

　桂香先輩はふふと笑って、

「私ね、夢を見たの。あゆむくんが二に階かい堂どうくんと戦いを繰くり広げている夢。息詰まる攻防の再現。その夢を見ている時、きっと私は唸うなってたと思うわ。そしてあゆむくんが勝って、私が喜びを爆ばく発はつさせたところで目覚めたの。私も、とっても気持ちの良い目覚めだった」

　僕が、桂香先輩の夢の中に……。

　何だか、僕は凄く照れ臭くさくなった。入ってはいけない領域に入ったような、そんな気持ちになった。

　駒を並べ終えた時、桂香先輩はパンッと軽く手を叩たたいて僕を見た。

「そうだ。忘れるところだった。あゆむくんは、今年の中学生将しよう棋ぎ名人戦の参加申し込みはしたのかな？」

「あっ」

　そう言われて、僕はすっかり忘れていたそのことを思い出した。

　僕は今、中学校将棋団体戦に熱中しているわけだが、中学の個人戦では最高峰ほうとなる中学生名人戦にも出場しようと思っていたのだ。小学生の時は、自分の実力では出ても恥はじを搔かくだけだからと、小学生将棋名人戦には参加しなかった。

　しかし香きよう車しや達が手とり足とり教えてくれて、多少なりともレベル・アップを実感している今の僕であれば、優勝は無理でも、惨ざん敗ぱいはしないだろうという考えがあった。だから中学生名人戦にも出場しようと思っていたのだが……。

「今日は……七月二十七日ですよね。中学生名人戦の参加申し込み期限って、いつまででしたっけ？」

「七月の上じよう旬じゆんで終わってるのよ」

「ああぁ、そうなんですか。いやぁ、先月までは頭の中にあったんですけど、色々あって忘れてました。大おお橋はし先輩は参加するんですか？」

「ええ。私は早い段階で申し込みをしていたから。ごめんね。私がもっと早くに気づいていれば、教えてあげられていたのに」

「いえ、そんな、謝らないでください。僕の不注意ですから。それに、今年は出られなくても、来年と再来年も参加する機会はありますから。今は団体戦に集中します」

　出たいか出たくないかで言えば、出てみたかったが、桂香先輩に話したとおり、まだあと二回出るチャンスはある。そこまで落ち込む必要もない。今の僕にとって何よりも重要なことは、桂香先輩と共に戦う団体戦の方なのだから。

「本当にごめんね。私のためにも、あゆむくんには出場して欲しかったんだけどね」

「大おお橋はし先輩のためにも、ですか？」

「うん。私ね、このあいだあゆむくんに負けた時思ったのよ。公式戦であゆむくんと指さしてみたいなって」

「僕と、公式戦で……」

「勝負師の血が騒さわぐってやつね。それにあゆむくんはどんどん強くなっているから、今のうちに叩たたいておかないと、もう一生勝てなくなるかもしれないからね」

　そう言って桂けい香か先輩は、モグラ叩きをするように僕の頭上で握にぎり拳こぶしを数回振った。

　その仕し種ぐさがあまりにも可愛かわいらしくて、僕の頰ほおは少し熱くなった。

「ほんと、一回くらいは公式戦で戦ってみたいわよね。いつか、そんな機会がくるといいなぁ」

　僕と桂香先輩が公式戦で指す、か。

　僕は自問してみる。真剣勝負の場で桂香先輩と戦ってみたいかと。

　何とも言えなかった。戦いたくないとまでは言わないが、進んで戦ってみたいという気持ちでもない。微び妙みようなところだ。

　でも、そういう気持ちになるということは、少なからず、桂香先輩に勝つ自信もあるということなのだろう。一ヵ月前の僕なら、どうせ負けるのだからと、複雑な気持ちになることもなかっただろうから。

「ちなみに中学生名人戦には、西にし本もとくんも出てくるという情報が入ってるの」

「西本くんもですか……」

「あゆむくんも、観戦に来られるのであれば、来た方がいいと思う。今度の中学生名人戦では、情報を集めるという意味でも観ておいた方がいいと思うの」

　その言葉を受けて、僕の頭に真っ先に浮かんできたのは女王の顔だった。

　僕は午後の数時間を自由に使っていいと言われているが、中学生名人戦は東京で開かい催さいされるので、午前中から行動しなくてはいけない。それを果たして認めてくれるだろうか。

「参加人数次第だけど、中学生名人戦は例年二日間に渡って開催されるの。一日目が予選で、二日目が決勝トーナメント。たぶん今年もそうなると思うから、できれば二日目を観に来た方がいいわね。対戦相手の質も高くなっているだろうし、本気の西本くんが見られるはずだわ」

　ふむ。そうなると、一日目を捨てるかわりに二日目を観に行かせて欲しいと女王に頼むのが最善手だろうか。本当は一日目から桂香先輩の雄ゆう姿しを観に行きたいが、ただ、女王も僕を理り不ふ尽じんに拘こう束そくしているわけではない。僕を西本に勝たせるために指導してくれているのだ。僕も勝ちたい。もっと強くなりたい。だから折り合いを付けるべきところは付けないといけない。

「一日目は難しいかもしれませんけど、決勝トーナメントは観に行けると思います」

「そう。行く時は一緒に行きましょうね。お母さんに電車賃出してもらうから」

　奢おごってもらうことを固辞しようとしたが、僕が口を開く前に桂香先輩は対局開始を告げた。

「まずは団体戦と同じ二十分の時間設定でやりましょう」

「了解です」

　桂けい香か先輩の凜りんとした指さし手に合わせて、僕も駒こまを動かす。一糸乱れぬ呼吸で、僕達は盤ばん上じようで戦いを繰くり広げていく。




　それから僕と桂香先輩は、四時間以上ぶっ続けで対局と感想戦を繰り返したが、対戦結果は僕にとって芳かんばしいものではなかった。

　つい先日、僕は初めて桂香先輩に勝利したわけだが、決して僕は桂香先輩を超えたわけではない。それを思い知らされる結果が待っていた。

　十一局指して、僕の三勝八敗。

　相あい居い飛び車しやの戦いでは、僕から見て二勝三敗とほぼ五分の結果と内容だったが、対抗型では僕の一勝五敗という散々な出来だった。今日に限って対抗型の内容が悪いというわけではない。僕は元々、対振り飛車が苦手だった。振り飛車党なんかいなくなってしまえばいいのにと思うくらい、僕は振り飛車が嫌いだった。

　対振り飛車が苦手な場合、相振り飛車で戦うというのが一つの対策案としてある。相振りの戦型は、相居飛車と同じ感覚で戦えるからという理由。しかし僕は振り飛車は一いつ切さい指さないので、その戦い方はできなかった。

　こうなると厭いやでも頭に浮かんでくるのが、西にし本もとと戦うことになったとして、彼が振り飛車を使ってきたらどうしようということだった。まさか二に階かい堂どう戦の時のように「相居飛車で勝負しろ」と迫せまるわけにはいかない。さすがに今度ばかりはその手は通用しない。僕自身も、あの手の作戦（？）は一度きりでいいと思っている。

　そこで僕はあることを思いついた。

「あの、西本くんって、居飛車党ですか？」

　もし西本が居飛車党であれば、僕も少しは戦い易やすくなる。勝機が大おお幅はばに増すとまでは言わないが、対振り飛車に比べれば、対策を立て易いのは間違いなかった。

「西本くんは、どんな戦型でも指しこなすオールラウンダーよ」

　僕の微かすかな希望が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされた。世の中、そう甘くはないのである。

「ただ、私が知る限りの情報だと、西本くんは先手の時は居飛車で、後ご手ての時は振り飛車を選択する傾向にあるみたい。数少ない情報を集めただけのものにしか過ぎないけど、少なくとも、去年の中学生名人戦は全てそのとおりだったわ。二階堂くんから聞いた中学校団体戦での西本くんも、先手の時は居飛車で、後手の時は振り飛車だったということよ」

　その話を、僕は頷うなずきながら聞いていた。

　なるほど。一いつ貫かん性せいのある指し方だと思った。そういう指し方をするプロ棋き士しを、僕は知っている。情報が正確だとすると、西本にとってはその戦い方こそが、極きわめて論理的で勝機を高めるものなのだろう。

　先手の時は居い飛び車しや。後ご手ての時は振り飛車。

　その情報を知ったからといって、何かが変化するわけではないが、僕の気の持ち方としては、知っておいて良かったと思える情報だった。いずれにしても、対振り飛車の対策が、僕の最重要課題になりそうだった。

「西にし本もとくんが居飛車党かどうか訊きいたってことは、あゆむくん、対振り飛車に対して苦手意識があるってことかな？」

　僕は首しゆ肯こうして、

「正直な話、西本くんが居飛車党ならいいなとは思いました」

「対振り飛車は、苦手？」

「昔から苦手です。振り飛車党なんていなくなればいいのにと、今でも思う時があります」

　桂けい香か先輩は白い歯を見せて笑う。

「あー、わかる気がする。私も最初は居飛車ばかり指してて、対振り飛車が苦手だった時期があるの。その時、あゆむくんと同じようなこと思ったわ。こんにゃろうって」

「大おお橋はし先輩でも、こんにゃろうなんて思うことあるんですか？」

「思ったらダメ？」

　桂香先輩は冗じよう談だんっぽく訊たずねてくる。

「いえ、ダメではないです」

「だって、こんにゃろうはこんにゃろうでしょう？」

「はい。こんにゃろうはこんにゃろうです」

　僕がぷっと笑ってそう返すと、桂香先輩も笑い出した。

　笑い声が途と絶だえた時、僕は大事な質問をすることにした。

「あの、大橋先輩。決勝大会のオーダーのことなんですけど」

「西本くんのチームと戦うことになった場合、誰が彼と戦うのかという話ね？」

　僕は深く頷うなずく。

「そうね、誰がいいかしらね。一番勝てる可能性のある人が、大将に座るべきだけど……あゆむくんは、自信がある？」

「いえ、自信はないです。少なくとも、現時点では」

「私も、勝つ自信があるかと訊かれたら、首を縦には振れないわ。あの二に階かい堂どうくんが手も足も出なかった人と戦ってみたい気持ちはあるけど、あゆむくんや橘たちばなくんの方が私よりも勝機があるのなら、もちろんその座を譲るわ」

　桂香先輩の考えに賛成だった。三人の中で一番強い者が中学生覇は者しやに戦いを挑いどむべきである。

　現時点では、桂香先輩がその座に一番近いのだろう。

　だけど僕自身、西本と戦ってみたい気持ちは高まってきていた。昨日の時点では、桂香先輩にその座を譲ろうとしていたわけだが、将しよう棋ぎ神しんである女王が現れた今は、気持ちに変化が起きていた。

　中学生覇は者しやと戦ってみたい。そしてこの手で倒したい。

　そうなると、二に階かい堂どう戦の時のように、今度は橘たちばな先輩を交えて三人で戦い、一番強い者が大将になるべきだという答えが出る。僕はその思いを桂けい香か先輩に告げた。

「三人の中で一番強い人が大将になるべきだと思います」

「そうね。このあいだのように、前日くらいに対局してみて決めるのもいいかもしれないわね。でも……」

　桂香先輩は一度口を噤つぐんで、何やら考える顔つきになった。

「今度の中学生名人戦で、ある程度の答えは出るような気もする。西にし本もとくんと当たったらという前提での話だけど。仮に私と橘くんが西本くんと対局したとして、その結果次第では、もう頼れるのはあゆむくんしかいないということも有り得るわ」

　僕は桂香先輩の言わんとすることがわかった。でも、その光景はあまり想像したくなかった。

　僕が何を考えているのか、表情を見てわかったのだろう。桂香先輩はぱっと明るい顔をつくって、

「戦う前から、ネガティブなことを考えてちゃダメよね」

　と言って、頰ほおを軽く両手で叩たたいた。

　僕も真ま似ねをして、頰をぱんと叩いた。

「まだ決戦まで時間はありますから、少しでも棋き力りよくを上げられるように指さし続けましょう」

「最近のあゆむくんは、本当に頼もしい存在になったわね。単純に棋力が上がっただけじゃなくて、何だか、頼り甲が斐いのある男の人になった感じ」

　今の桂香先輩の言葉を聞いていただけただろうか。僕は、はっきりと聞いた。

　この僕が、男らしくなったと言ってくれた。事あるごとに駒こま達（特に女王と香きよう車しや）に弱々しいだとかネガティブだとか男らしくないだとか言われ続けているこの僕のことを、桂香先輩は頼り甲斐のある男の人になってきたと言ってくれた。女王と香車をここに連れてきて、聞かせてやりたかった。

「大おお橋はし先輩にそんな風に言ってもらえて、嬉うれしいです。僕、いつも男らしくないとかネガティブだとか弱々しいだとか叩かれ続けているので」

　桂香先輩は小首を傾かしげて、

「誰にそんなことを言われてるの？」

「あ、えっと、その、クラスメイトです、はい」

「そんなことを言う人がいるの。きっと冗じよう談だんで言ってるのね。だってあゆむくん、全然弱々しくないもの。昨日のあゆむくんなんて、誰よりも力強かったし。二階堂くんを倒した時のあゆむくんの目め力ぢからは、私の父が対局の時に見せる目力にも負けていなかったわ」

　それはいくら何でも褒ほめ過ぎです。そう心の中で思いながらも、僕は舞い上がらずにはいられなかった。あの開け放たれた窓を飛び出せば空を飛べるのではないかというくらい、心が躍おどっていた。

　今の桂けい香か先輩の発言には、きっとリップサービスが含ふくまれている。

　だけどそれでも良かった。一番認めて欲しいと思っている人にそこまで言ってもらえたのだから。

　ふっと壁かべ時計が目に留まる。時計の針は五時近くまで進んでいた。直後、女王の顔が浮かんできて、僕はぶるっと震ふるえた。

　危ないところだった。名残なごり惜おしいが、もう帰らないといけない。

「あの、僕そろそろ帰ります」

「うん。また明日も来られる？」

「はい。ちょっと事情があって、来られる時間は午後の四時間くらいに限定されるんですけど、曜日は関係なく来られます」

「そう。じゃあ待ってるわね。明日は橘たちばなくんも来るし、各自が課題としているところを克こく服ふくしていきましょう」

　桂香先輩と一緒に部屋を出て玄関まで下りる。靴くつを履はき終えた僕は、別れの挨あい拶さつをしようとしたが、先に桂香先輩が口を開いた。

「あ、そう言えばあゆむくん、昨日遊びに誘さそってくれたことなんだけど」

　やっぱり行けなくなっちゃった、なんて言葉があとに続くのではないかとドキドキしたが、

「遊びに行く日は、来週の土曜日でどうかな？」

「はい。僕はいつでも大丈夫です」

「それじゃ、来週の土曜日で決まりね。いくつか遊べる場所見つけておいたんだけど、ここは絶対に行きたい場所ってある？」

「えっと、そうですね……ボウリングはやりたいなと思ってます」

「お、いいわね、ボウリング得意なの？」

「自じ慢まんできるほどの腕うでではないですけど、一応アベレージは一五〇です」

「あ、それなら私といい勝負になるわ」

「大おお橋はし先輩のアベレージはいくつですか？」

「私は一八〇よ。でも、最近行ってないから、腕が鈍にぶってるかも」

　アベレージ三十の差は結構大きいと思うのだが、果たして本当に良い勝負になるのだろうか。

「ちなみに私の行ってみたいところは、ゲームセンターとカラオケかな」

「ゲーム好きなんですか？」

「うん。将しよう棋ぎにハマってからはプレイする時間も減ったけど、今でもやり込んでるゲームはあるわよ。あゆむくんはテレビゲームするの？」

「いえ、ゲーム機は何も持ってないんです。テレビゲームも面おも白しろいんでしょうけど、将しよう棋ぎのハラハラドキドキ感に勝るゲームはないだろうなと。そう考えると、あまりゲームをやる気になれないんです」

　桂けい香か先輩は大いに感心するように頷うなずいて、

「あゆむくんの言うとおりね。どんなに美び麗れいなグラフィックでも、どんなに練ねり込まれた物語でも、将棋の持つドラマティックな展開には敵かなわないわね」

「でも、決してゲームが嫌いなわけではないですから、色んなゲームで遊んでみたいです」

「そうね。対戦型ゲームなんかだと楽しめそう。カラオケは大丈夫？　歌うの嫌いな人もいるから、厭いやだとか苦手なら他の場所に変更しましょう」

「いえ。別にカラオケも嫌いではないです。大おお橋はし先輩がどんな歌を歌うのか、興味があります」

「私？　私はね……」

　そこまで言ったところで、桂香先輩は口を噤つぐんだ。

「私が何を歌うかは、当日のお楽しみということで。──せっかくカラオケに行くんだったら、あの歌を歌ってみたいな」

　桂香先輩は、今流は行やっているデュエット・ソングの曲名を口にした。僕はそのＣＤを持ってはいなかったが、コンビニ等などで頻ひん繁ぱんに流れているので、サビの部分は歌詞を見ないでも口ずさめるくらいには知っていた。

「わかりました。上う手まく歌えるように練習しておきます」

「ＣＤは持ってるの？」

「いえ、持ってません。そこのコンビニで買って帰ります」

「あ、私ＣＤ持ってるから貸すわよ。ちょっと待ってて」

　そう言い置き桂香先輩は階段を駆かけ上がっていくと、ＣＤケース片手に戻ってきた。僕はお礼を言って受け取った。

「それじゃ、また明日ね」

「はい。また明日」

　桂香先輩の左右に振られている手を背に、僕は家路に就ついた。




　　　　３




　自宅に帰り着き、部屋のドアを開ける。窓もカーテンも開けてはいたが、粘ねばっこくて蒸し暑い空気が僕の身体からだに纏まとわりついた。女王は数時間前と同じ恰かつ好こうで部屋の中央に座っていて、扇せん子すで顔を扇いでいる。僕はリモコンを手に取って、冷房をつけた。

「あの、暑かったらクーラーをつけてもいいですよ」

「私にそんな感覚はないから、気遣い不要だ。──それにしても、まさかあれほど対抗型が苦手だとはな。対たい振ふり飛び車しやの組み立て方があそこまで下へ手ただと、私も教え方を変えないといかん」

「な、なぜさっきの僕と桂けい香か先輩の対局内容を知っているんですか？　ずっとここにいたんですよね？」

「私達は駒こまのあるところならどこへでも意識を飛ばせる。香きよう車しやが言っていただろう」

　あ、そうだった。忘れていた。女王の性格を考えると、これからは駒のあるところで迂う闊かつな発言はできない。

　そんな僕の思いを見み透すかしたかのように、女王が言葉を継ぐ。

「安心しろ。私が見聞きしたのは、お前と桂香が対局を開始してからのものがほとんどだ。全ての話を聞いているわけではない。意識を飛ばすかどうかは、私次第だからな」

「そ、そうですか……」

「それにしてもお前は、香車達に対振り飛車の指さし方を教えてもらわなかったのか？」

「最初の頃は教えてもらっていましたけど、二に階かい堂どうさんが横よこ歩ふを苦手にしていると知ってからは、対二階堂戦に備えて横歩ばかり指していました。ですから、余計に対抗型を難しく感じてしまっています」

「それを差し引いても、酷ひどい内容だ。対抗型で桂香に勝った一勝も、桂香が時間に追われて悪あく手しゆを指したから逆転したに過ぎない。内容では完敗だった」

「僕、どうすればいいでしょうか？」

「どうするも何もない。私の教えをしっかり吸収すれば、お前は西にし本もとに勝てる」

「こんな酷い状態の僕でも、圧倒的格上の西本くんに勝てますか？」

「愚ぐ問もんだ。私はな、ただ将しよう棋ぎが世界一強いというだけではなく、世界一将棋を教えるのが上う手まい存在でもあるのだ。どんな局面だろうと、最善手が見えるのだからな。ただ、そうは言っても、お前の対振り飛車がここまで酷い出来だとは思わなかったから、さっき言ったように、教え方も工夫しないといけない」

「具体的に、どういう風に指導していただけるのでしょうか」

「本来なら、あらゆる局面での最善手を教えるのが手っ取り早いのだが、生あい憎にくお前の脳のう味み噌そでは容量不足だ。となると、局面を絞しぼって教えていかなければいけない。それはわかるな？」

「はい。わかります」

「私は西本の対局を見ていないので断言はできないが、恐らく振り飛車を選択する時は四し間けん飛び車しやか三さん間げん飛び車しやだろう。向かい飛車と中なか飛び車しや対策もやるが、まずは四間と三間の二つに絞ってお前を指導していく。それと並行して、終しゆう盤ばんの攻め方も力を入れて教えていく。お前は序盤と中盤の組み立て方は平へい凡ぼんだが、終盤の攻撃力という一点では、見所のある指し方をする。私が教えることで、お前の終盤力は最大限に高まる。もちろん終盤力を活かすには中盤の戦い方が何よりも大事だが、多少不利な局面でも、必ず逆転できる終盤力にしてやる」

　数時間前と同じように、女王の話を聞いているだけで、僕は自分が強くなったような気分になっていた。意図的かどうかはともかく、女王の言い方には僕をやる気にさせる力があった。

「ただ、西にし本もとと戦う時、必ず対抗型になるとは限らない。相あい居い飛び車しやになる可能性もある。しかしお前の対振り飛車の対応力の低さを考こう慮りよすると、相居飛車での戦型全てに対して指導している時間はない。だから相居飛車になった場合は、お前が戦型を決めろ」

「僕がですか？」

「そうだ。先後関係なく、相居飛車になった場合は横よこ歩ふと相あい掛がかりは拒否して、矢や倉ぐらか角かく換がわりのいずれかを選択しろ。対振り飛車の指導が一段落したら、今度はその二つの戦型に絞しぼって指導していく」

　確かに僕の頭脳では、あれもこれも手を出すわけにはいかない。戦型の数を絞って憶える方が効率的なのは言うに及ばず。本当はたくさんの経験値を得ている横歩で戦えればいいのだが、残念ながら確実に横歩にできる手順はない。だから女王も選択肢しから外したのだろう。

　ただ、最近はずっと横歩一本に絞って教えを受けていたとはいえ、矢倉と角換わりの定じよう跡せき崩くずしもたくさん教わっている。その下地があるから、女王の教えを吸収するスピードも早いのではないだろうか。

「僕、西本くんに勝ちたいです。勝って日本一のチームになりたいです」

「くどい。何度も言っているだろう。私が教えるのだから、お前が負けるなんていう結末は有り得ないんだ。お前は集中して私の話を聞き将しよう棋ぎを指さし続けろ。それだけだ」

「はい。わかりました。それでは早さつ速そく、対振り飛車のご指導をよろしくお願い致します」

「わからないことがあったらその都つ度ど訊きけ。完かん璧ぺきに理解するまで説明してやる」

　女王は盤ばん上じようの駒こまを動かし、分ぶん岐き点てんとなる局面で止めると、そこでの最善手を僕に教える。なぜそれが最善の一手なのか、その時点では理解できない。なので、僕にも理解できるところまで手を進めて、なぜそれが最善手なのかを解説してくれた。

　同じような局面に見えても、端はし歩ふが突ついてあるのかいないのかでも全く攻め方が違ってくるし、持ち駒が歩一枚なのか二枚なのかでも最善手は変わる。全く戦いに加わっていない端っこにぽつんと取り残された香きよう車しやが、初期配置の場所にいるのか、一、二マス前進しているのかでも、大きく指し手は変わってくる。

　今までは深く考えなかったそれらの形が、大きな意味を持って僕に迫せまってきていた。

　僕は教えられた手を、大事に記憶の箱に入れ続けた。

　しかし人間とは忘れる生き物だ。復習のため、数時間前に教えられた最善手を指せと言われた時、僕は正しく指せなかった。十の最善手を教えられる度たびに、一つ最善手を忘れてしまうという感じだった。

　しかし、そうなることは女王には織り込み済みのようだった。

「忘れること自体は構わん。一つの局面で見せた最善手は、一度見せて終わりではない。何度でも見せて解説してやる。学校のお勉強と同じだ。反復することで憶える。やがてお前の血肉となる。これはいつか香きよう車しやがお前に言っていたことと同じだ」

　僕の脳のう裏りに、横よこ歩ふの特訓をしていた日々が蘇よみがえった。あの時とは比べ物にならないくらい憶える量が増えるが、僕の努力次第では、あの時の再現を起こせるのだ。

　あの時の再現を狙ねらう。僕は強い思いを胸に秘ひめて、盤ばん上じようにぐぐっと顔を寄せて、更なる女王の教えを乞こおうとした。

　だが、唐とう突とつに幕は下ろされた。

「今日はこれで終わりだ。朝言ったとおり、やり過ぎは効率の低下を招く」

　そう言われて、僕は時計の針が十時四十分を指さしていることを知った。途中、夕食と風呂で盤の前を離れたが、都合五時間、対たい振ふり飛び車しやの最善手を吸収し続けた。しかしそれだけの時間を費やして憶えた最善の一手も、まだまだほんの一部に過ぎないということだった。さすが無数の変化があると言われている将しよう棋ぎである。奥が深い。深すぎる。

「眠るまでの時間は、好きなことをして過ごせ。クールダウンだ。夜よ更ふかしはするなよ」

　ふむ。何をしようかと視線を巡めぐらせていると、桂けい香か先輩から借りたＣＤが目に留まった。僕はＣＤをパソコンにセットし聴きき始める。歌詞カードを見ながら、桂香先輩と一緒に歌っている光景を想像していた。

　そんな時、僕の視線がある物に釘くぎ付づけになる。

　パソコンのディスプレイには、僕の後方にいる女王の顔が映っている。女王の視線は僕の後ろ姿に合わせられているが、その儚はかなげな瞳に、僕の視線は釘付けになってしまった。

　同時に僕は今朝のことを思い出した。目覚めた時、女王が僕の顔を覗のぞき込んでいたあの光景。

『エイジ』という名前が頭に浮かんでくる。きっと関係があるのだろう。女王をそんな表情にさせる何かが。

　ふっと、ディスプレイ越しに視線が交わった。

　女王は、はっと我に返ったような表情になると、ぷいと顔を横に逸そらした。

　僕は居いた堪たまれない気持ちになって、音楽を消して立ち上がった。

「あの、女王様、ケーキでも買ってきましょうか？」

「別に毎日買う必要はない。そんな金はないだろう」

「僕、昨日父親から決勝大会進出を決めたご褒ほう美びに一万円を貰もらったんです。だからお金に余裕はあります。僕もかなり脳のう味み噌そを使ったんで、甘い物を食べて栄養補給します。食べたいケーキ、ありますか？」

　女王は横目で僕を見ながら、

「ミルフィーユとティラミス。なければ昨日と同じやつ」

「わかりました。じゃ、ちょっと行ってきますね」

　僕は財布を手に取り、家を出た。

　夏の夜風は気持ちよく、汗ばんだ身体からだを爽さわやかに撫なでつけてくる。

　夏休みということもあって、コンビニの内外には中高生の男女が結構いた。僕は女王のためにミルフィーユとティラミスを、自分が食べる用にショートケーキとモンブランを買った。たくさんのケーキを購入する僕を見て、二、三歳年上と思われる女の子達が「美お味いしそう」とか「一人であんなに食べるのかな」とか「この時間に食べると太るよ」などと言っていた。

　月の出ている方へ歩く僕の前方から、人影がやって来るのが見えた。あれ、これ昨夜の光景と同じだなと思っていると、街灯に照らされて現れたのは香きよう車しやだった。

「久しぶりやな、あゆむ」

「久しぶりやな、じゃないですよ。香車さん、逃げるなんて酷ひどいじゃないですか」

　女王が出てくるなり脱だつ兎との如ごとく逃げた香車に対して、僕は頰ほおを膨ふくらませた。

「あゆむ、逃げたなんて人聞きの悪いこと言ったらあかん。あたしは避ひ難なんしただけや」

「いや、意味は同じですよ」

「仕方ないんや。世の中、どうやっても頭の上がらない相手というのがおる。あゆむも社会人になって人付き合いをするようになったら、あたしの気持ちが理解できるようになるはずや」

　僕は肩を竦すくめて、

「まあ、女王が最初に出てきた時は、みんなが逃げ出した気持ちは理解できましたけどね」

　香車はうんうんと頷うなずきながら、

「そうやろ。まあ、正しくは避難やけどな」

「でも、僕と対局する時、頭を下げる仕し種ぐさにちょっと驚きました」

「女王様は、将しよう棋ぎに対しては誰よりも真しん摯しやからな。世界で一番将棋が強く、世界で一番将棋を愛しとる。それが将棋神である女王様の姿や」

　僕はコンビニの袋を持ち上げて、

「ケーキが好きというのも、僕は萌もえました」

　香車は腕組みをして、

「それは、あたしも盲もう点てんやったなあ。いや、女王様がケーキを食べてみたいと言ってるのは、以前から聞いてたんやけどな。あそこまでケーキを食べてる時に至福の表情を見せるとは思わんかった。これは、案外使えるかもしれんで」

「使えるというのは？」

「たとえば、女王様を宥なだめる時とか、何かを交こう渉しようする時とか、そういった時にケーキを武器として使えるかもしれん。良い材料を手に入れたで」

　心なしか、香車の表情は生き生きとしている。

「最初は殺されるんじゃないかと思いましたけど、何とか耐たえられそうです」

「それは何よりや。このまま決勝大会まで頼むで。最後に西にし本もとを倒して大団円や。──あんまり長話するとケーキが温ぬるくなるから、そろそろ行こか」

　香車に促うながされて、僕は歩き始める。

「それにしても、女王の指さし手には度ど肝ぎもを抜ぬかれました。香きよう車しやさん達の指し手を見て免めん疫えきはできていると思っていたんですけど、予想の遙はるか上を行っていました。香車さんが以前言っていた『あたし達が束になっても勝てない』という理由がわかりました」

「もう、ほんとに厭いやになるで。たとえばあたしと歩ふと桂けい馬まの三人の合議制でも、一回の王手もかけられん時もあるからな。あゆむも理解したようやけど、女王様の最大の武器は攻撃力や。最低限の手数で玉ぎよくを囲ってあとは攻め一辺倒。女王様が玉を囲い切る前に攻めようとすれば、その上を行く鋭い攻めで潰つぶされる。それならと、以前に女王様が見せた攻めを真ま似ねして攻めようとすれば、それを上回る攻撃力で破は壊かいされる。ほんと、どうしようもないで」

　人間から見れば将しよう棋ぎの神と言って差し支えない棋き力りよくの香車達が王手すらかけられない時もあるという話は、天文学的数字を数えているようで頭の痛くなる話だった。

「その差って、縮まるんですか？」

　香車はお手上げのポーズをつくって、

「あたしも向上心の塊かたまりで、もっと強くなりたいと思うてはいるけど、女王様を超えるのはもちろん、差を縮める自信も正直ないわ」

「僕、ちょっと見てみたいんですけど。女王様と香車さん達の対局」

「別にええで。……女王様の機嫌のええ時にな」

　僕の自宅が見えてきた時、頭の中に先ほどの女王の儚はかなげな表情がフラッシュ・バックした。

「あの、女王様に関することで一つ訊きいておきたいことがあるんですけど」

「何や？」

「女王って、時々僕のことを切ない目で見ることがあるんです。今日の朝なんて、眠っている僕の顔をじっと見ていたみたいだし。何か知ってますか？　エイジって人に心当たりは？」

　香車はぴたりと脚を止めると、僕をじっと見た。

「知りたいか？」

「あれだけ豪快な性格なのに、時折寂さびしげな顔で見られると、気にはなりますよ」

「まあ、そうやな」

　香車は周囲を注意深く見回したあと、僕の腕を取って電柱の陰に引き摺ずり込んだ。

「女王様の秘密を教えたるけど、このことは絶対に内緒やで。家に帰っても、普通に女王様と接するんやで」

「はい。わかりました」

「女王様が何であゆむを寂しげな顔で見るのか、それを一言で言うと、エイジって男の面おも影かげをあゆむに重ねてるからなんや」

「面影を、僕に……」

「エイジというのはな、あゆむの数代前の先祖である男のことなんや。名前の漢字は栄えるに治めると書いて栄えい治じ。明治時代を生きた男や。あゆむの父親に訊いたらわかるかもしれんな」

「その栄えい治じという人と僕に、何の関係があるんですか？」

「顔が、めちゃくちゃ似てる」

　僕は自分の顔を触って、

「そんなに、似てるんですか」

「今はまだあゆむの顔も成長過程やけど、高校生になる頃には瓜うり二つになってるやろうな。女王様は、その栄治という男に惹ひかれてたんや。男前で、弱気を助け強気を挫くじいて、人望があって、好青年を絵に描いたような男の栄治にな。アマチュアにしてはという注釈付きやけど、将しよう棋ぎの腕うでっぷしも良かった。そして栄治はあたし達を大切に扱あつかってくれた。あたし達は、あゆむの祖先から代々受け継がれてきたと話したけど、一時期は、倉庫の中で埃ほこりまみれになっていたこともあったんや。その埃の中から出してくれたのが、栄治やった。じめじめとした暗いところから出してくれた栄治は、あたし達をピカピカに磨みがいてくれた。それが、女王様が栄治に惚ほれるきっかけになった出来事や」

「そんな過去があったんですか……。その栄治という人と、直接話したことはあるんですか？」

　香きよう車しやは首を横に振って、

「いや、その時はまだあたし達は人間の姿になることはできなかったから、直接的にやりとりしたことはないんや。一度も話すことができなかったから、女王様はその時の想いをずっと引き摺ずってるんやろうな」

　何とも、胸がぎゅっと締しめ付けられる話だった。

「女王って、凄すごく女の子らしい面があるんですね。というか、そっちの方が彼女本来の姿なのかな。一人の人を百年以上も想い続けるなんて、色んな意味で、人間にはできないことです。僕達人間よりも、よっぽど情が深いんじゃないかな」

「せやな。一人の人間を想い続けるという気持ちは、今時の人間には相当ハードルの高いことかもしれんな。──女王様は、あゆむを西にし本もとに勝たせるために出てきた言うてたけど、もしかしたら、栄治の面おも影かげが濃こくなってきたあゆむの傍そばにいたいと思ってるのかもしれんなぁ。ほんと、いきなり出てきたからな。出てくる、なんて一言も言ってなかったのに」

「でも、顔はそっくりでも、僕とその栄治という人の性格って、全然違うんですよね？」

「まあ、多少大おお袈げ裟さに言うと、陰と陽って感じかな」

　どちらが陰なのかは、敢あえて訊きかなかった。

「顔は似てるんやけど、性格は正反対。女王様はあゆむのマイナス的な思考が嫌いで、今までは出てこなかった。恋い焦こがれた人に顔が似てるのに、悪い意味で性格が全然違うというのは、女王様からすれば苛いら立だちの原因なんやろうな。でも、結局こうやって出てきたってことは、愛いとしい人そっくりの顔を直じかに見たいという思いに駆かられた結果かもしれん」

　僕の中で、女王の輪りん郭かくがどんどん柔やわらかいものへと変わっていく。純情一〇〇パーセントではないか。

　香きよう車しやは鼻に人差し指を当てた恰かつ好こうで、

「もう一回言うとくけど、このことは女王様には内ない緒しよやで。もし、今の台詞せりふを女王様の前で言ったら、あゆむの身の安全は保障できん」

　僕はおもむろに首しゆ肯こうし、

「大丈夫です。僕、口は堅いですから。それに、言えば自分がどうなるかということがわかるくらいには、女王と時間を共有しているので」

「ほんま、頼むで。女王様の鉄てつ拳けんは喰くらいたくないからな。──それじゃ、あたしはこれで退散するわ。あゆむ、右手」

　言われるまま僕は右の掌てのひらを差し出す。

「一緒に帰らないんですか？」

「あゆむ、あたしはあたしのままでいたいんや。でも、女王様の前では自分が自分ではなくなる。言いたいこと、わかるな」

　僕は香車が女王相手に揉もみ手で話す光景を見たかったのだが、今回は諦あきらめるとしよう。

「女王様の教えをしっかり受ければ、必ず西にし本もとに勝てる。頑がん張ばるんやで」

　香車は僕の肩をぽんぽんと叩たたいて、駒こまの姿に戻った。僕は香車をポケットの中に戻し、自宅へと戻った。部屋へ入ると、僕はテーブルの上にケーキと飲み物を置いた。

「飲み物は、今流は行やっている微び炭たん酸さんのオレンジジュースにしてみました」

「良いチョイスだ」

　美お味いしそうにケーキを食べている女王を、僕は横目で見る。

　頭にちらつくのは、栄えい治じの存在。

　百年以上も一人の男を想い続けるという気持ちは、いったいどれほど重いものなのだろうか。女王が人知を超えた存在であり、人間の理解を超えた能力を持っているとはいえ、死んだ人間に会うことはできない。もう二度と会うことのできない人を想い続けるその儚はかなさに、僕の胸は締しめ付けられた。

　ふっと女王と視線が交わる。

　僕の顔が普段と違ったのだろう。女王は訝いぶかしげな表情を浮かべて、

「何だその顔は？」

「あ、いえ、何でもないです」

　僕はテーブルの上に視線を落とす。

　僕と栄治という人はそっくり。でも性格は全く違う。だから女王は僕に対して苛いら立だちの感情を持っている。

　僕は桂けい香か先輩を思い浮かべた。

　もし、僕の前に桂香先輩そっくりの人が現れたとする。でも、性格が正反対だとしたらどうだろう。いつも偉えらぶっていて、清せい潔けつ感かんもなく、ずぼらな性格だったとしたら、僕は桂香先輩そっくりの女性にどういう感情を抱いだくだろうか。

　嫌けん悪お感かんを抱くかもしれないと思った。僕は、その女性に、マイナスの感情を抱くかもしれない。《本物》と全然違うじゃないか、と。

　本人からすればただの迷惑な感情でしかない。何で似ているというだけでそんな風に糞くそ味み噌そに言われなければいけないのかと。

　で、正に僕がその糞味噌に言われている立場なのだが、女王がそういう感情になること自体は理解できた。僕もそうなるかもしれないから。

　僕に何かできることはないだろうか。そう思った。

　二度と会えない人を想い続ける女王のために、何か一つくらいできることはないだろうか。

　僕は栄えい治じという人にはなれない。たぶん、生来の性格が全まつたく違う。

　そうなると、僕にできることは限られている。

　将しよう棋ぎで結果を出すということだ。

　栄治という人は、将棋の腕うでが立つ人だったらしいが、同じアマチュアであれば、決して追いつけない差ではない。何より、僕には将棋の神様が付いて指導してくれているのだ。僕はまだまだ強くなれるはず。

　打倒西にし本もとの目標は、自分のためであり、桂けい香か先輩のためでもある。そこに、女王のためという言葉を加えてもいいと思った。西本を倒して、日本一になることができれば、僕に栄治さんの面おも影かげを投影している女王の気持ちも、少しは満たされるのではないだろうか。

　視線を上げた時、女王はまだじっと僕を見ていた。

「お前、何か変だな」

　僕の瞳の奥を覗のぞき込むようにして見ている女王。僕の心臓の鼓動が早はや鐘がねを打ち出す。

「変って、何がですか？　僕はいつもどおりですけど」

「さっき部屋を出る前と今では、様子が少し違うように見える」

「そんなことはないです。僕は僕のままですよ」

「そういえば、香きよう車しやはどうした？　お前に話したいことがあると言って、部屋を出て行ったぞ」

「香車さんは、もう駒こまの姿に戻りましたけど」

「話とは何だったんだ」

「えっと、将棋に関することです。女王様の教えをしっかり活かすことができれば、西本くんにも勝てると。はい」

　女王の瞳に、疑いの色が宿ったような気がした。視線を逸そらしたかったが、ここで逸らすと追及の力が強まると脳内に警けい告こくが出たので、僕は我が慢まんして視線を受け止め続けた。

　やがて女王は、ふんっと鼻を鳴らして残りのケーキを食べ終えた。

「私はもう寝る。お前もだいぶ脳を使っただろうから、ゆっくり休め。将棋に例えれば、まだ玉ぎよくを囲っている最中の序じよ盤ばんだ。先は長い。──今日のケーキは昨日のものより美味だった」

　そう言い残して、女王は駒こまの姿に戻った。テーブルの上に横たわる玉を、僕はポケットの中の香きよう車しやと一緒に箱の中に戻した。

　僕は頰ほおを軽く叩たたく。

　確かにまだ序じよ盤ばんも序盤、戦型さえ決まっていない段階だろう。決勝大会前日まで、僕は憶えなければいけないことが山のようにある。一つでも多くの最善手を憶えることこそが、僕の使命だ。大変な作業だが、やり切ることができれば僕は西にし本もとに勝てる。そう自分に言い聞かせた。

　僕は後片付けを済ますと、歯を磨みがいてベッドの中に身を入れた。

　疲つかれた脳を回復させるために、僕は深い眠りに落ちていく。
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　午前中から僕はそわそわしていた。日課である女王の指導を受けながらも、心は東京の方へ飛んでいた。

　八月一日。中学生将しよう棋ぎ名人戦が開かい催さいされていた。参加人数が一九七人ということで、一日目である今日は予選を行い、決勝トーナメントに残る三十二人を決める、という内容のメールを桂けい香か先輩から受け取っていた。すでに一勝を挙げたというメールを受け取っていて、今は二戦目を戦っているようだ。桂香先輩であれば予選は突とつ破ぱできるとは思うが、予選の段階で強豪とばかり対局する可能性もある。安心はできなかった。

　桂香先輩から貰もらったメールには、橘たちばな先輩や二に階かい堂どうも来ていることが併あわせて書かれていて、二人とも幸さい先さきよく一勝を挙げていることも書かれていた。橘先輩はもちろん応援しているが、僕は二階堂にもエールを送っていた。彼とは色々あったが、将しよう棋ぎに対する情熱はとても熱いものを持っていた。性格も、よく話してみると厭いやな奴やつではなく、むしろ好感の持てる人だということがわかった。桂香先輩に対する想いも。恋こい敵がたき云うん々ぬんは置いておいて、今は二階堂のことを敵だとは思っていないので、素直に勝ち進んで欲しいと思っていた。

　そして僕が一番知りたかった情報。

　事前の情報どおり、西にし本もとも出場しているということだった。西本は大方の予想どおり、中学校将棋団体戦の西日本代表の切符を手に入れていた。

　実際、西本はどれほどの強さなのだろう。二階堂が二度対局していずれも完敗の内容だったということから、その強さは推おして知るべしなのだが、この目で実際に指さし回しを見てみたいという思いを持っていた。

　正午になり、一時休きゆう憩けいとなる。携けい帯たいを見ると、桂香先輩から二勝目を挙げたというメールが届いていた。僕は小さくガッツポーズした。さすが桂香先輩。きっとこのまま勝ち続けてくれるはずだ。

　僕は一階に下りて、母親と一緒に昼食を摂とる。食事の最中、母親は僕にこう話しかけてきた。

「最近、あゆむの部屋から話し声がよく聞こえるんだけど、誰かと電話してるの？」

　当然の質問と思えるくらい、僕はよく駒こま達と会話をしていた。むしろ今までそのことを訊きかれなかったことが不思議なくらいである。

「誰かと電話してる時もあるし、独り言の時もあるよ。最近、ネットで対局している時、よくぶつぶつ言ってるんだ」

　母親は、ふうんと言うだけで、それ以上突つっ込んではこなかった。

　昼食を摂り終えた僕は、自室に戻って腰を下ろした。いつもなら桂香先輩の家に行く時間だが、僕は部屋で桂香先輩の勝利を祈りながら過ごすことにした。

「桂けい香かの家に行かないのか？」

　女王が訊たずねてくる。

「今日は、桂香先輩は家にいないんです。東京で中学生将しよう棋ぎ名人戦が開かい催さいされていて、向こうに行ってるので」

「中学生名人戦か。個人戦では最高峰ほうの大会の一つだな」

「はい。他にも歴史があって、優勝のハードルが高い大会はありますけど、個人的には中学生名人戦が最高に位置すると思っています」

「その最高に位置する大会に、なぜお前は出ないんだ？」

「僕は、参加申し込みの葉書を出し忘れたんです。ははは」

　僕が自じ嘲ちよう気味に笑うと、女王は鼻をふんっと鳴らして、

「やはりお前はどこか抜ぬけてるな」

　僕はすっと真顔になる。女王に小こ馬ば鹿かにされたからではない。これから話すことを聞き入れてもらうために、僕は深呼吸して気合を入れた。

「あの、女王様。一つ、お願いがあるんですが」

「何だ」

「桂香先輩は今、予選を戦ってるんですが、それを勝ち抜くと、明日の決勝トーナメントに進むことになります。それで僕、明日の決勝トーナメントを見に行きたいんです。いいですか？」

　女王は無言のまま扇せん子すで顔を扇ぎ続け、十秒後に口を開いた。

「その決勝トーナメントは、何時に開始して何時に終わるんだ？」

「確か、十時開始だったと思います。終わるのは、対局の内容次第なのでよくわからないですけど、午後四時とか五時くらいではないでしょうか」

「じゃあダメだな」

　女王は即そく答とうした。

「女王様の指導を受ける時間が短くなるからですか？」

「そうだ。お前が今やるべきことは、桂香の戦う姿を見守ることではなく、私の教えを乞こうことだ」

「でも、僕、桂香先輩の戦いをこの目で見たいんです」

「桂香がどれだけ勝とうが、お前の棋き力りよくアップの足しにはならない。一ミリもな」

「それはわかっています。でも、僕、見たいんです。桂香先輩が中学生名人戦に出るのは、今年が最後ですし。だからこの目に焼き付けておきたいんです」

「しつこい奴やつだな。お前、西にし本もとに勝ちたくはないのか？」

「もちろん勝ちたいです」

「じゃあ、諦あきらめろ。どんな物事でも、何かを得るためには、何かを犠ぎ牲せいにしなければいけないものだ」

「女王様の言っていることは、正論だと思います。特に僕の場合は、西にし本もとくんとの力の差が大きいので、犠ぎ牲せいにしなければいけないものが多くあると思います。でも、どうしても、桂けい香か先輩の雄ゆう姿しを見に行きたいんです」

「お前は、本当に桂香のことになると意固地になるな」

「指導時間のことなら、マイナスになる分を必ず取り戻します。たとえば今日は桂香先輩の家には行かないわけですから、午後の時間を全て指導時間に当てられますし、それでも足りないのなら、明日から決勝大会の前日まで、起床時間を一時間早くします。そしてその一時間分を、教えてもらう時間に当てます。他にも食事の時間や風呂の時間を短縮できますし、とにかく僕にできることは全てやりますから、見に行かせてください」

　僕が言い終わると、女王は心底呆あきれたような溜ため息いきを吐ついた。

「お前のその桂香に対する想いを将しよう棋ぎに注ぐことができたら、お前は飛ひ躍やく的てきに強くなるぞ。私が保証する」

「女王様、お願いします」

「このあいだ言っただろう。教える時間を多くすればいいわけではないと。お前の提案は、効率が悪い」

「でも……でも……僕、桂香先輩のところに行きたいんです！」

「何回も言わせるな。ダメだと言ったらダメ──」

　女王が言い終わる直前、僕の後方で物音がした。振り返ると、香きよう車しやと歩ふと桂けい馬まが出てきていた。

　しかしいつものように前面に出てきているわけではない。机の陰かげに隠かくれて、こちらを覗のぞくようにして見ている。

「何だお前ら。何か用か？」

　女王の問いかけに、三人とも身体からだを大きくびくっと震ふるわせたが、やがて恐おそる恐るといった様子で机の陰から出てきた。

「あの、女王様、どうかあゆむの願いをお聞きいただけないでしょうか」

　そう言いながら、香車が揉もみ手の恰かつ好こうで女王に近づいて行く。

　こんな時に何だが、僕はその光景を見てほんわかした気分になった。あのイケイケの香車が、こんな恰好をとる相手がいるなんて。しかも関西弁が消えて、敬語になっている。

「何だ香車。私に逆らうのか」

「まさか。あたしが女王様に逆らうわけがありません」

　歩が女王の背後に回り、女王の肩を揉み始めた。桂馬が扇せん子すを取り、女王の顔を扇ぎ始めた。そんな中で、香車が言葉を繫つなげていく。

「女王様、あのですね、あゆむを桂香のところに行かせた方が、得があると思うんです」

「得だと？　桂香に対する想いが、棋き力りよくに反映されるとでも言うんじゃないだろうな」

「いえ。そういうことではなくて、中学生名人戦には、どうやら西にし本もとが出ているみたいなんです。──そうやな、あゆむ？」

　僕は首しゆ肯こうする。香きよう車しやは女王に向き直る。

「敵を知るという意味で、あゆむに西本の対局を見に行かせた方がいいと思うんです。本当に先手の時は居い飛び車しや、後ご手てだと振ふり飛び車しやを選択するのかですとか、今女王様は三間と四間に絞しぼってお教えしていますけれども、もしかしたら西本は向かい飛車一筋かもしれません。そういったことも含ふくめて、偵てい察さつしに行った方が得があると思うのですが、いかがでしょうか」
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　これ以上ないというくらい、香車は低姿勢な態度をとっている。それは全て僕のためなのだ。そう思うと、僕は香車に頭が下がる思いだった。

「それだけを知るのなら、私達が向こうに意識を飛ばせばいいだけの話だな」

　そうだった。女王達は意識だけを駒こまのあるところに飛ばせるのだ。僕が行く必要はなくなってしまう。

　しかし香車は引き下がらない。

「確かに西本の棋き風ふうを知るだけなら、それで事足ります。ですが、あゆむに西本という人間を実際に見せることにより得られる効果もあるはずです。あゆむはこういう性格なので、現時点で西本に対して怪かい物ぶつのイメージを抱いだいています。でも実際に見れば、同じ中学生に過ぎないということがわかります。西本がどれだけ強いと言っても、必ず付け入る隙すきはありますから、そこまでの差はないとあゆむも理解するはずです。そういう風に、あゆむの中にある西にし本もとへの過大な評価を無くさせるためにも、一度顔を見させておいた方がいいと思うんです。勝負事において、戦う前に恐きよう怖ふ心しんを限りなくゼロにしておくというのは、大事なことだと思います」

　香きよう車しやが話し終えると、女王は僕をじっと見て言った。

「まあ、一理あるな」

　山が、動いた。

　それから女王は何やら考える顔つきになって、視線を天井に這はわせた。一分ほど経たって、口を開く。

「いいだろう。本当はあゆむを直接鍛きたえた方が実はあるが、明日は教える時間がゼロになるわけでもない。敵を視察しに行くことにしよう」

「ははあぁ。ありがとうございます」

　香車と歩ふと桂けい馬まは、女王に対して深く頭を下げた。僕も頭を下げた。香車達に対して。

「あゆむ。今日は二時間、いつもより長めに指導する。次は午後三時からだ」

　そう言って女王は駒こまの姿に戻った。

　女王が消えると、香車は揉もみ手を止めて、僕をヘッド・ロックした。久しぶりの感かん触しよくだった。

「あゆむ、良かったな。桂けい香かの元に行けるで」

「ぐふぅ。ありがとうございます。全て香車さん達のおかげです。僕、本当に、心の底から感謝しています」

「女王様に対して一歩も引かない姿勢は、ちょっとヒヤリとしたけど、まあそれだけ桂香のことが好きっちゅうことやからな。別に悪いことやない」

「わたくしもヒヤリとしましたけど、あゆむくん、殿との方がたの気き迫はくを見せましたね。やはりいつの時代も、殿方は肝きもが据すわっていないといけません。桂香さんを想う気持ち、立派でしたわ」

「その大おお橋はし桂香に向けている情熱を、桂馬にも分けて欲しいものだわ。その方がよっぽど棋き力りよくアップに繫つながるんだから」

　駒達のそれぞれの言葉を受けて、僕はもう一度三人にお礼を言った。

「とは言ってもやな、女王様の教えを受ける時間が減るのも事実。あゆむ、決戦の日までは今まで以上に気合入れて憶えないといかんで」

　僕は力強く返事をする。

「あたし達も、手伝えることは何でもしたる。西本のウィークポイントがどこか、全力で探したる。やれること全てやって、戦いに臨のぞもうや。そうすれば、必ず日本一になれるで」

「わたくし、今気づいたのですけれども」

　歩が会話に割って入る。

「明日桂香さんが西本くんと戦う可能性もあって、そして勝利する可能性もあるわけですよね」

　歩の言葉に、僕は素早く首しゆ肯こうした。

「もちろんです。桂けい香か先輩が西にし本もとくんに勝ったって、何も不思議じゃありません。西本くんがどれだけの棋き力りよくなのかはわかりませんけど、同じアマチュアなんですから、桂香先輩が勝つ可能性もたくさんあります」

「じゃあ大おお橋はし桂香が西本に勝ったら、大会のオーダーはどうするの？」

　桂けい馬まが素そ朴ぼくな疑問という口調で言った。

「女王様がこの子に指導してあげているのは、打倒西本のためでしょう。でも大橋桂香が勝ったら、決勝大会も大橋桂香対西本で良くなるんじゃないの」

　確かに桂馬の言うとおりだった。明日桂香先輩が西本に勝ったら、わざわざ僕が出で張ばる必要はなくなる。

　それが僕にとって良いことなのか悪いことなのかは判然としなかった。

　香きよう車しやがぱんぱんと手を叩たたいて、

「ま、そのことはそうなってから考えようや。ともかく、明日の結果を見てからや」

　僕は頷うなずく。今は余計なことは考えずに、棋力を高めることに集中するのが最善だ。

　午後三時前。女王の指導が始まろうとする頃、桂香先輩から予選を突とつ破ぱしたとのメールが届いた。橘たちばな先輩と二に階かい堂どう、そして西本も明日の決勝トーナメントに進出したとのことだった。

　僕は気合を入れて、女王の最善手講座に心血を注いでいく。




　　　　２




　八月二日。午前九時。

　僕は桂香先輩と桂香先輩の母親との三人で、東京行きの列車に乗っていた。平日だが、夏休みの真まっ只ただ中なかなので、中高生の姿が多く見られた。

「幸か不幸か、決勝戦まで勝ち進まないと西本くんとは当たらない組み合わせになったの」

　五手詰めハンドブックを片手に持っている桂香先輩が、微び笑しようを浮かべた顔で話した。

「桂香先輩なら、決勝戦まで行けますよ」

「長い歴史のある中学生将しよう棋ぎ名人戦だけど、女子で優勝した人はいないの。だから、密ひそかに狙ねらってるんだよね」

「是非、大橋先輩が歴史に名を刻んでください」

　来年は桂香先輩のあとに僕の名前を記せるように頑がん張ばりますので。と心の中で付け加えた。

「今年が最後のチャンスだからね。何とか、決勝戦までは行きたい。その椅い子すに座らないと始まらないからね。まあ、その場合、私の対面に座る相手は、西本くんの可能性が高くなるわけだけど……」

　桂香先輩は眉み間けんに皺しわを寄せた顔で、小さく唸うなった。

「このあいだ、あゆむくんに、西本くんだって完かん璧ぺきな手を指さし続けられるわけじゃないと言った私が言うのも何だけど、あんまり勝てるイメージが湧わかないのよね」

「西にし本もとくんと戦ったことはないんですよね」

「うん。一度も対局したことはないんだけど、去年の無敵ぶりが目に焼き付いてるの。昨日の予選も凄すごかった」

「大おお橋はし先輩が負けたわけじゃないんですから、やってみないとわからないですよ。十回戦って一度も勝ったことのない相手であれば、僕も励はげましの言葉をかけられないかもしれないですけど、初はつ手て合あいなら何が起こるかわかりません」

　これは僕の本心だった。話で聞くだけであれば、西本の棋き力りよくは桂けい香か先輩を上回っていると思われるが、勝負事というのは、必ずしも格上が勝つとは限らない。将しよう棋ぎであれば、相性というものもある。もしかしたら、西本は桂香先輩のような指し方をする相手を苦手としているかもしれない。桂香先輩の柔じゆう軟なんな指し回しが、西本の強固な城を破は壊かいするかもしれない。初手合いであれば、何が起こっても不思議ではない。

「ほら、あゆむくんが励ましてくれてるんだから、あなたも前向きにならないとダメよ」

　桂香先輩の母親は、娘の背中をぽんぽんと叩たたいた。

「そうね。ありがとうあゆむくん。とにかく、全力でぶつかっていくわ。って、その前に決勝戦まで勝ち残らないとね。一戦一戦頑がん張ばります」

「是ぜ非ひ、ここで勢いを付けておいてください。その勢いのまま団体戦に乗り込んで準決勝でＮ中学を倒して、そして決勝に出てくるであろう西本チームを撃げき破はです」

　抽ちゆう選せんの結果、僕達のチームは、準決勝で西本チームとは別の西日本代表校と戦うことが決まっていた。西本ばかりに目を向けているが、代表校になるくらいなので、当然もう一つのチームも強敵である。事実、三人いるメンバーの内の一人は、桂香先輩と同じ三年の女子で、去年の中学生女子名人戦で優勝していた。篠しの塚づか清きよ美みという名前で、ここ一年で頭角を現してきた女子ということだった。その事実を知った桂香先輩は、是非その人と戦ってみたいと気合を漲みなぎらせていた。同性には負けたくない、という意識は、桂香先輩も持っているのだろうか。

　ちなみに、桂香先輩はその中学生女子名人戦には出ていない。桂香先輩は、女子だけが参加する大会には出たことがなく、参加する大会は全て中学生名人戦のような男女混合のものということだった。これは本人の口から直接聞いたわけではないが、恐らくより強い相手と戦いたいという思いがあるのだろう。

　桂香先輩は五手詰めの詰つめ将しよう棋ぎを解き続けている。僕は窓の外の流れゆく風景を眺ながめながら、女王に教えてもらった様々な局面での最善手を頭の中で復習していた。




　九時半に、中学生名人戦が開かい催さいされるデパート近くの駅に到着する。

　十時開店のデパート前には、多くの客が並んでいる。中高年の姿が多く見られたが、同年代の子達の姿も多くあった。その中に、橘たちばな先輩と二に階かい堂どうの姿があった。二人に気づいた桂けい香か先輩が声をかける。互いに挨あい拶さつをし合ったあと、二階堂が僕に声をかけてきた。

「上かみ条じようも出ていたら、もっと熱く激しい大会になったのになあ」

　二階堂は残念そうな表情だ。団体戦で負けた雪せつ辱じよくを、この中学生名人戦で果たそうと目もく論ろんでいたのかもしれない。

「団体戦に集中し過ぎて、応募葉書を出し忘れてました」

「ま、このあいだの借りを返す機会は、今度ということにしとくか。戦うチャンスは、まだあるだろうしな」

「あゆむくん」

　桂香先輩が僕の腕うでをつんつんと突ついた。

「ほら、あそこにいるのが西本くん。ブルーのＴシャツにグレーのチノパンを穿はいている人よ」

　そう言われて、僕の視線はそこに集中する。

　すぐに見つけた。

　僕達のいるところから、三十メートルほど離れた場所に一人で立って、何かを読んでいる。中学二年ということだったが、背丈は三年の橘先輩や二階堂と同じように見受けられた。俯うつむいているので、表情までは確認できない。

「彼が最強の中学生、西にし本もと翔かけるくんだ」

　橘先輩が僕の横に立って話し始める。

「将しよう棋ぎ界での一般的という意味だけど、最強の中学生は奨しよう励れい会かいの中にいるというのが一般的な考え方だと思う。本当に強い人は、小学生の時には奨励会に入るわけだからね。プロ棋き士しを目指して、命を削けずるような戦いの中に身を置いている中学生の方が、中学生名人よりも強いという人が多いと思う。でも、もしかしたら、奨励会にいる中学生の誰よりも、西本くんの方が強いかもしれない。いずれにしても、僕達の前に立ちはだかるという意味では、西本翔くんこそが最強の中学生だという認識で間違いない」

　僕は深く頷うなずいた。

　橘先輩が言ったとおり、実際は奨励会の中にいる中学生の方が強い可能性もあるが、彼らとはアマチュアの大会で戦うことはない。僕達が戦う相手として、最強は西本。彼がナンバー・ワンだ。

　十時になり、デパートが開店する。僕達はエレベーターに乗って会場である八階を目指した。

　会場の中に入る。すでに対局の場はセッティングされている。長机の上に将しよう棋ぎ盤ばんと駒こまの入った箱、チェス・クロック。隅すみの方に貼はり出してあるトーナメント表に目をやる。勝ち進めばという前提での話だが、西本と対戦する順番は、橘先輩、二階堂、そして桂香先輩が決勝で当たる組み合わせになっていた。

　ちなみに三十二人の中で、女子は桂香先輩ただ一人だった。これだけでも、桂香先輩の凄すごさがわかるというものだ。将しよう棋ぎ人口は、圧倒的に男の方が多い。分母の多い男の方が、天才と呼ばれる棋き士しを多く輩はい出しゆつできる。だからこそ、圧倒的に分母の少ない女子でありながら、この場所に二年連続で立った桂けい香か先輩の才能が抜ぬきん出ていることがわかる。

　決勝トーナメントを戦う三十二人が全員着席すると、大会関係者が前に出て注意事項等を話し始める。邪じや魔まにならないように、僕は桂香先輩の母親と壁かべ際ぎわに立ってその話を聞いた。会場の中は冷房が付けられているはずだが、すでに闘とう争そう心しんという名の熱気が充じゆう満まんしていて、蒸し暑さを感じていた。

　僕はここで初めて、西にし本もとの顔を間近で見た。

　好青年を絵に描いたような顔だった。誤解を恐れずに言えば、男の僕でもドキッとするような甘いマスクをしていた。優しそうだし、きっと女子にモテることだろう。この甘いマスクが、対局になると鬼の形ぎよう相そうに変わるのだろうか。
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　大会関係者の説明が終わると、合図とともに一いつ斉せいに対局が開始された。

　桂香先輩と西本の対局、どちらを見るべきか迷ったが、幸い、桂香先輩の真後ろで西本は対局していた。ちょっと立ち位置を変えるだけで双方の対局を見ることができた。僕は忙せわしく視線を左右に動かしながら、二人の対局を見守った。

　桂香先輩と西本の対局を交互に見ている僕の頭に、女王の声が聞こえてきた。今までは、僕のポケットの中には香きよう車しやと歩ふと桂けい馬まの三枚の駒こまだけが入っていたが、今日は女王である玉ぎよく将しようもポケットの中に入っていた。

（こいつ、強いな）

　それが女王の第一声だった。

　僕はポケットの中に手を入れて駒こまを触り、頭の中で会話をする。

（強いって……西にし本もとくんのことですか？）

（そうだ。中学生にしてはという注釈付きだがな。ここまでほぼ最善手を指さし続けている。比較的先が読みやすい戦型ではあるが、中学生にしては筋が良い）

　西本は後ご手て番ばんで四し間けん飛び車しやを採用、戦型は対抗型になっている。局面は中ちゆう盤ばん。先手の方が先に飛車を成なっているので、僕の目には先手有利に見えた。

（先に飛車を成っている先手の方が有利に見えるのですが）

（９筋を見てみろ。後手の歩ふが９六まで進んでいるだろう）

　女王の言ったとおり、９筋の主導権は後手が握にぎっていた。先手と後手、共に玉ぎよくは８筋にいるために、この９筋突とつ破ぱは後手の得が大きかった。なるほど。先に飛車を成らせるかわりに、９筋の歩を取り込んだのか。

（この形は、後手が香きよう車しやと桂けい馬まを持ち駒にしたら一気に必勝形にできる。すでに角を持ち駒にしているから、攻撃力は倍増だ）

　果たして女王の言ったとおり、西本は相手より二手遅れて飛車を成らせたあと、桂馬と香車を手に入れて一気に端はしから玉を攻めた。先手玉は右へと逃げるが、逃げる方向には最強の駒である龍りゆうが睨にらんでいるために、挟はさみ撃うちの状態。先手は破れかぶれの攻めで後手玉を攻めたが、全くダメージを与えられずに投とう了りようした。

（想定していたよりも、二、三段上の強さかもしれないな）

　女王の言葉は、重く僕に圧のし掛かかった。

　普通たった一局見ただけでは、その人間の棋き力りよくは計れない。対局内容は、相手の強さにもよるからだ。今回西本が圧勝だったのは、単純に相手が弱かったからかもしれない。相手が自じ滅めつしたからかもしれない。だから本来であれば、この時点で答えを出すのは早計なのだ。

　だが、それは人間の価値観である。将しよう棋ぎの神様である女王には、今の一局の指し手を見ただけで、西本の棋力がわかったのだろう。

　だからこそ、その言葉は重かった。

　正直なところ、現時点での僕の西本の印象は、普通に強いな、程度のものだ。

　しかし、中学生にしてはという注釈付きだったとしても、女王がこれだけ褒ほめるのだから、西本が相当の棋力を持っているということがわかる。

　女王が現れてからはずっと打倒西本をポジティブに捉とらえていた僕だったが、その女王の言葉で、不安の芽が出てきてしまった。

　僕、本当に、この最強の中学生に勝てるのだろうか。

　それから程なくして、桂けい香か先輩も危なげなく勝利を挙げた。橘たちばな先輩と二に階かい堂どうも勝ち進み、ベスト一六が出で揃そろった。

　西にし本もとの次の対局相手である橘先輩は、戦いの前に、僕と桂香先輩を前にこう宣言した。

「いくら相手が格上と言っても、僕も無様に負けるのは嫌いやだからね。持てる力を全て出して戦うよ。中ちゆう盤ばんを過ぎても互角の展開なら、番ばん狂くるわせを起こせるかもしれない」

　すでに着席して待っている西本が待つ場所へ、橘先輩は歩いて行く。

　あまり闘とう争そう心しんを出すタイプではない橘先輩が、目に闘争の炎を宿らせているのを見て、僕の期待は高まった。何かが起こるかもしれない。少なくとも一方的な展開にはならないだろうと。

　桂香先輩の対局も見守りたかったが、今は橘先輩対西本を観戦すべきだ。僕は桂香先輩の勝利を祈りつつ、橘先輩の戦いを見守ることにした。

　橘先輩の先手で始まった対局は、先ほどと同じく対抗型になった。西本は再び四し間けん飛び車しやを採用して手を進めている。

（事前情報どおり、西本は後ご手てなら振ふり飛び車しやを選択する可能性が高そうだな）

　二局見ただけなので断言するには早いかもしれないが、後手番の時の振り飛車率は高いと見ていいだろう。

　局面は序盤を過ぎて、中盤に入っていた。どちらの大おお駒ごまが先に成なり駒ごまになれるかという、中盤の捩ねじり合い、主導権争いが展開されている。

　橘先輩の気迫が、盤上にも飛び火しているように見えた。

　いけるのではないか。

　僕の中で、橘先輩が勝利するイメージが湧わいた。

　だがその淡あわい夢も、女王の言葉で崩ほう壊かいしてしまう。

（あゆむ、わかるか？）

　女王の言葉に僕は首を傾かしげた。問いの意味がわからない。だから素直にわからないと答えた。

（お前の目には、互角の局面に見えているようだな。だがすでに、後手が優勢だ）

　僕は目を瞬しばたたかせた。どういう角度で見ても、まだがっぷり四つにしか見えない。

　まず攻め合いに関してだが、まだどちらの大駒も成っていない。先に敵の陣じん地ちに飛車や角、銀を侵しん入にゆうさせようとする綱つな引ひきが、盤面の中央から右側で続いている。

　次に玉ぎよく形けいに関してだが、居い飛び車しやの橘先輩が左ひだり美み濃の囲がこい。振り飛車の西本が高たか美み濃の囲がこい。先ほどと違って９筋の歩ふも睨にらみ合っている状態なので、玉の固さも同じはずだった。

　攻めも守りも全くの五分に見えるが、しかしもう後手の優勢だという。僕の疑問を解くように、女王が解説する。

（一見すると、西本は１筋から４筋の突破を試みようとしている風だが、実際は違う。西本はいずれ反対側の６筋から９筋へ戦いの場を移す。橘に知られないように、今は準備をしている段階だ。徐々に６筋から８筋の歩を突ついていき、今は４筋にいる後手の銀も５筋から６筋の方に移動させるはずだ。玉ぎよく頭とう攻めの準備が整ったら、一気に飛ひ車しやを先手玉の頭を狙ねらう位置に回すだろう）

　女王の言ったとおり、西にし本もとが玉頭の歩ふを突つく。始めは振り飛車側がよく見せる、高たか美み濃の囲がこいから銀ぎん冠かんむりへ変化させるために歩を突いたのかと思ったが、すぐにそれが玉頭戦の開幕を告げるものだとわかった。

　橘たちばな先輩が指したあと、西本は８五歩と突き越した。玉ぎよく頭とう位くらい取どり。これでいつでも８四の地点に飛車を回り込ませることができる。そこから西本の指さし手だけを解説すると、４筋にいた銀も６筋へと移動し、８一にいた桂けい馬まも７三へと跳ねて攻めへの参加を見せ、角は玉を睨にらむ位置にセットされ、そして最後に８四に飛車が移動して玉頭攻めの準備が整った。

　その玉頭戦への転換に、橘先輩は対応できなかった。玉の囲いを強化しようにも、８五歩と突き越されているので、玉形を変えることはできない。橘先輩の飛車も角も、味方の駒こまが行く手を遮さえぎる形になっているため、自玉を守る受けには使えない。攻めに使っていた銀も、戦場が変わってしまったので、２筋にぽつんと取り残された恰かつ好こうになっている。一応、先手側にも利点はある。相手の飛車と銀が右辺から消えたので、先手の大駒はさほど手数をかけずに成なり駒ごまにできる形だ。後ご手ての１筋と２筋にある桂馬と香きよう車しやも、簡単に取れるだろう。

　だが先手がそれらを実現させる頃には、自玉を守る城は半分以上破壊される形になっているはずだ。ここまで手が進めば、僕でも簡単に計算できる。

（西本は膠こう着ちやく状態にならないように、常に玉頭戦を念頭に置いているのだろう。なかなか上う手まい指し回しだ。単純に戦いの場を反対方向に移すわけではなく、相手の大駒を受けに使わせない状態、あるいは有効活用できるまでに手数がかかる状態を作り出してから、方向転換をする。たとえば２筋に取り残された先手側の銀。あの銀が受けに使える状態ならまだ橘にも受け切れる可能性はあったが、これではもう為なす術すべはない）

　果たして女王の言ったとおり、西本の怒ど濤とうの玉頭戦が開始された。対振り飛車の時には固い囲いの左ひだり美み濃の囲がこいも容易たやすく崩され、瞬またたく間に先手玉は行き場を失ってしまった。

　橘先輩は髪を搔かき上げた恰好のまま動かなくなった。なぜこうなってしまったのか。どこで間違えてしまったのか。そういったことを考えているのかもしれなかった。

　橘先輩は三分間動きを止めたままだったが、やがて投とう了りようした。

　片付けを終えた橘先輩が、一直線に僕の元にやって来る。

　橘先輩の表情は、疲つかれ切っていた。

「無様な将棋を見せてしまったね」

　橘先輩は、やや自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべている。

「いえ、そんなことは……。途中まではいけるかなと思って見ていました」

「僕も、途中までは好感触だったんだけどね。相手の狙いに気づいた時点で、時すでに遅しだったよ」

「僕が橘たちばな先輩の立場でも、一方的に負けていたと思います。西にし本もとくんの狙ねらいに全く気づいていなかったので」

　僕と橘先輩の棋き風ふうというのは、そんなに変わらない。少なくとも、今の対西本戦においては、僕も序じよ盤ばんから橘先輩と似たような指さし方をしたはずだ。

　つまり西本と橘先輩の力の差は、そのまま西本と僕の差と言っても過言ではないのだ。

　少し、指が震ふるえた。

「橘くん、どうだった？」

　振り返ると、桂けい香か先輩が立っていた。

「僕は完敗だったよ。大おお橋はしさんは？」

「私は何とか」

「それはおめでとう。まずは去年と同じベスト８だね」

　桂香先輩の勝利を知り、僕は安あん堵どしたが、胸の奥底では、西本の怪かい物ぶつぶりに恐れ戦おののき始めた自分が生まれていた。

　ベスト８が出で揃そろうと、一いつ旦たん昼食休きゆう憩けいに入ることになった。僕と桂香先輩と橘先輩、桂香先輩の母親、そしてベスト８に残った二に階かい堂どうの五人で、デパート内にある定食屋で昼食を摂とることにした。

　話題の中心は、やはり西本だった。

　橘先輩が、自身の対局内容を桂香先輩達に話して聞かせていた。

　対抗型ではオーソドックスな１筋から５筋での戦いが、急に玉ぎよく頭とう戦に転換して一気に潰つぶされたという話を聞き終えた桂香先輩と二階堂の見解は、自分でも対処できなかったかもしれないというものだった。

「あゆむくんはどう？　橘くんの対局を見ていて、対処できそうだった？」

　僕は首を横に振って、

「いえ、残念ながら、全く予想していない方向からの攻めでした。戦場がいきなり反対方向に変わるということ自体は、珍めずらしくはないですけど、何というか、それを上う手まく隠かくしながら攻め筋を変えた印象を受けました」

　場が重たい雰囲気になった。西本との対局の可能性を残している桂香先輩と二階堂は、西本に押し潰されているマイナスなイメージを描いているのかもしれなかった。

　そんな重たい雰囲気を変えるかのように、橘先輩が口を開く。

「そんな悲観的な顔をする必要はないよ。特に大橋さんは、まだ西本くんと戦ったことはないんだからね。西本くんの棋風も、情報として得ることができたわけだし。もし同じような展開になったら、今度は準備できるでしょ」

　確かに、西本がああいう指し方をするという情報を知り得たことは、プラスになる。実際に迎げい撃げきできるかどうかはともかく、頭で相手の指し手を予想することはできる。そういう心の準備ができているのとできていないのとでは、雲うん泥でいの差がある。

　桂けい香か先輩はうんと頷うなずいて、マイナス思考を振り払うかのような笑顔を見せた。

　昼食を食べ終えて会場に戻る。ベスト８に残っている他の人達は、すでに着席している。西にし本もとも泰たい然ぜん自じ若じやくとした表情で椅い子すに腰こし掛かけている。西本はずっと自然な表情のままだった。対局中もその顔を見ていたが、鬼のような鋭い視線になることもなかった。それが彼の標準なのか、それとも鬼の形相にさせるほどの強敵が現れないからなのかは、判断できない。

　所定の時間になると、ベスト４進出を懸かけた準々決勝が始まった。

　ベスト８に残ったほどの人なのだから、弱い人は一人もいないはずだが、準々決勝はあっという間に終わった。勝者は皆、持ち時間を使い切る前に相手を投了に追い込んでいた。相手が弱いのではなく、勝ち残った四人の力がそれだけ突出しているということなのだろう。

　ベスト４に進んだ四人は、西本、桂香先輩、二に階かい堂どう。もう一人も、去年のこの大会でベスト８まで勝ち残った中学二年生の男子ということだった。こうやって見ると、勝ち残るべき人間が勝ち残ったという印象を持った。

　ちなみに準々決勝での西本はまたしても後ご手て番ばんで、振ふり飛び車しやを選択していた。今度は四し間けんではなく向かい飛車だったが、先手先手で攻めるスタイルは全く変わらなかった。

（振り飛車はもういいから、次は居い飛び車しやでの指さし回しも見てみたいな）

　女王の言葉に、僕は同意する。今はとにかく、西本の様々な戦型での指し手を見たかった。

　準決勝の組み合わせは、桂香先輩と中学二年の男子。西本と二階堂。

　去年、二階堂は西本と二度戦い、いずれも王おう手てさえかけられずに負けたと言っていた。それだけに、今からの戦いは期するものがあるだろう。すでに着席して西本と対面している二階堂の顔が、そう言っていた。先日の僕と戦った時よりも、気迫が漲みなぎっている。

　そんな闘とう志しを前面に押し出している二階堂を前にしても、やはり西本は自然体だった。

　準決勝二組の対局は並んで行われる。僕は邪じや魔まにならないように、二つの戦いが見える場所に立って、戦いの行方を見守ることにした。

　振ふり駒ごまの結果、桂香先輩と西本が先手に決まった。

　対局が開始されると、二倍速くらいの早さで手が進んでいく。四人全員が、駒を動かすとすぐにチェス・クロックを止めるという動作を繰り返している。定じよう跡せき形けいなので、序盤で時間を使うのは勿もつ体たいないという考え。

　西本対二階堂の戦型は、後ご手て一いつ手て損ぞん角かく換がわりになっていた。

　ようやく、西本の居飛車が見られた。西本の後手振り飛車の破壊力は十分堪たん能のうした。先手居飛車での攻撃力はどれほどのものだろうか。振り飛車と同等か、あるいは先手ということもあって後手番の時以上の破壊力なのだろうか。

　今回二階堂が選択した一手損角換わりは、このあいだの将しよう棋ぎ大会で僕と桂香先輩相手に指した手順ではない。先手の金が７八に、後手の金が３二に上がった形で、後手が八手目に角交換するという、現代では最も多く指されているであろう手順での一いつ手て損ぞん角かく換がわりだった。

　手順は違うが、二に階かい堂どうの角換わりの強さは身を以もつて体験している。去年はどんな戦型で西にし本もとに負けたのか聞いていないが、《三度目の正直》を狙ねらっているであろう二階堂がこの大一番で採用したのだ。相当の自信を持って指さしているはずだった。

　西本は棒ぼう銀ぎんで攻めていく。棒銀という戦法は攻撃力があるが、攻め筋を見誤ってしまうと、銀が最後まで役に立たないまま負けてしまう恐れのある戦法だった。先手で言えば、２筋に銀が取り残されたまま負けたという経験を、将しよう棋ぎを指す者なら誰もが経験したことがあるはずだ。僕も昔はよく使っていたが、相手のレベルが上がるに連れて、使用頻ひん度どは減っていった。棒銀は相手に攻め筋を読まれ易やすいのだ。棒銀は直線的な攻めでは攻め切れない。第二、第三の矢を用意していないと、棋力の高い相手には通用しない。

（棒銀は理に適かなった指し方だな）

　女王がまたしても西本を褒ほめる。

（後手番の方から一手損して角を交換してくれたんだ。先手番がわざわざ持久戦にする必要はない。相手の陣じん形けいが整う前に攻め潰つぶすのが最善だ）

　その言葉は、女王自身が僕に実体験させてくれたことだ。攻撃こそが、最大の武器なのだと。

　今日の西本の対局を見ていると、きっと彼もそういう意識を念頭に置いて指しているのだろうと思った。

　だが、鋭い攻めを見せる西本の第一波と第二波を、二階堂は見事に受け切った。西本の破壊力抜ばつ群ぐんの攻めを目まの当たりにしているため、まずは先制攻撃を受け止めた二階堂に、僕は素直に拍手を送った。

　しかし僕のその考えが、まるで見当外れであることが女王の言によって証明される。

（お前、もしかして、二階堂が西本の攻めを受け切ったと思っていないか？）

（え？　……思ってますけど。少なくとも現時点では、西本くんの攻めは切れているようにしか見えません）

（大局観がまだまだ甘いな）

　そう言われて、僕は盤ばん面めんに集中する。棒銀の攻めどころである１筋から３筋の攻めは、受け切っている……ようにしか見えない。西本の駒こま台だいには角と銀と歩ふが載っているが、さすがにそれらの駒を投入して攻めるのは強引だろう。相手の受け方次第では攻め崩せるかもしれないが、そんな博ばく打ち的な攻めを西本が実行するとは思えなかった。

　と、そこで僕の脳のう裏りにある光景が蘇よみがえる。

　橘たちばな先輩との戦いで見せた西本の攻め。似た手筋を今回も用意しているとしたら。

　僕は先手側から見て、左辺へと視線を向ける。

　西本は、左辺からの攻撃を実行しようとしているのだろうか。しかし……そちらからの攻め筋も、有効な手は見えない。攻め駒が足りないように思える。

（左辺からの攻め筋に気づいたか？）

（いえ、気づいたというか……どう見ても右辺を攻め崩くずすのは無理そうなので、そうなると左辺からの攻めに方向転換するのかなと思ったんですけど、でも、有力な攻め筋は見つけられないです。持ち駒ごまの角と銀と歩ふだけじゃ、足りないかなと。もう一枚攻め駒があればいけそうな気がするんですけど……飛ひ車しやは左辺に持ってこられないですし……）

（そこまでわかっていながら、正解が見えていないというのも面おも白しろいな。攻め駒を一枚足たせばいいとわかっているなら、足せばいいだけの話だ。もっと頭を柔やわらかくして考えろ）

　そこまで言われれば、さすがの僕でも正解の一手が見えた。

（玉ぎよくを囲っている銀か金を攻めに使えということですか？）

（そのとおりだ。玉ぎよく頭とうを守っている７七の銀を攻めに使うのが最善の攻め筋だ）

（でも、それだと、先手玉の守りが薄うすくなって危険じゃないですか？）

（全然危険じゃない。確かに銀が一枚いなくなった先手玉はかなり脆もろい形になるが、後ご手て玉はそれ以上に脆い囲いだ。たとえばここから一切受けずに互いが攻め合いを続けたら、西にし本もとが大差で勝つことになる。それは二に階かい堂どうもわかるはずだから仕方なく受け切りを目指すだろうが、やはり差のある内容で決着が付く。所謂いわゆる一手差にさえすることができないだろうな）

　確かに言われてみれば、後手玉は対局開始から一手しか動かしていない形だった。４二の地点にいる玉は、一応近くに銀一枚と金二枚がいる形だが、玉形自体は薄い。石が一つ投げ入れられただけで、瓦が解かいしてしまうような軟なん弱じやくな形。しかしそれも仕方がなかった。西本の急戦に対して、玉をきちんと囲う余裕がなかったのだ。

　西本はさほど考えた様子を見せず、すぐに玉頭を守っていた７七の銀を６六へと進出させた。この銀と、持ち駒の角、銀、歩を使えば、左辺は突とつ破ぱできそうに見える。

　後ご手て一いつ手て損ぞん角かく換がわりになった時点で、ここまでワンセットで考えていたのだろうか。

　もしそうだとしたら、どれだけ先を見み据すえて指さしているのだろう。読みの深さだけで言えば、プロレベルではないのか。

（西本くんは、ここまで想定内なんでしょうか？）

（そんなことは西本本人に訊きかないとわからん。だが、指し手に一切の迷いが見られないから、研究範はん囲いと考えるのが妥当だろうな）

　西本の凄すごさに、僕はまたしても手が震ふるえた。

　恐ろしい。本当に同じ中学生なのか。本当に僕とたった一歳しか違わないのか。次元がまるで違うじゃないか。

　西本の６六銀の一手を見た二階堂の顔に、はっきりと焦あせりの色が表れた。

　しまった。そんな悔かい恨こんの表情。

　やがて二階堂は下唇を嚙かみ締しめ、頭こうべを垂れた。ここで投了しそうな雰囲気さえ漂ただよっていた。

　しかし三分後に再び顔を上げた二階堂の目には、まだ闘とう争そうの炎が宿っていた。たっぷり読んだ結果なのだろう。女王の言ったとおり攻め合いは得策ではないと判断した二に階かい堂どうは、持ち駒ごまを投入して６筋と７筋を守る受けの手を指さしてきた。西にし本もとも躊ちゆう躇ちよなく持ち駒の角を、敵てき陣じんを睨にらむ位置に叩たたき込んだ。

　そこからの西本の攻めは圧巻だった。

　二階堂は大おお駒ごまの角や飛車を受けに使うという必死の守りで、何とか６筋と７筋の突破を防ごうとしたが、西本は妙みよう手しゆの連続でついに左辺の城じよう壁へきを破壊した。その時点で駒の損得自体はなかったが、角を渡すかわりに飛車を手に入れた西本は、敵陣の中に飛車を打ち込む。飛車に対して全く機能しない後ご手ての守りは、その時点で為なす術すべがなかった。

　無む駄だに粘ねばることはせず、二階堂は潔いさぎよく投了した。

　力を全て使い果たしたアスリートのように、二階堂は項うな垂だれている。それは僕の心情を表しているかのようでもあった。僕も、人目がなかったら、両手で頭を抱えていたかもしれない。

　想像を絶する強さだ。まさかここまでとは思わなかった。

　この強さ、もはや普通のアマチュアレベルではない。考えたくはないが、奨しよう励れい会かいでも上の方に位置するレベルではないのか。

　僕の思考に呼応するように女王が口を開く。

（今はっきり言ってやろうか？　それとも決勝戦が終わってから話すか。どちらがいい？）

（はっきり言うって、何をですか？）

（西本に関することだ。聞きたいのか聞きたくないのか、どっちだ）

（……遅かれ早かれ聞かされるなら、今聞きます）

（私はこれまで、数多くの棋き士しを見てきた。私が表に出てきたのは今回が初めてだが、プロアマ問わず、人間同士の対局があれば、私はそこに意識を飛ばして見ていた。その中には、奨励会で戦う子供達の対局も含ふくまれている。そういった私の経験から推測すると、西本の棋き力りよくは奨励会三段に匹ひつ敵てきする）

　貧ひん血けつを起こしたかのように、僕の身体からだはふらりと揺ゆれた。壁かべに手を突つかなければ倒れていたかもしれない。

　桂けい香か先輩の母親が心配そうな顔で、大丈夫かと声をかけてきた。僕は大丈夫ですと答えてから、女王との会話を再開させた。

（ちょっと待ってください。奨励会三段って、奨励会の中では最高の段位ですよ。プロ棋士まで、あと一段の状態です）

（そんなことはお前に言われなくても知っている）

（何で奨励会三段と同程度の腕を持つ人が、こんなところで将棋を指しているんですか。中学生名人の連れん覇ぱなんて狙ねらわずに、さっさと奨励会の試験を受けるべきなんじゃないですか）

（そんなこと私が知るか。本人に訊きけ）

　悪夢が現実になってしまった。西本の棋力は奨励会の上位に相当するかもしれないとは思ったが、まさか最高の三段に匹ひつ敵てきするなんて。

　奨しよう励れい会かい三段ほどの棋き力りよくになると、プロ棋き士しに一発入れられるほどの強さだと言われている。言葉は悪いが、底辺のプロ棋士よりも奨励会三段の方が強いという、まことしやかな話もよく聞く。

　僕は何とも言えない気持ちになっていた。同時に、合点がいった。西にし本もとが奨励会三段に匹敵するほどの腕前であれば、橘たちばな先輩も二に階かい堂どうも完敗して当たり前だと。二人だけじゃない。中学生で勝てる者なんて、まずいない。いるとすれば、奨励会にいる将来有望な中学生だけだ。

　僕の視界の端はしで、桂けい香か先輩の対局相手が頭を下げて投了するのが見えた。

　盤ばん面めんを見る限り、結構差のある内容で桂香先輩が勝っていた。

　本来なら、僕は桂香先輩の決勝戦進出を喜ぶべきところだ。中学生名人戦史上初の女子が優勝するという一歩手前まで来たのだから。

　それはとても素晴らしいことだ。こうやって女子が決勝まで来た時点で、将しよう棋ぎ界の中では結構話題になると思う。その女子が大おお橋はし名人の娘さんともなれば、尚更。

　だが僕の心の中は暗雲が立ち込めていて、素直に桂香先輩を祝福できない気持ちだった。
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　決勝戦が始まるまでの短い休きゆう憩けい時間、桂香先輩は、二階堂から対西本戦の内容を聞いていた。完敗だった、西本は一年前より更に棋力が増していると思うと、二階堂は話した。

　桂香先輩は橘先輩と二階堂に問う。対西本戦に向けて、私に何かアドバイスはあるかと。

　二人は申し訳なさそうに同時に首を横に振った。

　正直な思いだろう。あれだけ力の差を見せつけられては、アドバイスの仕様がない。

「あゆむくんはどう？　助言があるなら、聞いておきたいな」

　僕も言葉がなかった。西本の棋力が奨励会三段に匹敵すると聞いた今は、助言の欠片かけらも見つけることはできない。

　でも、これから怪かい物ぶつに立ち向かう桂香先輩に、何か一つでも武器を持たせてあげたかった。攻こう撃げき力りよくは低くてもいい。何かたった一つ、怪物を怯ひるませることのできる物を、桂香先輩にあげたかった。

　ダメ元で、女王に助けを求めることにした。

（女王様、何か桂香先輩にアドバイスはないでしょうか。どんな小さな助言でもいいので、よろしくお願いします）

（別に教えてやってもいいぞ）

　予想に反して、女王は快かい諾だくした。

（え、いいんですか？）

（言っておくが、助言を与えたところでどうこうなるレベルではないぞ。西にし本もとと桂けい香かでは、強さの次元が違う）

（それはわかっています。その上で、勝てる可能性を一ミリでも高められる作戦があるのであれば、教えてもらいたいんです）

（いいだろう。よく聞け。桂香が西本に勝つためには、必ず先に桂香が攻めに着手しなければならない。自分から先に仕し掛かけることのできる急戦や超急戦の戦法を採用すること。それが、桂香が西本に勝つための、唯ゆい一いつにして絶対条件だ）

（先に攻めに着手できる戦法ですか……）

（一度攻め始めたら、決着が付くまで攻め続ける。そういう戦い方をしろということだ。たとえば居い玉ぎよくのまま戦いを挑いどみ、攻めが一いつ旦たん切れたあと玉を囲ってから再び攻めるというやり方ではダメだ。一度でも攻めを完全に受け止められたら、絶対に勝てない。どちらかが倒れるまで一いつ切さい防御をしないノンストップでの殴なぐり合いにしか、桂香に勝機はない）

　女王の言い分には、十分に納なつ得とくさせられた。その話を聞いていて、僕も桂香先輩が西本に勝利する条件はそれしかないと思えた。

「一つの参考意見として聞いてもらうといいんですが、僕は、西本くんには、超急戦の戦いを挑んでみると面おも白しろいんじゃないかと思います」

「なるほど。超急戦か……」

「西本くんの攻撃力を見る限り、受け切りを目指すのは得策ではないと思います。西本くんは攻め方が上う手まいので、対局者の多くは防戦一方になります。それを回かい避ひするには、先にこちらが攻めに着手できる戦法を選択するのがいいと思うんです」

　桂香先輩は真剣な表情で、僕の言葉を頷うなずきながら聞いている。

「大おお橋はし先輩は、強いです。中学生名人戦の決勝まで来る力があるんですから。その辺のアマチュアでは太た刀ち打うちできないくらい、強いです。でも、西本くんは、奨しよう励れい会かい三段の棋き士しに匹ひつ敵てきする強さを持っています。だから、常に先手先手で攻めないといけないと思うんです」

「三段？　西本くんって、奨励会三段と同程度の腕うで前まえなの？　それは、誰に聞いたの？」

　桂香先輩の驚おどろく顔を見て、僕は自分が口を滑すべらせたことを知った。

「あ、えっとですね、あの、その、すいません。ただの僕の見立てです。アマチュア四段や五段を軽く捻ひねる力があるわけですから、そのくらい強くても不思議じゃないかなと」

「いや、上かみ条じようの言っていることは、案外的を射ているかもしれない」

　助け舟を出すかのように、二に階かい堂どうが話し始めた。

「俺は、指導対局ではあるけど、プロ棋士と何度も指さしたことがある。西本との対局は、プロ棋士と指している時のようなスケールの大きさを感じた。もうどう頑がん張ばっても乗り越えられないような壁かべが聳そびえ立っている感覚と言えばいいのかな……将棋で飯を食ってる、真剣勝負の中で生き続けるプロ棋士と同じ匂においがした。漠ばく然ぜんとしてるかもしれないけど、何というか、一切の妥協を許さない指さし手ばかりの印象を受けたよ。だから俺は西にし本もとが奨しよう励れい会かい三段と同程度の実力だったとしても驚かない。むしろ納なつ得とくすると思う」

「その仮説が当たっているのなら、確かに私が普通に指したんじゃ勝ち目はないわね」

　西本がお茶の入ったペットボトル片手に現れて、決勝戦の椅い子すに腰を下ろした。桂けい香か先輩もそれを見て、気合の入った顔つきに変わった。

「それじゃ、行ってくるわね。あゆむくん、アドバイスありがとう。たぶん、持久戦にはせずに急戦で勝負することになると思う」

「はい。とにかく攻めて攻めて攻めまくってください。西本くんも攻めは天てん衣い無む縫ほうかもしれないですけど、受けに関してはわかりません。大おお橋はし先輩らしい指し回しに期待してます。頑がん張ばってください」

「うん。頑張る。団体戦に向けても弾はずみを付けたいからね。あゆむくん、しっかり見ていてね」

　桂香先輩は決戦の場へと進んで行き、西本の対面に腰を下ろした。

　奨励会にいる中学生がどうとか、この大会に出ていない未知の強豪がいるかもしれないとか、そういった理り屈くつはどうでもいい。今あそこに座っている二人が、現役中学生の将しよう棋ぎ指さしで一番と二番だ。

　桂香先輩に一番になって欲しい。桂香先輩に最強の称しよう号ごうを勝ち取って欲しかった。

　振ふり駒ごまの結果、桂香先輩が後ご手てになった。

（あの、女王様。別に後手だからといって、先に攻めに着手することが不利にはなりませんよね？）

（ならないな。特にアマチュア同士の戦いなら、先後の差など無いに等しい）

　その言葉を聞いて僕は安心する。桂香先輩なら、きっと上う手まい攻め方をしてくれるはずだ。

　大会関係者によって対局開始が宣言された。桂香先輩と西本は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、対局を開始した。

　西本の初しよ手て▲７六歩ふに、桂香先輩は十秒の時間を使ったあと、△３四歩と指した。

　西本は即座に▲２六歩。桂香先輩も素早く△８四歩。

　横歩取りか角かく換がわりになるのが濃のう厚こうな出だしだった。

　西本が▲２五歩と指し、桂香先輩が△８五歩と応じた。

　横よこ歩ふ取どりに決定か……。後手から仕し掛かける戦法がいくつか頭に浮かぶ。果たして桂香先輩は、どの戦法を選択するのだろうか。

　西本が十五手目に▲３四飛ひ車しやと指し、横歩取りが成立。

　現在の主流の指し方であれば、次に後手は３三角と指す。しかし桂香先輩はその一手は指さないだろうと僕は思った。横歩取りという戦型自体が激しく攻め合う形なので、３三角と指しても先に仕掛けることは可能だが、たぶんもっと激しく攻め合う戦法を選択するだろうと僕は確信していた。

　桂けい香か先輩は意を決するように息を吐はき出すと、△８八角かく成なりと指さした。

　きたっ。

　静かに見守っていた周りの観戦者達が、一いつ瞬しゆんだけざわめいた。

　西にし本もとは少し間を置いて、▲８八同どう銀ぎんと指した。

　次の桂香先輩の手は、二択。７六飛ひ車しやと指して相あい横よこ歩ふ取どりにするか、もう一つは２八歩ふか３八歩と指して、４五角戦法にするか。プロ同士の対局なら７六飛車の一択だが、アマチュア同士なら４五角戦法も十分有り得る。

　桂香先輩は間かん髪はつ入いれずに△２八歩と指した。再び、一瞬観衆がざわつく。西本も今度は間を置かずに、すぐにその歩を銀で取った。

　一拍置いて、桂香先輩は駒こま台だいにある角を取り、４五角と打った。

　将しよう棋ぎの全ての戦法の中で、最も激しい戦法を一つ挙げろと言われた場合、僕は桂香先輩が選択した横歩取り後ご手て４五角戦法を挙げる。この４五角と打った時点で、中ちゆう盤ばんをすっ飛ばして終盤に入っていると言っても過言ではない。この戦法の定じよう跡せきを知らないと、ここから数手で勝負が決まってしまう。それくらい恐おそろしい戦法だった。

　しかしこの破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんの戦法、プロ同士の戦いでは、先手有利という一応の結論が出されていた。後手が４五角と打って以降、多数の変化があるわけだが、先手有利のまま終盤まで進む定跡も存在していた。ここ数年、僕が知る限りでは、プロ棋き士しが公式戦でこの戦法を使ったことはない。いつか誰かが新しん手てを生み出して、再びこの４五角戦法に光を浴びせるかもしれないが、現時点では採用するメリットがない戦法になっていた。

　でもそれは、深い読みができるプロの世界での話だ。アマチュアではまた話が違ってくる。アマチュアであれば、低段者が高段者相手にこの戦法を使って勝利することは珍めずらしくない。時間の短い対局であれば、最善手を指し続けるのはほぼ不可能だ。だから桂香先輩にも勝つチャンスは十分にあるはずだった。

　少し手が進んだところで、西本が手を止めて考える仕し種ぐさをした。局面は、まだ定跡の途と中ちゆう。

　今日一日見てきて、僕は初めて西本が手を止める光景を見たことになる。これまでほとんどと言っていいほど時間を使わなかった西本が、考えている。

　西本ほどの猛も者さであれば、定跡を知らないということはまず有り得ない。当然この４五角戦法のあらゆる定跡、プロ棋士が指した棋き譜ふは頭に入っているはずだ。それでも一いつ旦たん手を止めるということは、手て拍びよう子しで指すことの危険性を表している。いくら西本でも、一手でも緩かん手しゆを指せば、形勢をひっくり返すのは難しいということだ。

（あの、女王様、現時点でどうですか。桂香先輩の決断は、成功していますか？）

（そうだな。桂香の戦法選択は悪くない。後手番で、時間の短い将棋ということを考こう慮りよすると、最善とまでは言えなくても、次善くらいの評価はできる）

　僕の心は躍おどった。やったと、心の中でガッツポーズした。いける。いけるぞ。僕の中で会心の笑みを浮かべる桂けい香か先輩の顔が浮かんできた。

　が、次の女王の一言で僕は奈落の底に突つき落とされる。

（勘かん違ちがいするな。私が良いと言ったのは、この戦法を選択したということだけだ。形勢自体は、すでに西にし本もとの方が良い）

　僕はがっくりと肩を落とし、深い溜ため息いきを吐ついた。

（そんな……。西本くんは、ここからずっと最善手を指さし続けるんでしょうか？）

（そんなこと私が知るか。私は未来まで見通せるわけではないぞ）

（桂香先輩はどう指すのが最善なんですか？）

（受けずに攻め続けることだ。現局面から西本と桂香が最善手を指し続けた場合、十二手後にとある局面になる。普通の将しよう棋ぎ指さしの感覚だと持ち駒ごまの銀を受けに使う局面だが、そこで怖こわがらずに銀を攻めに使うことが、最善の一手になる。この将棋の最大の分ぶん岐き点てんだ）

（もし、桂香先輩が受けてしまったら？）

（勝負の綾あやは無くなる。西本が一気に寄せるだろう）

　いずれにしても、西本が戦いを有利に進めていることには違いないのか。

　それでも、その最大の分岐点という局面までは進んで欲しかった。僕は心の中で祈る。桂香先輩がその局面まで最善手を指し続けられるように。

　指し手は進んでいく。

　西本が一手指すのに二、三十秒だとすると、桂香先輩はその倍かかっていた。表情自体も、対局開始からずっと涼すずしい顔の西本に対して、桂香先輩は辛つらそうに見えた。それでも、桂香先輩は、怪かい物ぶつ西本に必死に喰くらいつき続けた。

（悩なやみながらも、何とか最大の分岐点まで生き残ったな。桂香の棋力を考こう慮りよすると、実力以上のものを出している）

（桂香先輩は、ここで最善の一手を指せますか？）

（だから私に訊きくな。桂香のことが好きなら、最善手を指すんだと信じてやれ）

　僕は息を止めて、全身に力を込めた。

　最善手を指してくれと、祈り続けた。

　桂香先輩の手が、駒台の銀に伸びる。

　受けちゃダメだ。受けちゃダメだ。受けちゃダメだ。

　念仏のように僕は心の中で唱え続ける。

　桂香先輩は、指に挟はさんだ銀を、力強く敵てき陣じんの中に打ち込んだ。

　攻めの一手！

（これ、この手でいいんですよね？　これが正解の一手なんですよね？）

（そうだ。後ご手てが苦しいことに変わりはないが、この局面での後手の最善手は、この手で間違いない。普通の感覚だと受ける局面で攻めるのだから、なかなかいい度胸だ）

　僕は止めていた息を一気に吐はき出した。

　さすがだ。さすが桂けい香か先輩だ。西にし本もとに対して、勝負手を放った。他の対戦者は全員、勝負手を放つことすらできずに敗れている。苦しいながらも勝負の一手を指さした桂香先輩の底力に、僕は感服した。

　勝負手を放たれた西本の表情は、平然としたものだった。

　しかし指す気配は感じられず、ペットボトルのお茶を飲んで虚こ空くうを見上げている。

（あの、女王様、ここでの西本くんの最善手は何でしょうか？）

（桂香と同じように、受けずに攻めることだ。次の一手が次善手でも先手優勢になる。最善手を指せれば、勝勢だ）

（先手が受けるとどうなるんですか？）

（形勢逆転だ。本来の桂香の棋き力りよくを考えると、そのまま寄せ切れるとは思えない。だが、今日の桂香はアドレナリン全開で一段上の力を出している感がある。もしかしたら、そのまま押し切れるかもしれないな）

　僕の手は震ふるえ出し、止められなくなっていた。

　心臓が張り裂さけそうなほど、緊張は高まっていた。

　僕は無心で西本が指すのを待った。

　やがて西本の右手が盤ばん上じように伸びたが、やや間があってその手を引っ込めた。再び虚空を見つめて、深く思考する表情をつくる。

　依い然ぜんとして、西本の表情に焦あせりの色はない。しかし今の一連の動作を見る限り、迷っているのは間違いなかった。指す手を一度は決断したが、厭いやな筋が見えて引っ込めたのかもしれない。将しよう棋ぎ指さしなら誰もが経験することだ。

　手を引っ込めてから一分後、西本は手を伸ばす。その手は盤上ではなく、駒こま台だいへと伸びた。そのまま持ち駒ごまの角を挟はさみ、３六のマスへと置いた。

　攻めの一手なのか、それとも受けの一手なのか、判断がつきかねた。

　僕は、恐おそる恐る、女王に訊きいた。

（女王様、この一手は、どうなんでしょうか？）

　女王は、まるで僕を焦じらすかのように、数秒の間をおいて言った。

（残念だったな。これが最善手だ）

　終わった……。

　せっかく喰くらいついて、最大の勝負どころまで来たのに、西本はそれを跳はね返した。

（さっき西本は、駒台ではなく盤上に手を伸ばした。あれは恐らく、次善手を指そうとしたのだろう。もちろんその手が次善手だということを、西本は知らない。だが、もっと良い手がありそうだと、考え直したのだ。時間の短い将棋だ。普通は指そうとする手が悪あく手しゆや疑問手じゃないという自信があれば、そのまま指してしまうものだ。プロ棋士でもそういう人間は多いだろう。最善手ではないかもしれないが、悪くはない手のはず。だからこのまま指さしても問題ない、と。しかし西にし本もとは、一気にけりをつけられる一手を探し続けていた。この男、将来大物になるかもしれないぞ）

　将しよう棋ぎの神様に、ここまで言わせるとは……。本当に、次元が違う強さということか……。

　女王の言葉を証明するように、そこからの西本の攻めは疾しつ風ぷう怒ど濤とうだった。一手一手が日本刀のような切れ味だった。桂けい香か先輩も諦あきらめずに攻め合いに出たが、西本の破は壊かい的てきな攻めに体力を削けずられ続け、やがて必ひつ至しをかけられた。

　桂香先輩はお茶を一口飲んだあと、

「負けました」

　と、よく通る声で投とう了りようした。

　西本も丁てい寧ねいに頭を下げて、ふうっと息を吐はいた。

　観戦者から拍手と労ねぎらいの声がかけられる。

　西本の強さを称たたえる声が多かったが、桂香先輩の指し回しに感かん嘆たんする声も多く聞かれた。

　僕も背筋を伸ばして、二人に向かって拍手をした。

　桂香先輩の負けは悔くやしいし、西本の圧あつ倒とう的な強さに頭を抱えたい気持ちだったが、今は素直に素晴らしい対局を見せてくれた二人に拍手をした。

　お疲つかれ様でした。桂香先輩。




　　　　４




　表彰式が終わると、桂香先輩は賞状とトロフィーを持った恰かつ好こうで僕達の前に立った。その表情は、充じゆう足そく感かんに溢あふれていた。

「お疲れ様でした。大おお橋はし先輩の気迫、見せてもらいました」

「うん。負けたけど、すっきりしてるの。あの攻こう撃げきを跳ね返されたんだから、後こう悔かいはないわ」

「普通の中学生が相手だったら、まず間違いなく、大橋先輩が勝っていたと思います。ただ……相手が普通の中学生じゃなかったというだけです」

「ほんとね。西本くんは、尋じん常じようじゃない強さだった。二に階かい堂どうくんが言っていたように、プロ棋士の人と指している時のようなスケールの大きさを感じたわ」

　現役の名人を父に持ち、プロ棋士とも何度も対局している桂香先輩に、そこまで言わせる西本。本来なら、こんなところで将棋を指さずに、奨しよう励れい会かいの中に身を置いて戦うべき人なのだ。本当、なぜ未いまだにこんなところで対局をしているのだろうか。

　桂香先輩の母親や橘たちばな先輩、二階堂も、それぞれ桂香先輩に労いの言葉をかけていた。

　皆が共通して褒ほめていたのは、準優勝でも十分凄すごいということだった。

「俺は結局二年連続でベスト４止まりだった。大橋に上を行かれちまったな」

　そう言った二に階かい堂どうの表情はいつもと同じだったが、内心はどうだろう。桂けい香か先輩に対する二階堂の気持ちを知っているだけに、僕はアレコレと想像してしまった。

「女子で準優勝って、過去最高なんですよね。大おお橋はし先輩は十分、歴史に名前を残しました」

　僕の率直な思いだ。決勝トーナメントは桂香先輩以外全員男。その中で二番目に強いことを証明したのだ。怪かい物ぶつ西にし本もとに対して、桂香先輩だけが唯ゆい一いつ、深く考えさせた。他の誰にもできなかったことだ。

「ありがとう。そうね。一応私の名前もずっと記録に載のせてもらえるからね。歴史に名前は残せたのかな。まあ、個人戦はこれで良しとするわ。でも団体戦では、西本くんのチームを上回りたい」

　将しよう棋ぎクラブ主将の言葉に、僕と橘たちばな先輩は首しゆ肯こうした。

　僕の視界の端はしで、西本が会場を出て行くのが見えた。

　どうしよう。僕は彼にどうしても訊ききたいことがあった。今度の団体戦の時にも訊くチャンスはあるが、無む性しように今訊きたい気分だった。

「あの、すいません。ちょっと離れます」

　そう言い置き、僕は西本の後を追った。

　西本はエスカレーターに乗ろうとするところだった。

「あの、西本さん」

　僕の呼びかけに、西本はピタリと動きを止めて振り返った。

　我ながら大だい胆たんな行動だった。普段の僕なら、絶対にこんなことはしない。しかしそんな消しよう極きよく的な僕を激しく突き動かすほど、西本に対して訊きたいことがあった。

「初めまして。僕、上かみ条じようと言います。西本さんが決勝戦で戦った大橋先輩と同じ中学に通う一年です。知っているかもしれませんが、今度の中学校団体戦の東日本代表の一員です」

　西本はにこりと笑って、

「うん。そのことは知ってるよ。さしずめ、今日は前ぜん哨しよう戦せんということになったのかな」

「そうですね。そういうことになりますね」

「大橋さんと橘さんも団体戦のメンバーということだから、僕が戦っていないのは上条くんだけということになるね」

　その言葉に他意はないのだろう。だが僕はその言葉に挑ちよう発はつ的な匂においを感じた。

「あの、少しお話ししたいんですけど、お時間ありますか？」

「話？　うん。構わないよ」

　西本は対局の時と同じように、丁てい寧ねいな応対を見せた。僕と西本は、エスカレーター横の小休止できる場所へ進んだ。ベンチがいくつかあったが、全て埋うまっていたので立ったまま話すことにした。

「本当、突然ですみません。でも、どうしても西本さんに訊きたいことがあったんです」

「僕に答えられることなら、何でも答えるよ。何かな？」

「単刀直入に訊きます。そんなに強いのに、なぜ奨しよう励れい会かいに入らないんですか？」

　ずっと微び笑しようを浮かべていた西にし本もとだったが、その問いに対して、一いつ瞬しゆん真顔になった。だがすぐにまた、口角を上げた表情になる。その顔のまま、頭をぽりぽりと搔かいた。

「なるほど。そういう質問か」

「不ぶ躾しつけな質問ですみません。どうしても気になって。去年の西本さんと今の西本さんの棋き力りよくは違うのかもしれませんけど、普通は、中学生名人や小学生名人に一度でもなったら、奨励会に入るものですよね。西本さんくらいの圧あつ倒とう的てきな棋力を持っていれば、連れん覇ぱなんて目指さずに、プロ棋き士しを目指すのが普通だと思うんですが」

　西本はうんうんと頷うなずきながら僕の話を聞いていた。

「そうか。他の人は疑問に思うのかもしれないね。僕は当事者なんで、深く考えることはないけど……」

　西本は何かを決意したかのように深い息を吐はくと、ゆっくりと口を開いた。

「回りくどい言い方は嫌いだからはっきり言うけど、僕の家は、裕福じゃないんだ。奨励会に入るにも入会金や月会費がかかる。あと、僕は山口県に住んでいるから、仮に奨励会員になったら、毎月大阪にある関西将棋会館まで出向いて対局しないといけない。交通費だけでも、かなりの額になる。一言で言えば、そういった諸々のお金を払うだけの金銭的余裕が家になかったんだ。だから、僕は今もここにいる」

　話を聞き終わった僕の視線は、自然と西本から外れていた。

　聞いてはいけない話を聞いたような気持ちになっていた。僕は自己嫌けん悪おという感情に包まれていた。

　それが表情に出たのだろう。西本はふふっと笑い出した。

「別に気にしなくていいよ。家が貧まずしいということは、恥はずかしいことじゃないし。少なくとも、僕は何も気にならない」

「すみません。そんな理由があったなんて。無神経でした」

「そんな顔をされると僕も居いた堪たまれない気持ちになるから話すけど、今の話は去年までの状じよう況きようなんだ。今年に入って、僕を取り巻く状況は大きく変わった。だから、今月の下旬に予定されている奨励会の入会試験にも、すでに申し込みしてあるんだ」

「え？　ということは、奨励会に入るんですね？」

「条件をクリアできればね」

「条件？」

「中学生名人戦と中学校団体戦、全ての対局で圧勝できれば、奨励会に入ってプロ棋士を目指す。それが自分に課した条件なんだよ」

「全ての対局で、圧勝……」

「言葉は悪くなるけど、中学生名人戦や中学校団体戦で苦戦しているようでは、奨しよう励れい会かいで勝ち続けることは不可能。負けるのは論外として、この辺で一手差の勝負をしているようでは、話にならないというのが僕の考えなんだ。なぜなら、本当に強い中学生はここではなく奨励会にいるんだからね。奨励会入会試験の申し込み受付期限が七月下げ旬じゆんだったから、一応先に申し込む形にはなったけど、もしこの先苦戦したり負けたりするようなことがあれば、僕は奨励会の試験は受けない。無む駄だなお金を払うだけになってしまうからね」

　その話を聞いて、僕の頭の中に真っ先に浮かんできたのは、そこまでする必要があるのか、ということだった。

「あの、素そ朴ぼくな疑問なんですけど、そこまで自分を追い込む必要があるんでしょうか？」

　西にし本もとはおもむろに首しゆ肯こうし、そこまで追い込む必要があるんだよと答えた。

「僕の家は、母子家庭なんだ。去年までは、母親の体調が優すぐれなくて、パートに出ることもままならなかった。でも今年に入って、体調が悪かったのが噓うそだったかのように動けるようになったんだ。僕はずっと朝夕、新聞配達のアルバイトをしていたんだけど、それをやらなくてもいいくらいに母親は働けるようになった。でも、この先数年間、僕の高校の学費や奨励会へのお金を払い続けることが余裕なほど稼かせげているわけではない。家にはまだ幼い弟と妹もいるから、お金がかかるんだ。僕はずっとプロ棋き士しになりたいと思っていたけど、そういった家庭の事情で、その思いを打ち明けられずにいた。でもある時、僕の思いを知った母親に言われたんだ。家のために自分の夢を犠ぎ牲せいにするなと。お金のことは心配しなくていい。大阪に親しん戚せきがいるから、奨励会に入ることができたら僕を一人でそちらに行かせることもできると」

　西本はそこで一いつ旦たん言葉を切った。少し遠くを見るような目つきになって、再び口を開く。

「そこまで言われたら、僕も夢を追ってみたくなる。でも、夢を追うのであれば、必ず叶かなえなければならない。僕が単身大阪に引っ越しても、費用はかかる。プロ棋士になれなければ、支払ったお金が全て無駄になってしまう。万が一にも、そんなことがあってはいけないんだ。──それで、最初の話に戻るけど、そんな万が一がないように、自分に条件を付けたというわけなんだ。二つの大会を圧勝で制することができれば、奨励会でも勝ち続けられると。──まあ、団体戦の方は仲間次第ということもあるから、必ずしも優勝が条件ではないんだけどね。いずれにしても、僕自身の圧勝が絶対条件なんだ」

　西本の思いに、その将しよう棋ぎに対する情熱に、僕は圧あつ倒とうされていた。

　僕は、この男と戦うことになった場合、本当に勝てるのだろうか。ただでさえ西本の方が棋き力りよくは上なのに、将棋に対してこんなにもストイックな男を、僕は本当に打ち負かすことができるのだろうか。

　手の震ふるえを西本に知られないように、僕はそっと両手を後ろに回した。

　西本は腕時計に目をやり、

「ごめん。そろそろ新幹線の時間なんだ」

「あ、はい。すみません。質問に答えていただいて、ありがとうございました」

「大丈夫だとは思うけど、今の話を聞いたからって、変な感情を対局に持ち込まないでね。もし戦うことになったら、僕を叩たたき潰つぶす気で指さして欲しい。そういう気き概がいのある相手を完かん璧ぺきに捻ねじ伏せることが、今の僕にとって必要なことなんだから」

「わかりました」

「ちなみに、上かみ条じようくんたちのチームは、誰が大将をやるか決まってるのかな？」

「いえ。まだ決めていません」

「そうか。こちらは僕が大将だよ。いつでもね。──それじゃ、十五日にまた会おう。体調にも気をつけないとダメだよ」

　西にし本もとは軽く手を振って去って行った。

　冷房の効いた館内だったが、僕の額ひたいには汗が滲にじんでいた。まるで激戦の対局後のように、どっと疲ひ労ろうが襲おそってきた。

　凄すごい。あらゆる意味で、西本は凄い。

（おい、あゆむ。今の西本の話を聞いて、まさか怖おじ気けついたんじゃないだろうな）

　僕の心を見み透すかしたかのように、女王が話しかけてきた。

（すいません。そういう面が、少しはあるかもしれません）

（精神面で吞のまれてどうするんだ。戦う以前の問題だぞ）

（はい。それはよくわかっているんですが……）

（今の話のどこに、物もの怖おじする要素があるんだ。倒し甲が斐いのある相手じゃないか）

（倒し甲斐、ですか……）

（私は西本を気に入った。指し回しもそうだが、将しよう棋ぎに対する構え方も良い。今の何もかもが軽い時代に、あんな勝負師がいるとはな。しかもまだ子供だ。私のいる場所よりも遙はるか下の世界のこととはいえ、あの男がどこまで突つき進むのか見てみたい気にさせられる。だが、私の主あるじはあくまでもお前だ。西本がどれだけ格上だろうと、どれだけ将棋に情熱を懸かけていようとも、お前を負けさせはしない。必ず勝たせてやる。──意識が芽生えて初めてかもしれない。私がここまで興奮するのは）

　女王の言葉は、気落ちする僕の心をぎりぎりのところで支えてくれた。

（さあ、こんなところで時間を無む駄だにしている暇ひまはない。さっさと帰って特訓だ）

（わかりました）

　僕は桂けい香か先輩達の元へ戻った。

　桂香先輩の顔を見た時、先ほどの西本の話を聞かせたい衝しよう動どうに駆かられた。西本がどれだけストイックに生きているか、そして将棋をどれだけ愛しているのかを。

　しかしあの話の内容は第三者に聞かせていいものではない。だから僕は自重することにした。

　少し買い物をして、神奈川へ戻る列車へと乗り込む。

　車内での話題はどうやって西にし本もとを倒すかというものだったが、有効な作戦みたいなものは何一つ出てこなかった。決勝大会には絡まない二に階かい堂どうも、僕達以上に悩なやんだ顔をつくって考えてくれていたが、お手上げの状態だった。

　二階堂は途と中ちゆうの駅で下車する。同じ駅で降りた橘たちばな先輩と桂けい香か先輩との母親とも、駅の構内で別れた。桂香先輩は僕に話があるらしく、一緒に僕の自宅へと歩を進めていた。

　西の空は橙だいだい色に染まり始めている。鴉からすがカアカアと鳴きながら、頭上を飛んで行く。至るところで、子供達の遊ぶ声が響ひびいていた。

「今日の内容次第では、私が西本くんと戦ってもいいと思ってたの」

　桂香先輩はそう話を切り出した。

「でも見てもらったとおり、私の完敗。これじゃ団体戦で戦うことになったとしても、結果は見えてる。橘くんも完敗だった。そうなると、西本くんの相手を務めることができるのは、あゆむくんしかいなくなる」

　桂香先輩の僕を見る目は、どこか助けを求めるようにも見えた。

「完敗と言い切らなくてもいいんじゃないでしょうか。僕の目には、いい勝負に見えました。対局後の観戦者達の拍手が、決して一方的な内容ではなかったことを物語っていると思います」

「確かに、惨ざん敗ぱいではなかったと思う。一応、熱戦の形は作れたのかもしれない。でも、私と西本くんの棋き力りよくにはかなりの差がある。これは、直接指さしたからわかることなの。悔くやしいけれど、今の私では、何をどうやっても西本くんには勝てない。はっきりとわかった。──そしてもう一つわかったことがある。西本くんに勝てるのは、あゆむくんだけだと」

「本当に、そう思いますか？　僕は、現時点では、まだまだ大おお橋はし先輩を超えてはいません。相あい居い飛び車しやであれば互角の勝負ができても、対たい振ふり飛び車しやだとまだ分ぶが悪いです。それでも、僕があの西本くんに勝てる可能性があると思いますか？」

「もちろん。あると思ってるわよ」

　桂香先輩は力強く即そく答とうした。

「確かにあゆむくんは対振り飛車を苦手にしている面もあるけど、まだ決勝大会まで二週間ある。普通に考えると二週間しかないという考えになってしまうけど、あゆむくんの成長力を見ると、この二週間で劇げき的てきに棋力が上がる可能性を秘めていると思う。だって、一ヵ月前の段階では、相居飛車でも私の方がずっと分が良かったのに、今では互角になってるんだもの。あとほんの少し、対振り飛車の戦い方を知るだけで、大きく成長すると思う。──打倒西本くんの可能性を感じさせる人は、私が知る中学生の中では、あゆむくんだけ。だからお願いしたいの」

　一ヵ月前の僕からすると、こんな言葉を桂香先輩にかけてもらえることなど、夢のまた夢だった。

　桂香先輩にここまでお願いされて、断れるはずがない。

　男を見せるチャンスだ。ここで男を見せずにいつ見せるのかというくらい、絶好の機会だ。

「わかりました。僕に任せてもらえるなら、西にし本もとくんと戦います。正直、今は胸を張って西本くんに勝てると言える自信はありません。だから残された時間で、何とか打倒西本を宣言できるくらいまで棋き力りよくを高めます」

「大役を任せてごめんね。本当は部長の私が行かなきゃいけないんだろうけど、私はどうしても日本一になりたい。あゆむくんもそうだと思う。その可能性を高めるのも、私の役目。あゆむくんが西本くんと戦うオーダーが、最も日本一になれる可能性が高いと思ってる。もちろん、あゆむくんが勝つことを前提にしたオーダーよ」

「期待に応えられるように頑がん張ばります。もちろん、自分のためにも」

　僕の自宅が見え始めたところで、桂けい香か先輩は脚を止めた。

「それじゃ、今日はここで帰るわね。また明日から頑張りましょうね」

「はい。今日は本当にお疲つかれ様でした」

　桂香先輩は手を振って踵きびすを返したが、すぐに一回転して僕に向き直った。スカートがひらりと舞った。

「あ、そうだ。二人で遊びに行く日だけど、以前決めたとおり、明後日あさつての土曜日で問題ない？」

　そう問われた直後、僕の脳のう裏りに比類なき強さを見せつけた西本の姿が浮かび上がった。

「はい、僕は是ぜ非ひ遊びに行きたいんですけど……大丈夫でしょうか。西本くんの圧あつ倒とう的てき棋力がわかった今、遊びに行っても……桂香先輩の相手もきっと強敵ですし……」

　桂香先輩は微び笑しよう顔のまま首を横に振って、

「全然問題ないわよ。朝から夜まで一日じゅう遊ぶわけでもないんだし。西本くんの強さを知った今でも、息いき抜ぬきは必要よ。いえ、彼の強さを知ったからこそ、心に余裕を持たせた方がいいと思う。これは私にも言えることだけど、このまま決勝大会まで張り詰つめた糸のまま過ごすと、本番を迎むかえる前にぷっつり切れちゃいそうだもの」

　僕は桂香先輩の言うことに納なつ得とくした。確かに一日じゅう遊び呆ほうけるわけではない。気分をリフレッシュさせることにしよう。遊び終わったら、また全力で将しよう棋ぎに取り組めばいい。

「わかりました」

「うん。それじゃ、また明日」

　桂香先輩は手を振って遠ざかって行く。その姿が消えたのを確認してから、僕は自宅へと戻った。

　部屋に入ると、女王が僕を追い抜ぬくようにして現れて、指定席に座った。脇きよう息そくに肘ひじをかけて、黄金の扇せん子すで顔を扇ぐ。いつものスタイル。僕はその対面に腰を下ろした。

「香きよう車しやの言ったとおり、西本の対局を見に行って正解だったな。収しゆう穫かくはあった」

「想定していた強さよりも数段上だったわけですが、それを知ったことがプラスになるということでしょうか？」

「そんな情報はどうでもいい。西本の棋風を知ったことが収穫だと言っている。先手なら居い飛び車しや、後ご手てなら振ふり飛び車しやを選択するという情報は正確だった。これで対策を深く講じることができる。そして何より、西にし本もとの弱点を見つけることができたのが大きい」

　僕の頭上に雷が落ちた。

「弱点？　西本くんに弱点なんてあるんですか？　女王様、西本くんのこと、かなり褒ほめてましたよね？」

「勘かん違ちがいするな。私が西本を褒めたのは、あくまでもプロになる前の、アマチュアの中学生にしては筋が良いと言っただけだ。当然私や香きよう車しや達と比べるまでの腕うではないし、一流のプロ棋き士しと比べても、まだまだ粗あらが多い」

「それはそうでしょうけど、でも、今日一日の対局を通して、弱点みたいなものはなかったと思うのですが……全て圧勝でしたし」

「お前には圧勝に見えても、私の目には違うものが映っていたというだけの話だ」

　今更女王の力について言及する必要はないが、それでも、今日の西本の指さし回しのどこに、弱点なんてものがあるのだろうか。

　そういえば、こんなやりとりを以前にも香車とやったなと、僕は過去を思い出した。

　僕と二に階かい堂どうが初めて戦った日。香車は二階堂が横よこ歩ふ取どりを苦手にしていることを見み抜ぬいた。

　まさか、あの時の再現になるのだろうか。とても西本に苦手な戦法があるとは思えなかったが、女王ははっきりと西本に弱点があると言った。

「あの、西本くんの弱点って、いったい何なのでしょうか？」

「受けだ。西本は、受けの力が弱い」

「受けの力ですか……」

「西本は、攻め筋を見つける力は図ず抜ぬけている。どんな細かい攻めでも、繫つなげる力を持っている。攻撃力だけ見れば、プロに匹ひつ敵てきすると言ってもいいだろう。ただし、受けに関しては、その力が落ちる。たとえば攻めの力を十とすると、受けの力は六か七まで落ちる」

　将棋の神様である女王がそう言うのだから、それが真実なのだろう。

　しかし……。

「でも、今日の西本くんの対局では、受けの力が弱いと言えるような局面は出てきませんでしたよね？　常に相手よりも早く攻めに着手して、そのまま怒ど濤とうの攻めで詰つませてばかりでしたから。唯ゆい一いつ、桂香先輩との対局では先行を許しましたけど、結局攻め潰つぶしたわけですから……」

「お前は将棋における受けという言葉を単一的に捉とらえ過ぎている。受ける力というのは、実際に攻められてからの守り方だけを指すわけではない。相手に攻められる前に、自分の城のどこが弱点なのかを知る能力も含ふくんでいる。理解できるか？」

「はい。わかります」

「私が言っている西本の受けが弱いという意味は、そういうことだ。西本は、自分の城の弱点を知らないまま攻めている。それでも今日、西本が圧勝ばかりだったのは、相手がその弱点を突つけなかったというだけの話だ」

　そう言ったあと女王は将しよう棋ぎ盤ばんの上に駒こまを並べ始め、ある局面を作り出した。

「この局面、何かわかるか？」

「対抗型の形ですね……今日の、橘たちばな先輩対西にし本もとくんの戦いで出てきた局面でしょうか？」

「そうだ。この対局は、西本が戦いの場を反対側へと移して、そのまま一気に攻め潰つぶしたわけだが、先に橘が玉ぎよく頭とうの歩ふを突いて玉頭戦を開始していれば、橘が勝利していた。それがこの局面だ。ここで橘が８六歩と指さしていれば、橘の勝ち筋に入っていた。これは橘戦に限ったことではない。対二に階かい堂どう戦でも同じだ。先に二階堂が攻めに着手していれば、二階堂の勝ちになっていた局面がある」

　女王は盤面を崩し、西本対二階堂戦の中盤の局面を作り出した。西本が歩の突き捨てをする、数手前の局面だ。

「ここで先に二階堂が歩を突き捨てて攻めに入っていれば、二階堂が勝っていた。ここから最終手まで、最善手を指し続けることが大前提の話だがな」

　どちらも僕の目には中盤の入り口にしか見えなかった。ここから最善手を数十手指し続けるのは至し難なんの業わざだが、橘先輩と二階堂にも勝つ可能性が十分にあったということが、僕には衝しよう撃げきだった。

「これらの局面の勝ちに繫つなげる指し手順はあとで教えてやるが、その前にまず話しておく。先ほど話したとおり、西本は攻め筋を深く読む能力に長たけている。だが、こんな風に先に攻められることには慣なれていない。そのレベルの相手と戦ったことがないからだ。だから西本自身、自分の弱点に気づいていない。これは仮の話だが、もし西本が奨しよう励れい会かいに入れば実力伯はく仲ちゆうの相手に出会うだろう。そこで西本は自分の弱点に気づく。そして悟さとる。攻めの力だけを磨みがいていてもいずれ頭打ちになると。それを理解した時、西本の受けの力は数段強まるだろう。だが、今は弱い。攻めに心を傾かたむけ過ぎて、受けにはあまり注意を払っていない。今なら、そこを突いて勝てる」

　アマチュアとしてはほとんど完かん璧ぺきに見えた西本にも、そんな弱点があったなんて。それをいとも容易たやすく見み抜ぬく女王の眼力に、改めて驚おどろかされた。

「お前は、西本の棋き力りよくが奨励会三段くらいと聞いて気落ちしたようだが、これでまたやる気が出てきただろう」

「そう、ですね……。でも、最善手を指し続けることが条件なんですよね？」

「それは当日の西本次第だ。西本の応手によっては、次善手でも良い場合もあるだろう。だが、常に最善手を指し続けないと勝てないという意識を持っておけ。今のお前の棋力と西本の実力を考慮すると、そういう意識でないと勝てない。最善手を指せなくてもいいなんていう甘ったれた考えを持つな。今日の西本を見ただろう。あいつも、常に最善の一手を探し続けている。お前も、自分に妥だ協きようするな」

「はい。わかりました。それでは指導をよろしくお願いします」

「いいだろう。今日はもう時間がないから、今日西にし本もとが見せた弱点がどこなのか、どうやってそこを潰つぶすのかということに絞しぼって指導していく。──その前に、一つ訊きいておくか」

「何でしょうか？」

「お前、さっき桂けい香かと遊ぶ約束をしていたな」

「え、あ、はい。明後日あさつての土曜日に遊びに行く約束です」

「こんな時に、吞のん気きにデートだと？」

「デートという言い方は、適切ではないです。恋人同士ではないので」

「言い方なんてどうでもいい。この大切な時に、遊び呆ほうけるつもりかお前は」

「あの、一日じゅう遊ぶわけではないので、はい」

「西本に勝ちたくないのか？　将しよう棋ぎよりも桂香を取るのか？」

「西本くんに勝ちたいです。でも、遊ぶ約束は、前からしていたので……そんなに遅くはなりませんから……」

「あのなあ、遅くならないと言っても──」

　と、その時だった。

　香きよう車しやと歩ふと桂けい馬まが現れて、女王に歩み寄った。

　いつか見た光景のように、歩が女王の肩を揉もみ、桂馬が扇せん子すで女王の顔を扇ぐ。そして香車が揉み手で女王の前に跪ひざまずいた。

「何だお前達」

「女王様、あゆむが桂香とデートすることは、決してマイナスではありません」

「マイナスではないだと？」

「いえ、もちろん女王様の最善手講座を上回るものではありませんが、あゆむにとって桂香は特別です。あゆむは、桂香のためなら火の中水の中にも突つっ込んでいける男です。桂香と遊ぶということは仲を深めるということでもあります。桂香との距離が近づけば近づくほど、あゆむは強くなっていきます」

「何だそれは？　エロパワーか？」

　エ、エロパワー……。

「まあ、言い方はどうでもいいんですが、あゆむに限らず、人間というのは、誰かのためを思って戦う時、実力以上のものを発はつ揮きする場合があります。あゆむにとって、その対象は桂香です。あたし達が現れるまで、あゆむは桂香に全く敵かないませんでした。ですが僅わずか二ヶ月ほどで、あゆむは桂香に頼られる存在にまで成長しました。あたし達の教えと同じくらい、桂香に認めて欲しいという気持ちがあったからです。女王様の教えだけでも、西本に勝てるのは間違いないと思います。ですが、万全を期して、桂香と遊ばせてください」

　女王は真顔で僕をじっと見ている。

　いつもの僕なら視線を逸そらすところだが、ここではじっと見つめ返した。

「あの、女王様、桂けい香か先輩と遊んで失った指導時間は、他の部分で補おぎなうようにします。女王様は教える時間が長すぎるのは効率が悪いという考えみたいですが、いつもより一時間から二時間増やすくらいなら、問題ないと思います。だからこれからは指導時間を増やしてください。桂香先輩の家にいる時間も、その分短くしますので」

　女王の表情は変わらない。真顔のままだ。

　追つい撃げきするかのように、香きよう車しやが言葉を繫つなげる。

「女王様、あゆむと桂香が遊びに行く場所の一つは、この世界で最も美味なケーキを作ると評されたケーキ職人がいる店なのです」

「何だと？　世界で一番美味なケーキ？」

　女王の表情が崩れた。

「何でも世界ケーキコンテストで優勝した職人がいる店のようです。それはそれは絶品のケーキらしいです。どうでしょう。女王様もお召し上がりになられましては」

　女王は僕と香車を交互に見たあと、ふんっと鼻を鳴らして、

「いいだろう。だが、さっきお前が言ったとおり、一日の指導時間を一時間増やす。桂香の家にいる時間もその分減ることになる」

「はい。構いません。ありがとうございます」

　僕は安あん堵どの息を吐はいたあと、香車と歩ふと桂けい馬まにありがとうと目でお礼を言った。

　西にし本もとに勝ちたい気持ちは当然あるし、時間を無む駄だにできないという危機感もある。だけどそれと桂香先輩のこととを天てん秤びんには掛かけられない。僕にとっては、どちらも大事なことなのだ。

　でも、そうは言っても、もうこれ以上時間をロスできないのも事実。残り二週間は、もっと理解力を高めて女王の最善手講座を憶えることに専心しなければならない。

「それじゃ、西本の弱点を突つくためにやらなければいけないことを教える。しっかりと見ておけよ」

「はい。お願いします」

　僕は頰ほおをぱんぱんと叩たたいて、盤ばん面めんに全ての神経を集中した。
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　桂けい香か先輩との待ち合わせ時間の十五分前に、僕は駅に到着した。本来なら三十分前には来るのだが、今日はいつもより早い午前五時に起きて、女王の最善手講座を時間ギリギリまで受けていたのでこの時間となった。

　夏休みであり、土曜日ということもあって、プラット・ホームは中高生で賑にぎわっている。僕は自動販売機の横に立って、桂香先輩が来るのを待っていた。

（あゆむ、緊張がこっちにも伝わってくるで。もっとリラックスせえ）

　香きよう車しやの有あり難がたいアドバイス。

（緊張するのは仕方がないですよ。二人きりで遊びに行くんですから）

（二に階かい堂どうと初めて戦った将しよう棋ぎ大会の時も、桂香と二人で行動したやないか。あの時と同じや）

（いや、同じじゃないですよ。あの時は将棋クラブの延長みたいな行動でしたけど、今日は将棋が全く関係ない純じゆん粋すいな遊びなんですから）

（とにかく、深呼吸でもして落ち着くんや。両手両足が同時に出て歩いてたら、桂香もびっくりするからな）

　確かにこの緊張状態だと、そうなりかねない。

　僕は言われるままに深呼吸した。そして自動販売機でお茶を買って飲んだ。深呼吸してお茶を飲むという行為を数度繰くり返すと、脈拍もいくらか落ち着いた。

　待ち合わせ時間の十分前に桂香先輩は現れた。

　僕は手を軽く上げて「先輩」と呼んだ。

　呼びかけに気づいた桂香先輩が僕の方に歩いて来る。

　近づいて来る桂香先輩の服装に、僕は釘くぎづけになった。

　鮮あざやかな色のワンピース姿。香車の恰かつ好こうほどではないが、目のやり場に困る服装と言えた。僕は桂香先輩の顔よりも下に視線が向かないように努めた。

「おはよう、あゆむくん」

「おはようございます、大おお橋はし先輩」

「今日も先に来てたのね」

「はい。そういう性格なんです」

「あゆむくんって、遅刻する人は許せないタイプ？」

「遅刻する理由によりますけど……待たされるよりも、待たせる方が厭いやという性格です」

　桂香先輩は感心したように頷うなずいて、

「うーん。しっかりしてるわ。あゆむくんと話してると、たまに同学年の男子か、それよりも上の男の子と話してる感覚になる時があるの。精神年ねん齢れいが高いのかな」

　これは、褒ほめられているのだろうか。良い方に受け取ることにしよう。

　僕が桂けい香か先輩と話している時、チラチラと桂香先輩を見る男達の視線を感じていた。このあいだ、桂香先輩と二人きりで行動した時と同じだった。今日の桂香先輩はいつにも増して魅み力りよく的な恰かつ好こうをしているので、尚更チラ見している男が多かった。僕はその気持ちがよくわかった。

　電車が滑すべり込んでくると、桂香先輩は言った。

「今日は将しよう棋ぎのことを忘れて、ぱあっと遊びましょう。今日は遊ぶだけ遊んで、残りの時間は日本一を目指して将棋漬づけの日々。いいわね、あゆむくん」

「はい。了解です」




　電車を降りると、僕達はまずゲームセンターへと向かった。五階建てのビルには、ゲームセンターの他にボウリング場やカラオケ店も入っていて、一日じゅう遊ぶことに困らないところだった。午前はゲームセンター、午後はボウリングとカラオケで遊ぶというのが、今日のスケジュールだった。

　ちなみに僕は映画館も候補に入れていたのだが、初めて二人だけで遊びに行くのに映画館は最悪と香きよう車しやに言われて消去していた。

「映画を観ている一時間半とか二時間は、会話が一いつ切さいない。あったとしても二言三言くらいや。それはあかん。何度もデートしてる間あいだ柄がらなら構わんけど、初めて二人きりで遊びに行くわけやから、会話が何よりも大切や。だから映画を観るのはあかん」

　それが香車の言い分だった。

　なるほどと、僕は納なつ得とくしたのだった。

　どのゲームで遊ぼうか二人で店内を見回っていると、『３四歩ふ。５七銀』という聞き慣なれた単語が耳に飛び込んできた。

　僕と桂香先輩は顔を見合わせて、その声がする方へと足を運んだ。

　そこには大きな赤色の筐きよう体たいが置かれていたが、人がたくさんいるので画面は見えなかった。

「将棋のゲームかな？」

　桂香先輩は首を傾かしげている。

「私が知ってるゲームとは違うわ」

「あの有名な全国対戦型のゲーム機とは違いますよね。新作かな」

　しかし新作の割には、目立つ赤色の筐体は一台だけしか置かれていないようだった。

　近づいて見てみると、そのゲーム機の正体がわかった。

《プロ棋き士しに勝利したコンピュータ搭とう載さい！　勝ったら十万円》

　その謳うたい文句が、筐体の上方に掲かかげられていた。

　筐体の周りには結構な人だかりができている。皆みな将棋に詳くわしい人達なのだろうか。それとも興味本位で観戦している人達だろうか。

　最近のコンピュータは本当に強い。詰つみがある局面での読みの早さは人間ではとっくに敵かなわなくなっているし、それ以外の部分でもプロ棋き士しに匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がする面を見せ始めている。色々な予想はあるが、今から数年以内に、現役最強のプロ棋士をコンピュータが倒すという意見も多数あった。

　個人的な思いとしては、プロ棋士がコンピュータに負けるところは見たくなかった。いずれはコンピュータが人間を凌駕するだろうが、まだ数年は、人間の方が強いというところを見せて欲しいというのが僕の本音だった。

　ただ、どういうやり方だったとしても、将しよう棋ぎというゲームが多くの人に認知されて人気が出るのは良いことだと思っていた。最近盛もり上がりを見せているプロ棋士対コンピュータ戦は、マイナスな面もあるだろうが、確実にプラスの面もある。将棋に限ったことではないが、裾すそ野のを広げなければ、待っているのは廃すたれる未来だけだ。

　僕はゲームの料金を確認する。一プレイ三〇〇円だった。

「一回三〇〇円かぁ。高いな。賞金十万円だからか」

　桂けい香か先輩が僕の腕つかをつんつんと突つついて、

「ちょっとあゆむくん。まさかプレイするつもり？」

「えっと、そうですね。どのくらい強いのか、興味があるというか」

「さっき約束したでしょう。今日は将棋のことは忘れて遊ぶって」

「あっ。そうでした」

「ダメよ。約束は守らないと。さ、他のゲームを探しましょう」

　少し名残なごり惜おしかったが、約束は守らないといけない。僕はその場を離れた。

　僕達が最初にプレイすることにしたのは、レースゲームだった。市街地や峠とうげを走ってゴールを競うレースゲーム。僕も桂香先輩も初めてプレイするゲームだったが、割と上う手まく操作できていて、一位の座を争っていた。

「あー、凄すごく気持ち良いわ」

　時折、隣となりから桂香先輩のはしゃぐ声が聞こえてくる。僕が初めて聞く種類の声音だった。僕の心も浮き立ち、表情は自然と緩ゆるむ。にやけ面づらになっているかもしれない。

「それっ！」

　掛かけ声とともに、桂香先輩が操作する黄色い車が僕の黒い車に体当たりしてきた。僕の持っていたアイテムが、車からポロリと落ちていった。

　僕は隣を見る。

「油断したわね、あゆむくん。今は敵同士なのよ」

　桂香先輩は小こ悪あく魔ま的な笑みを浮かべている。

　その瞬しゆん間かん、僕の頭に悪魔の囁ささやきが聞こえてきた。

　好きな子に意地悪してしまうあの衝しよう動どうが、久方ぶりに僕の中に蘇よみがえった。

　峠とうげの中に入った時、僕はアクセルをベタ踏ふみして桂けい香か先輩の横に並んだ。

　瞬しゆん間かん、僕は右へ急ハンドルを切った。

　僕の黒い車が桂香先輩の黄色い車へ力強く体当たりした。黄色い車は崖がけ下したへ転落していき爆ばく発はつした。

「ひどーい」

　視線を桂香先輩に向けると、頰ほおを膨ふくらませて僕を睨にらんでいた。

　僕は視線を画面へと戻し、再び運転に専念する。

　道路に戻ってきた黄色い車が、僕の車に向かってミサイルを乱射してくる。僕はその追つい撃げきをするすると躱かわして一位でゴールした。

「信じられない。あゆむくんって、そういう人だったの？」

「僕は売られた喧けん嘩かを買っただけです」

「女の子にこんなことをして、許されると思ってるの？」

「まあ、ゲームですから」

　僕は自分の取った行動を反省してはいなかった。むしろ頰を膨らませて睨む桂香先輩の顔を見られたので、やって良かったとさえ思っていた。

「このままじゃ終われないわ。もう一回勝負よ」

　桂香先輩がコインを入れる。僕も続けてコインを入れてプレイボタンを押した。

　桂香先輩は先ほどのコンパクト・カーとは違い、赤いマッスル・カーを選択した。その時点で、何をやろうとしているのか丸わかりだった。桂香先輩は一回目と同じコースを選択して、レースをスタートさせた。

　先ほどと同じように、また僕達が一位を争うレース展開だった。

　峠に差し掛かかった時、僕の後方にいた桂香先輩が、猛もうスピードで僕の横に並んだ。直後、桂香先輩は僕の方へ急ハンドルを切った。しかし赤いマッスル・カーは僕の黒い車を直ちよく撃げきしなかった。

　なぜか？

　桂香先輩が急ハンドルを切る直前、僕は急ブレーキを踏んでいたのだ。従って、桂香先輩の車はガード・レールを突つき破って一人で崖下へ転落していった。

「ひどーい」

　桂香先輩はまた頰を膨らませて僕を睨んでいる。

「いや、どう見ても酷ひどいのは大おお橋はし先輩の方です。僕は自衛しただけですから」

　桂香先輩は噴ふき出して、

「あれ、もしかして見破られてた？」

「はい。マッスル・カーを選んだ時にたぶんこうくるだろうなと。同じコースを選択したのを見て、それが確信に変わりました」

「さすがの眼力ね、あゆむくん」

　結局二回目のレースも僕が一位でゴールした。

　僕達はその場を離れて、他の面おも白しろそうなゲームを探した。

「それにしても、あゆむくんにそういう一面があったなんて。びっくりだわ」

「男は、そういうところがあるんです」

　本音は話せないので、それだけ伝えた。

「ふむ。男の子は、そういうところがあるのね」

　桂けい香か先輩はうんうんと頷うなずいている。でも真意を汲くみ取ってはいないだろう。

　それから僕達は、プラスチックの銃じゆうを構えてゾンビを倒したり、球体を象かたどった機械の中に入ってロボットを操作したり、様々なゲームで遊び続けた。

「ちょっとジュース買ってきますね。先輩は何を飲みますか？」

「私は、炭たん酸さん以外のジュースがいいかな」

　桂香先輩は小こ銭ぜにを取り出そうとしたが、

「あ、いいです。奢おごりますから」

　と言って僕は小走りで自動販売機の方へ向かった。

　炭酸飲料と炭酸なしジュースを二本買って、僕は桂香先輩のところに戻ろうとした。

　そんな僕の視界の端はしに、人だかりができているのが見えた。そこは赤い筐きよう体たいの将しよう棋ぎマシーンがある場所だった。

　これだけ人が集まっているということは……誰かが優勢に戦っているからかもしれない。僕は人だかりの方に足を運んだ。

「この女の子達、マジ凄すごすぎ」

「プロ棋き士しに勝ったコンピュータにこれだけ圧勝できるってことは、この子達プロに匹ひつ敵てきする棋き力りよくってことか？」

「女じよ流りゆう棋き士しかな？　でも、見たことない顔だしなぁ」

　そんな声が僕の耳に届いてきた。

　その言葉を吟ぎん味みするに、どうやらすでにコンピュータを倒した人が出たらしい。しかもどうやらその人は女の子で、複数いるらしい。

　男女差別をする気はないが、男ならともかく、女の子でそれだけ高い棋力を持っているというのは、俄にわかには信じられなかった。それが事実なら、今すぐ奨しよう励れい会かいに入るべきだと思った。いや、もしかしたら、すでに奨励会員なのかもしれない。

　僕は人のあいだを縫ぬって、最前列に歩み出た。

　その三人の後ろ姿を見た時、僕は持っていたジュースを落としていた。

　ちょっ。えええっ。ええええええええええっ。

「ほんまや。大したことないな。これなら飛ひ車しや落おちでも余裕やな」

　その女の子は、椅い子すに座って聞き覚えのある関西弁を発している。

　一目見て、香きよう車しやだとわかった。その両りよう端はじには、歩ふと桂けい馬まが立っていた。

　何をしてるんですか？　いや、マジで何してんの？

　いくら何でも目立ち過ぎだ。香車は問題ないが、歩の着物姿と桂馬の欧おう州しゆう貴族の恰かつ好こうは視線を集め過ぎている。

　僕は落としたジュースを拾って、駒こま達の背後に立った。

「ちょっと、歩さん。何してるんですか？」

「あ、あゆむくん。桂けい香かさんと楽しそうに遊んでいて、何よりです。さっきの桂香さんを崖がけ下したに突つき落としたプレイは、笑わせていただきました。このままの勢いで、もっと桂香さんとの仲を深めましょう」

「まあ、それはいいんですけど、それで、何をしてるんですか？」

「プロ棋き士しに勝ったコンピュータと戦ってるんです」

「それは見ればわかります。どういう理由で戦っているんですか？」

「このあと、あゆむくん達はケーキ店に行きますよね。女王様もそこのケーキを食べるので、費用を稼いでこいとわたくし達に指令を出されたのです。わたくしと桂馬さんはすでに勝利しましたから、あとは香車さんが勝てば三十万円ゲットですわ」

「三十万円分も食べるんですか？」

「いえ、さすがに女王様もそこまではお召し上がりになりません。このお金は、明日以降のケーキ代も含ふくまれています。あゆむくんにいくら臨りん時じ収入が入ったと言っても、毎日ケーキ代を出してもらっていたら、相当な出費になってしまいますから。残ったお金は、寄付に回すとのことですわ」

　ふむ。自分の食い扶ぶ持ちは自分で稼ぐということか（女王は出てきていないが）。

　しかし、僕は思った。

　これはインチキではないのか、と。

　駒達の力を持ってすれば、コンピュータなんぞ簡単に捻ひねり潰つぶせる。たった今香車が言ったとおり、飛ひ車しや落おちでも勝てるだろう。そんな人間ではない存在の彼女達が、賞金をかっさらっていくのは、果たして倫理的にどうなのだろうか。

　まあ、僕がお金を返しなさいと言っても、女王は絶対に従わないだろう。僕もそんな台詞せりふは口にできない。

　まあ、いいかと思った。いくらかは寄付に回すということだし。社会的弱者のために、有効に使われることだろう。そう思うことで、僕は自分を納なつ得とくさせた。

「それじゃ、僕は桂香先輩のところに戻るね。あまり目立っちゃダメだよ」

「わかりましたわ。あゆむくん、頑がん張ばって」

　歩は僕の背中に手を当てて、軽く押した。

　桂けい香か先輩のところに戻る。炭酸なしのジュースを手渡す。

「奢おごってくれてありがとう。でも、お金大丈夫？」

　僕は笑って、

「さすがに百円くらいなら奢れます。僕、このあいだ東日本代表を決めた日、父親から一万円貰もらったので」

「わっ。凄すごい。お父さん、太っ腹ね」

「こんな風にご祝儀を貰ったのは初めてです。父は将しよう棋ぎにはあまり詳くわしくないんですけど、僕が東日本の代表になったのが嬉うれしかったみたいです。これで日本一になったら、三万円くらい貰えるのかな」

　僕がそう言うと、桂香先輩は慌あわてたように手を左右に振って、

「あゆむくん、捕らぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようをしたらダメよ。碌ろくなことがないからね。体験者は語る、よ」

「そうですね。僕も痛い目に遭あったことがあるので、考えないようにします」

　それから更に一時間ほどをゲームセンターで過ごした僕達は、正午前に店を出て、世界一の腕を誇ほこるケーキ職人がいる店に向かった。

　通りを歩く人の数は、半はん端ぱなく多かった。夏の太陽と人いきれで、火が点ついたかのように身体は熱くなっていた。横断歩道で立ち止まると、額から汗が流れ落ちてきた。あぁ、ハンカチを持ってくるのを忘れたと思いながら手の甲で汗を拭ぬぐっていると、

「はい。ハンカチ使って」

　と、桂香先輩が薄黄色のハンカチを差し出した。

「え、でも」

「大丈夫。私、ハンカチ二枚とハンドタオルも持ってきたから」

　そう言って桂香先輩はバッグの中身を見せた。さすが桂香先輩。僕と違って用意がいい。

「すみません。それじゃ、使わせてもらいます」

　僕は甘い匂においのするハンカチで額を拭った。

　十五分ほど歩き続けると、目的地であるケーキ店に着いた。

　店内は一階と二階に分かれていて、かなりの座席数があったが、すでに九割ほどが埋うまっている状態だった。ほとんどが女性だったが、恋人と思おぼしき男性も多少はいたので、僕もそこまで肩身の狭せまい思いはせずに入店できた。僕と桂香先輩は、一階の窓まど際ぎわの席に腰を下ろした。

「僕達はこれが昼食になるわけですけど、周りの女性もそうなんですかね」

　僕がそう言うと、桂香先輩は僕の耳に顔を近づけて、

「ご飯とケーキは別腹という人も多いと思うよ」

　と小声で言った。

　なるほどと、僕は頷うなずき返した。

　お冷とおしぼり、そしてメニューが運ばれてきた。僕は一気に水を飲み干し、冷えたおしぼりで手を拭ふいた。正直、中年のおじさんみたいに顔も拭きたかったが、桂けい香か先輩の前であり、周りはほとんど女性ということもあって、自重した。

「可能なら、全部食べたい」

　写真付きのメニューを見ながら、桂香先輩は楽しそうに言った。

　数分考こう慮りよした結果、桂香先輩は《当店人気ナンバーワン・ケーキセット》を、僕は《店長の気まぐれケーキセット》を注文することにした。

　冷房の効いた店内は、汗で蒸れた僕の身体からだを心地良く冷やしてくれた。桂香先輩も生き返ったように涼すずんでいた。

　僕達の元にケーキセットが運ばれてくると、周りの席に座っていた女性達が、向こうの方が美お味いしそうとか、あれ頼めば良かったぁなどと口にしていた。僕からすれば、その人達の食べているケーキと何がどう違うのか判断しかねたが、隣となりの芝しば生ふは青く見えるというやつかもしれない。

　桂香先輩は至福の表情でケーキを食べている。見ているこちらまで幸せな気持ちになる表情だった。

「そんなに見られると恥はずかしいわ、あゆむくん」
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「すいません。至福の表情に見み惚とれてました」

「そういう顔にもなるわ。私、こんなに美味しいケーキ食べたの初めて。評判どおり、いえ、評判以上のケーキだわ」

「確かに、その辺のケーキと明らかに違いますね。さすが世界一のケーキ職人がいる店です」

　どちらかと言うと辛からい食べ物の方が好きな僕でさえ、この味は癖くせになりそうだった。お金に余裕があって家の近くにこの店があれば、足あし繁しげく通うかもしれない。

　半分ほどのケーキを食べ終えた時、桂けい香か先輩は唐とう突とつに話を切り出した。

「今日は将しよう棋ぎのことは忘れて遊びましょうって言ったけど、やっぱり今日話しておこうかな。団体戦が終わってから言うのは、さすがに遅いしね」

　これから桂香先輩が何を話すのか、僕にはとんと見当がつかなかった。

「あのね、私、今度の団体戦を、中学最後の大会にしようって決めたの」

　一人きりだったら、きっと絶ぜつ叫きようしていた。

「えっ、次で引退ということですか？」

「うん。まだ出られる大会はあるけど、受験勉強もあるしね。私の志望校、片手間で受かるほど甘くはないところだから。気合を入れて勉強しないといけないの。だから、次で最後にしようと思ったの」

　僕には衝しよう撃げきの展開だったが、しかしよく考えてみれば、八月の大会でクラブ活動を引退するというのは、中学三年生の桂香先輩からすれば極ごく自然な話だった。

　だが話を聞いた瞬しゆん間かん、僕の心の中にはぽっかりと穴が空いた。手を伸ばせば触ふれられる距離にいる桂香先輩が、もう二度と触れられない場所にまで行ってしまったような感覚に捉とらわれた。

「あゆむくん、そんなに寂さびしい顔しないで」

　そう言われるほど、僕は寂しげな顔になっていたようだ。

　僕は顔の筋肉を伸ばすように手で擦さすり、必死に口角を上げた。

「そうですよね。この時期に引退するのは、普通のことですよね」

「引退といっても、部室には顔を出すわよ。次の部長を決めるまでは私が部長のままだし、時間がある限り、後輩の指導は続けるわ。だから、別に今度の団体戦が終わったらお別れというわけじゃないのよ」

　その言葉は救いだったが、それでも胸の穴が塞ふさがることはなかった。

　今度の団体戦が、最後……。

　胸に空いた穴から、闘とう争そうの炎が燃え滾たぎってきた。

　文字どおり、絶対に負けられない戦いになった。

　勝つ。僕は西にし本もとに勝つ。勝って、日本一の喜びを桂香先輩と分かち合うのだ。

　その瞬間、僕は怪物西本を吞のみ込んでいた。

　もう恐れないぞ。奨しよう励れい会かい三段と同程度の棋き力りよくが何だというんだ。僕には、将棋の神様が付いている。誰も知ることのできない神の一手を教えてくれる。大丈夫。教えをきちんと理解すれば、必ず僕は西本に勝てる。

「それじゃあ、今度の大会は是ぜが非ひでも日本一にならないといけませんね。大おお橋はし先輩を、日本一の将しよう棋ぎクラブ部長として送り出します」

　強気に宣言する僕を、桂けい香か先輩はじっと見つめた。

「あゆむくん、棋き力りよくが上がるスピードも尋じん常じようじゃないくらい早いけど、性格もというか、心構えみたいなものも、数ヵ月前とは違う感じ」

　それは桂香先輩のためです！　なんてことは言えないので、

「団体戦のレギュラーになることができて、代表の座も勝ち取ることができた結果が、内面に反映されているのかもしれません」

「それはとても良いことね。地位が人を変えるというものね。あゆむくんなら、これからもどんどん上にいけるわ」

　そう言ったあと、桂香先輩は柔にゆう和わな表情から真剣な顔に変わって、

「あゆむくんって、将来プロ棋き士しになりたいって思ってるのかな？」

　唐とう突とつな問いに、僕は戸と惑まどう。

　プロ棋士に憧あこがれは持っているが、自分があの場所で対局している姿を想像したことはなかった。そんなことを想像できるだけの棋力がなかったから。

　でも、今はどうだろう。当然、まだプロ棋士になる力はないが、数年後はどうなっているのだろう。このまま将棋の神様の教えを受け続けたら、最終的に僕はどこまで上のぼり詰つめることができるのだろうか。

　もし、限られた人間しか叩たたくことができない門を叩く資格を手に入れられたとしたら……もし、限られた人間しか潜くぐれない門を潜れる力を得たとしたら……。

「ちなみに、なぜそういう質問をされたんですか？」

「あゆむくんの成長が、天井知らずのように思えたから。毎日一緒に指さしていると、そういう気にさせられる。だから思ったの。あゆむくんがこのスピードで成長を続けたら、プロ棋士になるのも夢じゃないんじゃないかって」

「そういう風に評価してもらうのは嬉うれしいですけど……現時点では、プロ棋士になることを意識したことはありません。奨しよう励れい会かいに入るだけでも、かなりの棋力がいりますから。仮に今奨励会に入れたとしても、《地じ獄ごくの三段リーグ》なんて呼ばれている最終関門を突とつ破ぱできる自信は全くないです。でも、たとえば来年か再来年、中学生名人になることができたら、その道を進むことを意識するかもしれません」

　桂香先輩はぱっと明るい顔になって、

「そっか。じゃあ、来年が楽しみだね」

「そうですね。どこまで行けるか、自分でも楽しみです。──大橋先輩は、どうなんですか？　プロ棋士への思いというのは、持っているんですか？」

　僕の問いに、桂香先輩は寂さびしげな笑みを見せた。

「昔は、プロ棋き士しになることを意識してた。女じよ流りゆう棋士ではなく、女じよ性せい棋士になりたいって。そして男性棋士を倒たおしまくって、タイトルを獲とる夢を見たこともある。でも、ある時悟さとったの。自分には、プロになる力はないと。父にも、訊きいたことがある。私にプロ棋士になる実力はあるかって。はっきりと言われたわ。今の私にプロになる力はないと」

　大おお橋はし名人は、その事実を伝える時、とても辛つらかっただろうなと思った。自分の子供が本格的に将しよう棋ぎを指さすだけでも嬉うれしいはずだ。しかも桂けい香か先輩は女の子で、個人戦や団体戦で立派な成績を残している。そのことは、とても喜んでいるはずだ。

　でもプロ棋士を目指すという行為は、生なま半はん可かな努力や才能では通用しない。犠ぎ牲せいにしなければいけないものもあるだろう。念願成じよう就じゆすれば全て報むくわれるが、失敗した場合は何も残らない可能性もある。棋士になることへの思いが強ければ強いほど、失敗した時のダメージは大きいはずだ。

　だから大橋名人は、安易に娘にその道を進ませなかったのだと思う。

　毎年全国から『天才』だとか『怪かい物ぶつ』と呼ばれるほどの子供達が奨しよう励れい会かいにやって来る。その中から、プロ棋士と遜そん色しよくのない棋力の三段にまで上り詰めることができるのは、一ひと握にぎりの人間だけ。しかもそこまでは前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない。三段リーグに入ってから、最後にして本当の戦いが幕を開けるのだ。

　プロ棋士になれるのは、一年間に四人だけ。半年毎ごとに、秀でた実力者二名が三段リーグを抜けていくが、そうするとまた新たな有望株が入ってくる。その繰くり返し。そんな天才や怪物を相手に戦い続け、上位に入る成績を収めなければいけないのだ。茨いばらの道である。あの大橋名人でさえ、地じ獄ごくの三段リーグを一発では突とつ破ぱできなかった。茨の道だと知っているから、はっきりと現実を突つき付けたのだと思う。

「最初は落ち込んだわ。自分にはプロになれる力があると信じていたから。でもね、今は考え方を変えたの。前向きに行くことにした。将棋の世界で生きていく道は、プロ棋士になることだけじゃない。せっかく制度として女流棋士というものがあるのだから、そちらの方に進もうって。そして女流棋き界かいの中で頂点を目指しながら、将棋の普及活動にも力を注いでいきたいと思ってる。将棋の面おも白しろさをもっと女の子達に伝えることができれば、裾すそ野のを広げることができるはず。分母が増えれば、男性棋士にも負けないくらいの天才女性棋士が出てくるかもしれない。私は、そういう風に生きていこうと思ってるの」

　何てしっかりした考え方なのだと僕は思った。そして将棋への愛情がとても深いことを改めて知った。僕なんかよりも、よっぽど将棋への愛に溢あふれている。

　僕は思う。桂香先輩なら、きっとその思いを成じよう就じゆできるだろうと。桂香先輩が女流棋士になったら、話題には事欠かない。大橋名人の娘さんということもあるし、その美び貌ぼうはメディアが放っておかないだろう。将棋をやらない女の子達にも、きっとアピールできる。

　ちなみに女流棋士というのは、女性のために特別に設もうけられた制度である。世間一般では、女流棋き士しのことをプロ棋士と思っている人もいるようだが、厳げん密みつには女流棋士はプロ棋士ではない。プロ棋士というのは奨しよう励れい会かいの三段リーグを抜ぬけた者か、特例でプロ棋士編入試験を受けて合格した者かのいずれかに与えられる称しよう号ごうなのである。

　ただ、プロ棋士に棋き力りよくが劣おとるとされる女流棋士でも、たまにトップレベルの男性棋士を倒すことがあるから面おも白しろかった。

「大おお橋はし先輩なら、それを実現できると思います。そして女流棋士の中で、必ず頂点に立てると思います」

「ありがとう。でも女流棋士の世界もどんどんレベルが上がっていると言われているし、実際活いきのいい人が多いから、頂点のハードルは高いわ」

「そういえば最近、女流棋士最強の女性が、奨励会に入ってプロ入りまであと一歩というところまできていますよね。そういうこともあるわけですから、大橋先輩も将来的にどうなるかわかりませんよね。大橋名人に否定されたかもしれませんけど、今の大橋先輩にはその力はない、という言い方をしたわけですから、未来に含ふくみを持たせています。二は十た歳ちを超えてから、飛ひ躍やく的に棋力がアップする例だって皆無ではないわけですから」

　才能の煌きらめきは、歳を取るほど薄うすれていくというのが、この世界での一般的な見方だ。僕もそれは間違いではないと思う。

　でも、それは全ての人間には当てはまらない。

　歳を重ねるごとに、才能の輝きを増していく人間もいる。

　桂けい香か先輩はにこりと笑って、

「そうね。確かに父はそういう物言いをしたわ。──もし将来、今の自分なら奨励会に入って三段リーグを突とつ破ぱできるかもしれないと思ったら、その時は捨身で挑ちよう戦せんするかもしれない。大事なのは、常に上を見続けるということね」

「そうです。プロだろうがアマチュアだろうが、今よりも強くなりたいという気持ちを持ち続けることが、棋力アップに必要な要素ですから。向上心を持っていたら、何歳になっても全盛期でいられます。反対に向上心を失ったら、あっという間に落ちぶれると思います」

　桂香先輩はうーんと唸うなって、

「本当、そのとおりだと思う。あゆむくん、十二歳ですでに何かを悟さとってるみたいな感じね」

　僕は頭をぽりぽりと搔かいて、

「今の台詞せりふは、大橋名人の受け売りなんですけどね」

「父、そんなこと言ってた？」

「はい。将棋本の中で言ってました。四十代になってなお進化を続ける大橋名人の言葉だから、説得力があります」

「父が聞いたら喜ぶわ」

　会話が一段落すると、桂香先輩はトイレへと席を立った。

　ケーキを食べ終えた僕は、ふっとあることを思い出し、鞄かばんを開けて一枚の紙を取り出した。

《第※回　ペアマッチ将しよう棋ぎ大会》と文字が印刷された紙。

　毎年九月に、東京で行われている大会だ。男女がペアを組んで対局するという形式の大会。先日、何気なく将棋関連のサイトを見て回っていたら、この大会の存在を知った。アマチュアの男女であれば誰でも参加できるということなので、桂けい香か先輩を誘さそおうと思い立って、この紙を持ってきたのだが……。

　先ほど、桂香先輩は今度の団体戦を最後の公式戦にすると言っていた。その言葉を聞いた手前、この大会には誘い辛づらかった。

「ペアマッチ将棋大会？」

　と、背後で声がした。

　振り返ると桂香先輩が立っていた。

「それ、東京で九月に開かい催さいされてる大会のこと？」

「あ、知ってるんですか？」

「うん。出たことはないけど、面おも白しろそうな大会だなとは思ってたの。ちょっと見せてくれる」

「はい。どうぞ」

　桂香先輩は僕から紙を受け取ると、席に座って記された内容を読んだ。

「この大会、結構名前の知られている人も出てるのよね。父の弟子である女流棋士の人も優勝したことがあるのよ」

「はい。男女共に強豪が出てる大会みたいなので、優勝のハードルは高いと思います」

　桂香先輩は紙をテーブルの上に載せると、少し考えた顔つきになって口を開いた。

「この大会の要よう綱こうをプリントアウトして持ってきたのは、もしかして、私を誘おうとしてくれたってことかな？」

　僕は一拍置いて頷うなずいた。

「はい。先日たまたま見つけて、男女で交互に指さすのって、面白そうだなと思ったんです。それで、大おお橋はし先輩と出られたら、優勝も狙ねらえるかなと思ったんですけど……今度の団体戦を最後にするということですから、無理ですよね」

　桂香先輩はプリントアウトした紙を数秒眺ながめたあと、再び僕に視線を合わせて、

「私は大丈夫よ。誘ってくれてありがとうね。一緒にこの大会に出ましょう」

「えっ、ほんとにいいんですか？　受験勉強に集中しないといけないのでは？」

「受験勉強と言っても、毎日十数時間やるわけではないし、週に一日は完全オフにすると決めているから大丈夫よ」

「ありがとうございます。良かったです」

「この大会は、緊きん迫ぱく感かんという意味では団体戦より下かもしれないけど、真剣勝負には違いないわ。せっかく出場するんだから、優勝を目指しましょうね」

「は、はいっ。頑がん張ばります！」

　僕は天にも昇る心地になった。勇気を出して誘さそって良かった。

　団体戦も距離が近いところで将しよう棋ぎを指さすわけだが、ペアマッチともなると更にその距離は近くなる。交互に将棋を指すという行為は、思っているよりもずっと難しい。パートナーがどんな未来を思い描いて指しているのかを理解しないといけないので、自分本位の指し手は通用しなくなる。以心伝心の度合いが何より重要だ。

　この大会で優勝することができれば、桂けい香か先輩との心の距離も近くなるかな。そんな夢を僕は見た。団体戦と同じくらい、このペアマッチ将棋大会でも優勝したいという思いは強まったのだった。

（良かったなぁ、あゆむ。桂香にＯＫもらえて）

　不意に聞こえてきた香きよう車しやの声。僕はポケットに手を入れて駒こまを触さわる。

（はい。ダメかと思っていたので、ほっとしました）

（しかしあれやなぁ。桂香はあゆむがこれだけアプローチしてきとることについて、少しは何か思ってるんかなぁ）

（アプローチと言えるほどの行為、僕してますか？）

（してるやろ。こんな風に遊びに誘うこと自体、普通はこう思うものやで。『この人、私に気があるのかしら』って。でも桂香の言動を見ている限り、そういう気配を感じられないんやな）

（……それは、香車さんが常日頃言っている、桂香先輩が僕を男として見ていないという理由が根本にあるからでは？）

（いや、桂香があゆむをどういう風に見ているかということと、桂香があゆむは自分のことをどう思っているのだろうという話は、似ているようで全然違う。これだけ二人でどこかに行く、あるいは参加しようと誘われたら、何かしらの感情が働くはずなんやけどなぁ。それが見えないんや。──よし、あゆむ、桂香に探りを入れてみろ）

（探りって何ですか？）

（桂香があゆむのことをどう思ってるかの探りや）

（厭いやですよそんなことするの）

（直接的に訊きくわけやない。あゆむだって、桂香の本心は気になるやろ）

（それは、まあ、気になりますけど）

（あたしの言うとおりに訊けば変なことにはならん。ええな）

　少し逡しゆん巡じゆんしたが、香車には今日という日を作り出してもらった恩があるし、良かれと思ってやってくれているのだ。僕自身、桂香先輩の本音は気になる。だから僕は了解ですと返事をし、頭の中に響ひびく香車の言葉を丁てい寧ねい語ごに直して桂香先輩へ問いかけた。

「あの、大おお橋はし先輩」

「ん？」

「大おお橋はし先輩は、このあいだ将しよう棋ぎが恋人ですって言ってましたけど、男の人に言い寄られることは多いですよね？　遊びの誘さそいとか」

　僕の質問に、桂けい香か先輩は驚おどろいた顔で首を否定的に振った。

「私が男の人に言い寄られることが多い？　まさか。そんなことないわよ。私今まで、言い寄られたこととか遊びに誘われたことってないもの」

「一度もですか？」

「私の記憶が正しいなら、一度もないわ」

　そう答える桂香先輩を見て、香きよう車しやは結論を出した。

（あゆむ。これは二に階かい堂どうが言ってたことが正しいみたいやで）

（二階堂さんが言ってたこと？）

（桂香は恋愛方面に関しては鈍にぶいと言うとったやろ。どうやらそのとおりみたいやな。桂香くらいの女が、これまで一度も男に言い寄られたことがないなんて、まず有り得ん。直接的には告白されたことがないかもしれんけど、男が寄ってこないなんてことはないで。実際、桂香目当てに将棋クラブに入ってくる男も多いんやからな。つまりや、桂香は、今風に言うと、天然かもしれんな）

（天然、ですか……）

（もしくは、超ウブや。桂香は面と向かってはっきり好きですと言われなければ、相手の男が自分に好意を持っていると理解できないタイプの人間なんや）

　その話を聞いて、それは当たっているような気がした。

（桂香が鈍どん感かんなことが、あゆむにとってプラスに働くのかマイナスに働くのかはわからんけど、とりあえず現時点では、桂香はあゆむの想いに全まつたく気づいていないという答えが出たな）

　将来的なことは置いておいて、桂香先輩が僕の想いに気づいていないというのは、僕にとって悲しいことではなかった。むしろ、安あん堵どした面がある。僕の本心を知られた状態で向き合うのは、正直言って恥はずかしい。きっと目も合わせられないだろう。だから今はこれで良いと思った。

　そろそろ店を出ようとした時、店の奥の方がざわついているのが耳に入った。僕達のいるところからは壁かべがあって死角になっているので、視線を向けることはできない。

「何かしら？」

　そう言って桂香先輩は立ち上がり、ざわついている方へ歩を進めた。僕もあとに続く。

「わあ、綺き麗れいな人」

　そう呟つぶやく桂香先輩の背後から、僕はその綺麗な人を覗のぞき込んだ。

　僕は噴ふき出した。

　女王が一人で席に座って、ケーキを頰ほお張ばっていた。僕と桂香先輩が注文した二つのケーキセットがテーブルの上に並んでいる。

　真しん紅くのドレスを着た女王は、目立ち過ぎている。スパンコールの煌きらめきが眩まぶしい。こんなところに着てくる服装ではないし、何よりも夏に着る服ではない。

　周囲にいる女性達は、女王の綺き麗れいな顔立ちやドレス姿を褒ほめていた。モデルみたいだとか、女優顔負けの美人だとか、神のような美しさね、などとのたまう人もいた。

　最近、神という言葉が軽々しく使われ過ぎているが、この場合に限っては正解だった。確かにその人は神です。

「素敵な人ね。芸能人かしら？」

　桂けい香か先輩は首を傾かしげている。

「大おお橋はし先輩、そろそろ行きましょう」

　僕は桂香先輩を促うながし、逃げるようにして店を出た。
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　ケーキ店を出たあとは、先ほどまで遊んでいた建物へと戻ってボウリングで遊んだ。

　アベレージが一八〇という桂香先輩は、きっとカーブをかけるのが上う手まいのだろうなと予想した。女の子ということもあるが、パワーよりも正確なコントロールでピンを倒すタイプの投球だろうと。

　違った。桂香先輩の投げ方は豪快だった。

　助走をつけて、腕を後方に思い切り上げ、その反動で力一杯投げるという男並みのスタイル。桂香先輩は投げる度たびに「はっ」とか「やっ」という掛かけ声を発していた。

「力強い投げ方ですね。てっきりカーブをかけてたくさん倒す投げ方だと思ってました」

「私、カーブかけられないの」

　僕の方が二歳年下とはいえ、単純なパワーなら僕の方が桂香先輩よりも強いはず。だから僕も男の意地でピンを倒しにいったのだが、五ゲームやって一度も桂香先輩に勝てなかった。

「大橋先輩って、もしかして筋力は強いんですか？」

「大した回数はしていないけど、一応週に五日くらいは、腕立て伏ふせや腹筋をしてるの。あと、ダンベルを使った運動も。将しよう棋ぎには、体力も必要だからね」

　なるほど、そういうことかと僕は合点がいった。同時に僕も今度から筋トレをしようと決意した。

　予定の五ゲームを終了し、その場を離れようとした時、僕の視界の端はしでキラキラと光る何かが目に留まった。奥の方のレーンで、煌びやかな恰かつ好こうをした人が立っていた。派手な恰好をしている人だなぁ、まるで女王のような服装だなぁと思ってよく見ると、女王本人だった。

　僕はまたしても噴ふき出した。

　何でボウリングしてるんだよ。

　視線を右に向けると、香きよう車しやと歩ふと桂けい馬まが椅い子すに座って、女王に向かって拍手を送っている。

　さっさとその場を去っても良かったが、女王がどういう投げ方をするのか興味があった。人間ではない存在の女王。将しよう棋ぎの才能だけではなくて、身しん体たい的てき能力も人間を凌りよう駕がしている可能性もある。もしかしたらスーパーな投球が見られるかもしれない。

　女王が赤色の玉を持つ。

　助走をつける。

　玉を真上に掲かかげる。

　そのまま思いっ切り前方へ投げた。

　まんま、砲ほう丸がん投なげだった。

　玉はカーブを描えがいてレーンの中央に重く派手な音を立てて落ちると、そのままコロコロと転がっていき、二本のピンを倒した。

　店員が慌あわてた様子で女王の元に駆かけ寄って行く。店員はレーンの方を指ささして女王に何かを言っている。女王が黄金の扇せん子すを取り出して店員を叩たたこうとする。香車達が走ってきて女王の暴走を止めている。

「どうしたの、あゆむくん？」

　桂けい香か先輩が女王達の方に振り向こうとした。

「いえ、何でもないです。行きましょう」

　僕は桂香先輩を促うながし、またしても逃げるようにしてボウリング場を出た。

　エレベーターに乗りカラオケ店がある五階へ。

　カラオケにはほとんど来たことがなかったが、特に緊張はしていなかった。別に音おん痴ちではないし──たぶん──、仮に下へ手たでも笑われることはないだろう。この日のために練習してきた、デュエット・ソングを上う手まく歌えるかが問題だった。

　桂香先輩が先に歌い始めたが、僕はその歌を全く聴きいたことがなかった。歌詞に出てくる言葉を見ていると、最近の歌ではないように思えた。

　それにしても、桂香先輩は歌が上手かった。歌も、と言った方が適切だろうか。美人で頭も良くて優しくて将棋が強くてボウリングも上手くて歌も上手い。何か欠点はないのだろうか。そんな思いを抱きながら、僕は桂香先輩の美声に聴き惚ほれていた。

　歌が終わると、僕は心からの拍手をした。

　桂香先輩ははにかんだ笑みを浮かべて、

「ありがとう。今の歌、知ってる？」

「いえ、初めて聴きました。歌詞を聴いてると、昔の曲っぽい感じがしました」

「ご名答。今の曲は、八十年代の曲なの」

「八十年代ですか」

「うん。私、今流は行やっている歌も嫌いではないけど、どちらかというと、自分が生まれる前の歌の方が好きなの。たぶんこうなったのは、父の影えい響きようね。父の祝賀パーティなんかに付いて行くと、周りは中年の人だらけで、カラオケになると、その人達が青春時代を送った歌か謡よう曲きよくばかりが耳に届いてくるの。その影響でこうなったんだと思う」

　なるほど。こんなところにも、桂けい香か先輩は父親の影響を受けていた。

　それからは交互に歌を歌い合った。僕も結構上う手まく歌えて──たぶん──、桂香先輩に拍手をもらって気分を良くしていた。

　そしていよいよ、デュエット曲を歌うことになった。

　僕と桂香先輩の距離は、人ひとり分空いている。

　もう少し距離を縮めたいな。

　そう思った僕は勇気を出して距離を縮めようとするが、尻しりが鉛なまりのように重たくなっていてソファから浮かせられない。せいぜい五センチ程度しか詰つめられなかった。これ以上もぞもぞすると不審がられるので諦あきらめようとした時──。

　桂香先輩がふわりと腰を浮かせて、幅はばを寄せてきた。距離は半分ほどに縮まっている。

　正面のモニターを見つめる桂香先輩の表情に変化はない。

　どういう意識で距離を縮めてくれたのだろうか。

　それを考えようとする前に、曲が流れ始めた。

　鼓動が加速する中で、僕は歌い始める。

　男性パートと女性パートを交互に歌い、サビに突入する。低い僕の声と高い桂香先輩の声が綺き麗れいにハモり、調和の取れた歌声となって室内に響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、僕は心が躍おどる素敵な感覚に包まれた。電流が流れているようなビリビリ感が皮ひ膚ふの上を走り、将しよう棋ぎで勝った時のようなカタルシスが僕の中に溢あふれた。

　歌い終わると、採点システムが作動し、僕達の歌声を九十二点と評価した。

「あゆむくん、凄すごく上手。ハモってる時、凄く気持ち良かったわ」

「大おお橋はし先輩に引っ張ってもらいました。僕もハモってる時、とても気持ち良かったです」

「こんなに上手く歌えるなら、私の好きな八十年代のデュエット・ソングもきっと上手に歌えるわ。今度ＣＤ貸すから、練習してみてくれる？」

「あ、はい。是ぜ非ひ」

　これは、またいつか一緒にカラオケに行けるということだろうか。僕は心の中でスキップしていた。

　たっぷり二時間歌って、僕達は部屋を出た。

　とある部屋の前を通り過ぎようとした時、僕の視界の端はしに、どこかで見たことのある姿が見えた気がした。

　僕は立ち止まると、少し後退して、その部屋の中を覗のぞき見た。

　瞬しゆん間かん、僕は噴ふき出した。

　女王、香きよう車しや、歩ふ、桂けい馬まの四人が部屋の中央に立って、マイク片手に歌っていた。踊おどりながら、歌っていた。踊りは実に切れがあって、微かすかに聴きこえてくる歌声も耳に心ここ地ち良よかった。素直に上う手まいと思った。

「どうしたの、あゆむくん？」

　桂けい香か先輩に声をかけられて、僕は我に返った。

　こちらに歩いて来る桂香先輩を押し止めて、僕はレジへと向かった。

　外に出た時、時計の針は三時三十分を指さしていた。

「さて、これからどうしようか？　どこか行きたいところある？　それとも、今日はもう帰る？」

　桂香先輩と一緒に居いられるなら、いつまでだって一緒に居たいというのが僕の本音だが、今日はもう十分遊んだ。僕の知らなかった桂香先輩の素顔も見ることができた。今まで聞けなかった話も、たくさん聞けた。たぶん僕しか知らないことも、たくさん教えてもらった。今日はもうこれ以上、贅ぜい沢たくはしない方がいいだろうと思った。

　もっと桂香先輩の顔、特に笑顔を見ていたいという気持ちはあったが、桂香先輩が一番輝いている時の顔は、将棋に勝った時の喜びに溢あふれた時の笑顔だ。

　そんな風に考えた時、次に僕の頭に浮かんできたのは、西にし本もとの顔だった。

　西本を倒さずして、桂香先輩の最高の笑顔を見ることはできない。

　十分過ぎるほど鋭えい気きを養った。残りの時間は、全て将しよう棋ぎに捧ささげる。西本を倒すためだけに、全神経を集中する。

　僕はそう決めた。

　十分遊んだので、今日はもう帰ります。

　そう言おうと口を開いたが、先に話し出した桂香先輩に言葉を搔かき消された。

「将棋のことは忘れて遊びましょうって言っておいて何だけど、今日はこのあいだ中学生名人戦をやったデパートで将棋祭りをしていて、父が出演しているのよね。行ってみる？　今から行けば父の指導対局を受けられるかもしれない。決勝大会に向けて、かなり勉強になると思う」

　僕の脳のう裏りに、大おお橋はし名人の顔が浮かぶ。

　今行けば、初めて大橋名人に会えるのか……。

　舌の根の乾かないうちに何だが、そう思うと、帰ろうという気持ちよりも行ってみたいという気持ちの方が上回った。

　大橋名人の指導対局。それは是ぜ非ひ受けてみたい。僕は誰よりも強い将棋の神様の指導を受けているわけだが、それとこれとはまた別の話である。

　僕は周囲を見る。まだ駒こま達は戻ってきていない。将棋祭りに行っても、そこまで遅くはならないだろう。

「そうですね。僕、大おお橋はし名人に会ったことがないので、行ってみたいです」

「えっ？」

　桂けい香か先輩は心底驚おどろいたような顔になっている。

「父に、会ったことがない？」

「はい。僕、大橋名人には、まだお会いしたことはないです」

　桂香先輩は無言で僕を凝ぎよう視ししている。あまりにもじっと見つめるものだから、僕は恥はずかしくなって視線を逸そらした。

「そうだったっけ？　私、てっきり何度か話してるものだと思ってた」

「僕が大橋先輩の家に行く時は、名人は家にいないことが多いんです。対局でいなかったり、講演会でいなかったり。研究会なんかも、別の場所で頻ひん繁ぱんにやられているようですし。在宅の場合も数回あったみたいですけど、そういう時は名人が自室に籠こもられて顔を合わせることはなかったんです」

「そうだったんだ。私、勘かん違ちがいしてたわ。──じゃあ、今から行きましょうよ。あゆむくん、父のことよく褒ほめてくれてるからね。以前そのことを話した時、そんなに褒めてくれたら、自分が史上最強の棋き士しになった感じになるって喜んでたのよ」

「実際、僕は大橋名人こそ史上最強の棋士だと思ってますから」

「よし。それじゃ行きましょう」

　桂香先輩は僕を手招きする。僕は頷うなずいて歩き始めた。
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　会場は予想以上に熱気に包まれていた。座席は全て埋うまっていて、立ち見の客で溢あふれ返っている。大半が男性だが、年ねん齢れいは若者と中高年が半々といった感じだ。ゲストのプロ棋士は数人いたが、一番人気はやはり大橋名人だろう。実力だけではなく、人気も棋き界かい一いちである。

　僕と桂香先輩は最後方に立って、ステージ上を見ていた。

　スーツ姿の大橋名人が、女流棋士と対局していた。相手の女流棋士は、女流の中では五本の指に入る実力者だった。しかしもちろん、対局は平手ではなくハンデ戦で行われていた。どうやら大橋名人は初しよ手てから三十秒将棋で、女流棋士の方はいくらかの持ち時間ありの対局のようだった。

　二人が対局している横の方に、将しよう棋ぎ盤ばんを大きくした大盤が設置してあり、そちらでプロ棋士が駒こまを動かして観客にわかるように解説していたが、局面はすでに終盤だった。大橋名人の勝勢。普通、三十秒将棋では満足な将棋は指させないものだが、やはり格が違うということだろう。やがて女流棋士は投とう了りようした。

　拍手が起こると、大橋名人と女流棋士は観客に向かって頭を下げた。

　大おお橋はし名人の動く姿は、テレビやネットでは何度も見ているが、こうやって実物を見ると、感かん慨がい深ぶかいものが込み上げてきた。僕の目には、大橋名人には後光が射して見えていた。明らかに、他の人間とは雰ふん囲い気きが違った。自然と、僕の腕には鳥とり肌はだが立っていた。

「どうですか？　父を初めて見る感想は？」

　桂けい香か先輩は、少し茶目っ気を含ふくんだ物言いをした。

「感激しています。生きていて良かったと思いました」

「それは大おお袈げ裟さよ」

「いえ、大袈裟ではないです。将しよう棋ぎの歴史上、最高にして最強の棋き士しを生で見られるんですから。世の中には、大好きな大橋名人を生で見たくても色々な理由で見られない人もたくさんいます。だから僕は幸せ者なんです」

　僕が鼻息荒く話すと、

「あゆむくんって、もしかしたら世界で一番父を買ってくれている人かもね」

　と、笑って言った。

「いやぁ、ちょっと大橋名人強すぎますわぁ」

　マイク片手に、恰かつ幅ぷくのいいスーツ姿の男性が壇だん上じように現れた。

　プロ棋士の人だが、とても話の面おも白しろい人だった。ＮＨＫ杯はい等などの解説なんかでも、面白おかしく解説をしていて、僕も笑わせられている一人だった。関西弁が特とく徴ちようで、漫まん才ざい師しでもやれそうなくらい弁が立った。

「さっきの対局もあっという間に終わらせるし、かなり時間余ってますよ。タイトルの懸かかった真剣勝負じゃないんですから、もうちょっと空気読んで時間調整してくれんと困りますわ。私が対局者やったら、ちゃんと時間どおりに終わらせられるんですけどねぇ。私の刀は大橋名人みたいに切れ味鋭するどくない鈍どん刀とうですから、終しゆう盤ばんグダグダになって簡単には斬きれません。そうなるとちょうどいい時間に対局が終わるんです」

　会場にどっと笑いが起こった。

「それにしても、残りの時間をどうしますかねぇ。予定より、三十分くらい時間余ってます。前倒しして次のコーナーに行くか、それとももう一人、誰かと対局してもらいましょうか。ああ、もちろん私はパスします。次に大橋名人に負けたら、対大橋戦の勝率が一割切りますから。それはお断りです」

　また、笑いが起こる。

　僕は微び笑しようを浮かべている桂香先輩を見て、

「大橋名人が強すぎて、時間が余ってるみたいですね」

「うん。父はどんな時でも全力で相手を倒しにいくから。こういう時は、空気を読んで手を緩ゆるめた方がいいのかな」

「そんな。滅めつ相そうもない。タイトル戦だろうと余興だろうと、毎回全力で指さしていいんですよ。ライオンが兎うさぎを狩かる時も全力で、というのと同じです」

「あゆむくんがそう言ってくれるなら、それでいいと思えるわ」

　僕は頷うなずく。手を緩ゆるめるなんて、とんでもない。時間が余ろうが何だろうが、全力で叩たたき潰つぶしていいのである。少なくとも、大おお橋はし名人には空気を読んで、みたいなことはして欲しくない。

「あれぇ」

　司会進行役のプロ棋き士しが、こちらに視線を向けて頓とん狂きような声を上げた。

「そこのお嬢じようさん、もしかして、桂けい香かちゃんかな？」

　僕は桂香先輩を見る。桂香先輩は照れ臭くさそうに首しゆ肯こうした。

「これはこれは、お久しぶりです。──名人、娘さんが来ているなら教えておいてくださいよ」

　その言葉で、会場にいた全ての人がこちらに振り向いた。

　方々で、可愛かわいいだとか、すげえだとかいった言葉が飛び交った。

　凄すごいだろう、可愛いだろうと、僕は心の中で言葉を返していた。

　大橋名人は司会進行役のプロ棋士に向かって、来ることは知らなかったんですよと返答した。

　大橋名人がこちらに視線を向けた。

　僕と視線が交わった気がした。

　緊きん張ちようで僕は身体からだが固まった。

「皆さん、あの女の子は大橋名人の娘さんで、可愛いだけじゃないんですよ。将しよう棋ぎの腕前も相当で、つい先日ここで行われた中学生将しよう棋ぎ名人戦で準優勝したんです。女子で準優勝は、これまでで最高の成績なんです。凄すごいでしょう」

　まるで自分の娘のことのように、司会進行役のプロ棋士は誇ほこらしげに語っている。

　方々で、それは凄いとか、将来大橋名人を倒すかもしれないなぁ、という声が上がった。

「確か、中学校将棋団体戦の東日本代表になって、今度決勝大会に出るんですよ。個人戦では準優勝でしたけど、団体戦では日本一になるかもしれません。大橋名人ファンの方は、応おう援えんしてあげてください」

　あちらこちらから、桂香先輩に向かってエールが送られた。桂香先輩は頰ほおを赤く染めた顔で頭を下げていた。

「あ、そうだ。どうです。親子対決なんてのは。もちろんハンデ有りで。ダメですか？」

　煽あおるような言い方で、司会進行役のプロ棋士は言う。

　見たい見たいという、合唱のような声が上がり始めた。

　大橋名人は苦笑した顔になったが、拒否するような様子ではない。娘である桂香先輩の方に視線を向けている。その表情は、娘にどうする？　と問うているようにも見えた。

　桂香先輩を見る。

　桂香先輩も僕を見ていた。

「どうしよう？」

「ど、どうしましょうか？」

「そうだ。あゆむくん、一緒に戦わない？」

「一緒に戦う？　どういうことですか？」

「私とあゆむくんのペアで、父と対局するの」

　いやいやいや、それは無理です。そう答えるよりも早く、桂けい香か先輩は司会進行役のプロ棋き士しに向かって、

「こっちは二人がかりでもいいですか？」

「もちろん構いませんよぉ。もう一人は、どこかな？」

　桂香先輩は僕の手首を摑つかんで、高く持ち上げた。

「ほう。そちらの男の子ですか。もしかして、ボーイフレンド？」

　その質問に対して、桂香先輩は何も言わなかった。否定的に首を振ることもなく、ただ笑顔だった。

「大おお橋はし名人、観衆は親子対決を熱望しています。娘さんも、打倒名人に名乗りを上げてくれました。いかがでしょうか？」

　大橋名人は苦笑した顔のまま、わかりましたと答えた。

　会場中に拍手が響ひびいた。

　あああぁぁぁ……とんでもないことになった。何だこの超展開は。

「さ、行こう」

　桂香先輩は僕の手首を摑んだまま進んで行き、壇だん上じようへと上がった。

　大橋名人が間近にいる。手を伸ばせば届く距離に。

　僕の頭の中は、空からっぽになっていた。真っ白でも真っ黒でもなく、空だった。自分の名前を書くのにも数分かかりそうな精神状態だ。

「こちらが大橋名人の娘さんの大橋桂香さん。そして、こちらは──」

　司会進行役のプロ棋士が、僕にマイクを向けた。

「ああぁ、あの、ぼぼ、僕は──」

　僕の舌は呂ろ律れつが回っていない。壊れかけのテープレコーダのようだった。

　そんな僕を見かねたのか、桂香先輩が救いの手を差し伸べてくれた。

「こちらは、私と同じ将しよう棋ぎクラブの一年生で、上かみ条じようあゆむくんです。団体戦のメンバーで、大将を務つとめています」

「ほうぅ。一年生で大将。ということは、桂香ちゃんよりも強いということかな？」

「そうですね。もう追い抜ぬかれているかもしれません」

　僕の舌がきちんと回る状態ならその言葉を否定できたのだが、緊張と固まった舌のせいで、僕はただ立ち尽つくすだけだった。観衆から何か声が飛んできたが、全てが朧おぼろげだった。

「そうですか。それは将来の期待大ですな。よろしくお願いしますね、上条くん」

「は、はいぃ。よよよろしくお願いします」

「さて、それじゃあ、時間はどうしますかね」

　大おお橋はし名人と複数の関係者が話し合った結果、僕と桂けい香か先輩ペアが先手で、持ち時間は十五分、切れたら一分将しよう棋ぎ。大橋名人は初しよ手てから十秒の秒読み、ただし三分の考こう慮りよ時間を一回だけ使えるという設定になった。

　これは僕達にとって、超有利な時間設定になった。大橋名人は早見えで短時間の将棋も素晴らしく強かったが、さすがに初手から一手十秒では最善手を指さし続けることは不可能だ。僕と桂香先輩が呼吸の合った指し手を続ければ、勝てるかもしれない。

「戦型は居い飛び車しやに絞しぼって指しましょう。持久戦にするか急戦にするかは展開次第ということで」

　桂香先輩が耳打ちしてきた。僕は振り飛車を指さないので、戦型を居飛車に限定してもらえるのは有あり難がたかった。

　観客に一礼してから、僕達は椅い子すに腰を下ろした。

　対面に座る大橋名人の顔を、僕は直視できない。本当はきちんと挨あい拶さつしないといけないのだが、見ると意識が飛びそうだった。だから僕は盤ばん上じようだけを見つめて、桂香先輩と一緒に駒こまを並べていく。

　桂香先輩が僕の背中をぽんぽんと叩たたいて、

「そんなに緊張しないでも大丈夫よ。父のことを意識し過ぎないで。近所に住む、ちょっと将棋の強いおじさんと思えば、全然緊張しないはずよ」

　どこかで聞いた台詞せりふだなと過去を振り返っていると、先日桂香先輩の母親が僕に言った台詞と全まつたく同じだった。母娘おやこだな、と思った。

「上かみ条じようくん、初めまして。いつも娘がお世話になっているね」

　大橋名人に声をかけられ、僕は顔を上げた。

　対局中は鉄をも射い抜ぬく視線の大橋名人だが、今は柔にゆう和わな微び笑しようを見せていた。

「あ、いえ、あの、僕です。お、お世話になっているのは、僕の方です」
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「団体戦の躍やく進しん、聞いているよ。今はゆっくり話せないけど、今度時間の余裕がある時に話そう」

「あ、は、ははぁ」

　殿との様さまに頭を下げて返事をする人のように、僕は深々と頭を下げた。

「お父さん。あゆむくんは、お父さんのことを将棋の歴史上最強の名人だって評価してくれてるのよ。だから、変な将棋は見せないでね」

　大橋名人は、はははと笑って、

「それは本当に変な将棋は指せないな。上条くんを失望させないように、頑がん張ばるよ」

　桂香先輩が再び僕の背中をぽんぽんと叩いて、

「ここで父を倒したら、今度のペアマッチ大会もきっと優勝できるわ。頑張りましょうね」

　もしかして桂けい香か先輩は、今度のペアマッチ大会のことを考えてこの場をセッティングしてくれたのだろうか。だとしたら、大おお橋はし名人はこれ以上ない相手である。

「それでは、対局してもらいましょう」

　司会進行役の棋き士しの言葉で、僕達三人はよろしくお願い致しますと頭を下げた。

　初しよ手てを指さすことになっている僕は、頰ほおをぱんぱんと叩たたいて、７六歩ふと指した。まだまだ緊張感は最大の状態だったが、視野はいくらか広くなっていた。

「一、二、三、四……」

　僕が指すと、すぐに時計係の女流棋士が秒を読み始める。一手十秒未満で指さなければいけない大橋名人は、ほとんど直感のみで指し続けることになる。ただ経験値が膨ぼう大だいなので、終盤まで研究され尽つくしている定じよう跡せき形けいであれば、最善手や次善手を指し続けることも可能と思われた。そして間違いなく、ありふれた定跡形の勝負になれば僕達は負けるだろう。

　従って、僕と桂香先輩が勝利するためには、局面を複雑化する必要があった。１筋から９筋までの全てで、駒こまがぶつかっているような激動の展開。そういう展開に持っていければ、いかに大橋名人と言えども十秒未満で全ての変化を読むことはできないので、時間に余裕のある僕達にチャンスが生まれるのである。

　指し手はどんどん進んでいた。大橋名人は当然として、僕と桂香先輩も、序じよ盤ばんはほとんど時間を使わずに指し続ける。

　戦型は対抗型になっていた。先せん手て居い飛び車しや対たい後ご手て振ふり飛び車しや。

　僕は今、女王から徹てつ底てい的にこの対抗型の指導を受けているので、この展開は有あり難がたかった。

　大おお橋はし名人が深く考える時間がないまま指さしているといっても、その指し手はアマチュアの指し手よりも圧倒的に鋭するどい。ここで良い勝負をすることができれば、対西本戦の戦型がどうであれ、必ずプラスになるはずだった。

　大橋名人は急戦を仕し掛かけてはこなかった。こちらから駒こまをぶつけなければ、玉ぎよくの囲いを強化し続けるといった指し手。現に、最初は美み濃の囲がこいだった玉形が、今は高美濃囲いへと変化していた。こちらから仕掛けなければ、更に銀ぎん冠かんむりへと囲いを変化させると予想された。

　女王から教えてもらった一手を放てる局面になりつつあった。

　後手が高美濃囲いから銀冠へと囲い直す瞬しゆん間かん、１筋の歩ふを突つき捨てて開戦する手順。

　桂けい香か先輩と交互に指しているため、開戦して以降女王の教えどおりに指すのは無理だろうが、その一手に対して大橋名人がどう対応するのかだけでも、指す価値はあった。

　大橋名人が高美濃囲いから銀冠へと囲い直すために、８四歩と突いた。手番は桂香先輩。ここで３七にいる銀を２六に移動させてくれれば、次に大橋名人は必ず８三銀と指す。女王が教えてくれた、最善手を指せる同一局面の誕生。

　それまでサクサク指していた桂香先輩が、曲げた人差し指を顎あごにつけて考えている。

　僕は心の中で念仏のように２六銀と唱えた。

　考え込んでから一分後、桂香先輩は２六銀と指した。

　きたっ！　僕は心で叫さけんだ。

　大橋名人は８三銀と指す。

　僕は女王から教えてもらった最善の一手、１五歩と指した。

　この対局で、初めて駒がぶつかった瞬間でもあった。

　後手が何の疑いもなく同歩と取ってもいい局面に見えるが、ここで後手が同じく１五歩と指してしまうと、後手の銀と金の連れん携けいが切れていることが仇あだになる展開が待っているのだった。

　桂香先輩と交互に指しているので、その局面まで進めることは難しいかもしれない。ただ前述したとおり、僕はこの局面で大橋名人がどう指すのかだけ見たかった。

　女王によれば、ここではほとんどの棋き士しが同じく１五歩と指すだろうと言っていた。８三の銀と６一にいる金との連携が切れていることが、後のち々のち最悪の展開を生み出すことを、多くの棋士は読めないかららしい。

　ちなみにここでの後手の最善手は、６一にいる金を８三にいる銀と繫つなげる一手、７二金ということだった。

　果たして大橋名人の次の一手は……。

　秒読みが八まで進んだところで、大橋名人は左手を上げた。一回だけ使える、三分間の考慮時間を使うという合図だった。

　観客席がざわつく。１五同どう歩ふと指さす一手だろうと考えている人には、ここで考慮時間を使う意味がわからないのだろう。僕だって女王に教えてもらっていなかったら、首を傾かしげていたはずだ。

　僕の後方では「ここで考慮時間を使うのは意外ですね。ぱっと見は何もなさそうに見えますが、後ご手てから見て何か難しい変化があるのかもしれません」とプロ棋き士しが解説していた。

　僕の中で、大おお橋はし名人への畏い敬けいの念が、更に高まっていた。ここで考慮時間を使うということは、この先に待ち受けている展開を予見できたということだ。どこまで読めているかはわからないが、１五同歩と指すのは危険だと感じたのは間違いなかった。

　たった数秒で、待ち受ける危機を察知した。

　やはり大橋名人は別格である。

　僕は対局開始以降初めて、大橋名人に視線を合わせた。

　大橋名人は鋭するどい視線を僕に向けていた。

　僕は慌あわてて視線を逸そらした。

　一いつ瞬しゆん、睨にらまれているのかと思ったが、まさか違うだろう。

　もう一度、そっと視線だけを上げた。

　大橋名人は盤ばん上じように視線を落としていた。眉み間けんには深い皺しわが刻まれて、口を真一文字に結んでいる。左手で髪かみを搔かき上げる仕し種ぐさは、大橋名人が本当に悩なやんでいる時に見せる姿だと言われていた。

　僕は大橋名人に正しく応じて欲しかったが、三分だとどうだろう。持ち時間の長い将しよう棋ぎならきっと最善手を指せるはずだが、この局面ではどうか。

　やがて三分間の考慮時間が終わりを告げようとする頃、大橋名人の右手が動いた。

　本来なら、僕が対戦相手に最善手を指して欲しいと思うのは変な話だったが、ここでは最善手を指して欲しいと心から祈った。

　大橋名人は６一の金を挟はさみ、７二金と指した。

　やった！　やった！　やった！

　尻尾しつぽを振って喜ぶ犬のように、僕は心の中で欣きん喜き雀じやく躍やくしていた。

　女王と戦えば、大橋名人でも負かされてしまう。でも、それは大した問題ではない。人間の世界で最強で居続けてくれれば、僕はそれで良かった。

　この一手を見て再認識した。やはり大橋名人こそ、最強の棋士なのだと。

　次に桂けい香か先輩は１四歩と指し、後手の歩を取った。これでこちらの一いつ歩ぷ得どく。

　これはこれで、こちらにとって悪い展開ではない。この一歩の得を活いかせる展開にすれば、十分に戦える。

　だが、僕は歩得したあとの展開も女王に教えてもらっていたはずなのに、記憶の箱からすっぽりと抜け落ちてしまっていた。

　一手十秒未満という無茶な時間設定の中でも、大おお橋はし名人の攻めは確実に急所を突ついてきた。桂けい香か先輩が何とか戦線を拡大させて盤ばん面めんを複雑化する展開を作ってくれたが、名人には通じなかった。獣が獲物の急所だけを狙ねらって攻撃するように、大橋名人は僕達の一番脆もろい筋だけを狙って攻めを繫つなげていった。僕達は持ち時間を使い切る前に、詰つまされてしまった。

　負けたが、僕は嬉うれしかった。将しよう棋ぎに負けてこんなに心が満たされるのは、初めてかもしれない。一手十秒未満の将棋で、ここまで破壊力のある指さし手を続けられるものなのか。最低でも善戦はできると思った僕の考えがいかに甘かったか、痛感させられた。

「いやぁ、こんな可愛かわいい娘さんにも一いつ切さい情なさけをかけないところが、名人の凄すごいところです。父親としては非情かもしれませんが、勝負師としてはこれで正解です。皆さん、健けん闘とうした未来ある二人に拍手をお願いします」

　温かい拍手をくれた大勢の観客に対して、僕と桂香先輩はお辞儀をした。

　残りの時間は希望者に対して指導対局を行うということなので、僕達は壇だん上じようを降りてステージの裏側へ回った。

「あゆむくん、さっきの局面、本当は何か指したい手があったんでしょう？　私、深く読めなかったわ」

「いえ、僕が一番指したかったのは１五歩ふの一手なので、その直前に２六銀と指してもらって助かりました」

「あの一手のことなんだけど」

　僕と桂香先輩の会話に、大橋名人が入ってきた。いくらか緊張が和やわらいでいた僕の身体からだと心が、再びがちがちに固まった。

「あの１五歩の一手は素晴らしかった。今日は若手のプロ棋き士しと女流棋士の二人と対局をしたけど、上かみ条じようくんの一手が一番考えさせられたよ。本当に素晴らしい」

「あああ、ありがとうございます」

　僕はカチンコチンに固まった上半身を折って頭を下げた。

　憧あこがれの大橋名人に褒ほめてもらえた。固まっている肉体とは反対に心は天まで昇っていた。

「お父さん、指導対局は？」

「準備まで少し時間があるからね。少し、上条くんと話したいなと思ったんだよ」

　大橋名人は僕に向き直る。

「１五歩のあと、私が７二金と指さなければ、銀と金が離れていることを突く攻めを用意していたのかな？」

「は、は、はい。そうです。あ、あそこでもし、大橋名人が同じく１五歩と指されていたら、後ご手て玉ぎよくの囲いが不十分なことを利用した攻めがありました」

「素晴らしい構想力だね。プロ棋士でも、あの局面はあまり深く考えずに同歩と指す人間もいると思う。１五歩の一手や、そこからの攻め手順は、一人で考えたのかな？」

「えっと、その、相手が高たか美み濃のから銀ぎん冠かんむりへと囲い直す時に、攻める手順というのをたくさん見たんです。プロ棋き士しの対局だったり、コンピュータ同士の対局だったり。そういったのをいくつか繫つなぎ合わせたら、１五歩ふからの攻めが上う手まくいきそうだなと思ったんです」

　桂けい香か先輩に対してもそういう感情になったが、大おお橋はし名人に対しても、噓うそを吐つくという行為は心苦しいものがあった。しかし本当のことは言えないので仕方がない。

「なるほど。素晴らしい。以前、上かみ条じようくんは相良さがら六段を倒しているけど、あながち奇き跡せきやまぐれではないのかもしれないね」

　その話はまずいです。止めてくださいと僕は心の中で懇こん願がんした。話が深くなればなるほど、襤ぼ褸ろが出るのは明白。何より今は駒こまがポケットの中に入っていないので、きちんとした言い訳ができない。

「そうよ。あゆむくんは、こちらが震ふるえるような一手を指さす時がある。出会ってまだ四ヵ月しか経たっていないのに、成長が急速なの。日進月歩を地でいくような急成長をしている」

「上条くんは、将来プロ棋士を目指しているのかな？」

「ぷぷぷ、プロ棋士ですか？」

　つい数時間前、桂香先輩からされた質問。僕は同じ答えを返すことにした。

「プロ棋士への道は甘くないと知っているので、今は考えていません。でも、来年か再来年、中学生名人になることができたら、意識するかもしれません」

「そうか。今の上条くんが奨しよう励れい会かいに入っても、面おも白しろい存在になると思うけど、しっかりと先を考えているのは良いことだ。──それでは、今日はこれで失礼するよ。団体戦、頑がん張ばって。相当強い相手がいるようだけど、今の上条くんならきっと良い勝負になる」

「は、はいぃ。頑張ります。ありがとうございます」

　大橋名人は、桂香先輩に気を付けて帰るように言い、表舞台の方へと進んで行った。

　僕は魂たましいまで抜け落ちてしまいそうなほどの深い息を吐はいた。錘おもりが取れたかのように、身も心も軽くなった。

　桂香先輩が感かん慨がい深ぶかげな顔になって、

「父がアマチュアの人をあれだけ褒ほめるのって、ちょっと珍めずらしいかも。やっぱりあゆむくん、才能が溢あふれているのよ」

「恐縮です。ただ、僕は大橋名人の凄すごさだけが印象に残りました。超が付くくらいの有利な時間設定にしてもらったから、上う手まく指せれば、もしかしたら何かが起こるかもしれないと思ったんですけど、何もさせてもらえませんでした。本当に、何一つ」

「あゆむくん、負けたのに凄く嬉うれしそうね」

「はい。相手は大橋名人ですから。負けて悔くやしがる道理がありません」

「やっぱりあゆむくん、父の一番のファンかもね」

　僕達は会場を後にし、外へと出た。景色も匂においも、すっかり夕方のものへと変わっていた。

　桂けい香か先輩は両腕を空に向かって突つき上げ、大きく伸びをした。気持ち良さそうにしている桂香先輩を見て、僕も真ま似ねをして両手を天に伸ばした。萎い縮しゆくしていた筋肉が伸びて、とても気持ち良かった。

「今日は本当に楽しかった」

「僕もです。大おお橋はし名人との戦いは超展開で驚きましたけど、心の底から楽しめました」

「私、こんなに羽目を外したの、かなり久しぶりだわ。何か、凄すごく開放的な気分になった。頭の中がクリアになってるわ。やっぱりたまには息抜きも必要なのね。あゆむくん、遊びに誘さそってくれてありがとうね。これで明日から決戦の日まで走り続けることができるわ」

　ここでまた遊びに行きましょうと言えるのが、男なのだろう。しかしそれが言えないのが僕だった。

　とりあえず、息抜きは今日で最後。あとは決勝大会まで、将しよう棋ぎ漬づけの日々。走り続けるだけだ。走って走って走り続けて、そのまま西にし本もとを乗り越えてやる。

「さて、帰りますか」

「はい。帰りましょう」

　僕と桂香先輩は、夕陽を背中に浴びて駅へと歩き続ける。

　僕達と並行する二つの影が、手を繫つないでいるように見えた。










　僕が女王達のことを思い出したのは、自宅に着き、玄関ドアを開けた時だった。

　最後に女王達を見たのは……カラオケ店。あれから、四時間ほど経たっている。

　きちんと帰って来られるのだろうか。瞬しゆん間かん移動みたいなことはできないと思うが……三十万円稼いでいるので、交通費は問題ないはずだが、少し心配だった。

　部屋のドアを開ける。

　女王達がテーブルを囲んで、ケーキを食べていた。

　僕はずっこけそうになった。

「ははは。帰ってたんですか。きちんと帰って来られるか心配だったんで、良かったです」

　女王は頰ほお張ばっていたケーキを飲み込んで、

「何を子供扱あつかいしてるんだお前は。私はお前より年上なんだぞ」

「あゆむ、ここに座るんや」

　香きよう車しやが手招きする。僕は香車の隣となりに腰を下ろした。

「桂香とのデートは楽しんだか？」

「はい。おかげさまで、とても楽しかったです」

「手ぐらい繫いだか？」

「いえ、ですから、そういう関係ではないんですってば」

「男はちょっとくらい強引な方がええんやけどなぁ」

「恋人でもないのにいきなり手を握にぎったら、ただの危ない人じゃないですか」

　僕と香きよう車しやの漫まん才ざいのようなやりとりに、歩ふが割って入る。

「まぁまぁ、今はまだ手を握れる関係じゃなくても、確実にその一歩を踏ふみ出したはずですわ。だって、桂けい香かさんの話を聞いている限り、今日みたいに殿との方がたと二人きりで遊ぶという行為をしたことがないみたいですから。これはかなりのポイントを稼いだと思っていいですわ」

「そうだと、いいんですけどね」

「きっとそうですわ。この勢いは、きっと将しよう棋ぎにも活かされます。日本一への弾はずみが付きましたね」

「はい。今日たくさんの鋭えい気きを養いましたので、また明日から、いえ、今夜から一層の指導をよろしくお願いします」

　僕の言葉に、三人の駒こまは一いつ斉せいに女王を見た。

「もう遊んでいる余裕はないぞ。いかに私と言えども、教えられる容量には限界がある」

「はい。今からは、打倒西にし本もとだけを目指した生活をします。そのためにできることは、何でもやります」

「うむ。じゃあ、早さつ速そくやるか。──と、その前に、お前大おお橋はし名人との対局で私が教えた一手を指さしていたな」

「えっ、あの対局を見ていたんですか？」

「私達は駒のあるところならどこへでも意識を飛ばせる。忘れたのか」

「あ、そうでした。──大橋名人は、極ごく短い時間で、あの一手の意味を悟さとったようです」

「それに関しては、さすがは名人といったところだろう。この私でさえ、大橋名人を飛ひ車しや落おちでは倒せないからな。その事実だけでも、他の棋き士しよりも力が抜ぬきん出ていることがわかる。平手なら私の圧勝だが、この私を相手にして平手に持ち込ませることのできる人間はほとんどいない。それは誇ほこっていいことだ」

　僕は以前香車が言っていたことを思い出した。駒達は、ほとんどのプロ棋士に飛車落ちで勝てるという話。しかし全てのプロ棋士とは言っていない。なるほど。大橋名人ならば、将棋の神様相手に平手の勝負に持ち込めるのか。さすがの一言である。

「やはり、大橋名人はずば抜けた棋力を誇るんですね」

「そうだな。人間界では最強と言っていいだろう。まあ、そんなことはどうでもいい。お前、一いつ歩ぷ得どくになったあと、なぜ私が教えた最善手を指さなかった？」

「はは、すみません。度忘れしてしまいました」

「何を吞のん気きに笑ってるんだお前は。全く。その度忘れしたところから教えていくか。以前、教えたことを忘れてもいいと言ったが、二度教えたことは忘れないようにしろよ。さすがに時間が足りん」

「わかりました。死ぬ気で憶えて忘れないようにします」

　本来なら、桂けい香か先輩との楽しい時間を思い出してニヤニヤする夜の時間だが、僕は一時的に楽しかった思い出を全て他の場所へと移し、盤ばん面めんへと集中した。誓ったとおり、二度とその手筋を忘れないように、脳のう裏りと網もう膜まくに焼き付ける。

　団体戦の決勝大会まで、残り十一日──。







[image: 第四局　いざ決戦の舞台へ]
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　僕は椅い子すに座って、パソコンのディスプレイを一心に見つめている。僕の隣となりでは、女王がマウスを動かして、事前に作成した局面を次々に画面に表示させていた。局面が表示される度たびに、僕は最善手を答え続けた。

「これは、３七銀です」

「正解。次」

「これは、３二歩ふです」

「正解。次」

「これは、４四銀です」

「違う。ここは２四歩だ。次」

「これは、８六歩です」

「違う。ここは８六角だ。次」

「これは、４四角です」

「正解。これで一〇〇〇問終わりだ。──香きよう車しや、正解数はいくつだ？」

　女王が振り返り、テーブルの上で集計していた香車に問う。

「はい。一〇〇〇問中、正解数は七九五です」

　女王は僕に向き直り、何とも悩なやましげな表情で溜ため息いきを吐ついた。

「微び妙みような数字だな。今のお前の棋き力りよくを考慮すると、確実に西にし本もとに勝てるとは言えん。微妙だ」

　団体戦の決勝大会を翌日に控えている僕は、女王による最終試験を受けていた。出題された局面の最善手を答えるというもの。ただ、結果は女王が言ったとおり微妙だった。死ぬ気で憶えたつもりの答えも、多く忘れてしまっている。僕は自分の不ふ甲が斐いなさを悔くいた。

「あの、まだ指導してもらえますか？」

　僕は女王に懇こん願がんする。時計の針は午後八時を指している。眠るまでには、まだ少し時間が残されている。

「いや、今日はもう終わりだ。決戦に備えて、いつもより多く睡眠を取っておけ。そちらの方が、西本に勝つ可能性を高める」

　本当はぎりぎりまで指導して欲しかったが、完かん璧ぺきに憶えられなかった自分が悪い。言われたとおり、たっぷり眠って脳を回復させよう。

「あゆむ、大丈夫や。これだけ女王様の指導に付いて来られたんやから、明日はちゃんと結果を出せるはずや。自分に自信を持つことが大事やで」

　その香車の言葉には、僕を励はげますためのリップサービスも含ふくまれているかもしれない。ただ、最近は誰と対局しても勝ちまくっていたのは事実だった。対桂けい香か先輩の振ふり飛び車しやにも勝ち越せるようになっていたし、ネット道場で四段とか五段の人にも連戦連勝していた。相あい居い飛び車しやに比べると、対たい振ふり飛び車しやの勝率は落ちたが、それでも二週間前の僕とは違って明らかに手の見える範はん囲いが広がっていた。

　これで戦う相手が普通のアマチュア強豪なら、確実に勝てるという自信を持っただろう。

　ただ、相手は女王に奨しよう励れい会かい三段に匹ひつ敵てきすると言わしめた西にし本もとだ。ただのアマチュアではない。棋き力りよくだけなら、ほとんどプロ棋き士しなのだ。

「僕、何としてでも西本くんに勝ちたいです。もちろん自分のためにもという気持ちはありますけど、今度の団体戦を中学最後の公式戦にするという桂けい香か先輩のためにも、勝ちたいです。煌きらめく思い出として、記憶の箱の中に詰つめ込んでおきたいんです。──そしてできれば、桂香先輩の記憶にも、輝く思い出として残しておいて欲しいと思っています」

　女王は顔を扇いでいた黄金の扇せん子すを閉じて、僕の目をじっと見つめた。

「以前話したが、もう一度話しておく。耳の穴をかっぽじって、よく聞いておけ」

　僕は首しゆ肯こうし、耳目を女王に傾けた。

「西本は先後関係なく、必ず先に攻こう撃げきを開始しようとする。それを実行させるな。お前が先に攻めに着手しろ。恐おそらく西本は、ある程度の強さになって以降、先に攻められた経験がほとんどないはずだ。たとえ僅わずかでも相手に先行を許したのは、このあいだの桂香戦くらいかもしれないな。桂香戦では見せなかったが、その僅かが積もり積もれば、西本の弱点である受けの弱さが露ろ呈ていする展開になる。必ずな。だから常に相手より一手先に攻める展開を思い描け。終しゆう盤ばんの爆発力なら、お前は西本と互角と言っていい。終盤の入り口まで互角の展開なら、お前が勝つと言っておこう。──ここまで私に言わせたんだ。恥はじを搔かかせるなよ」

　僕は深く頭を下げた。

「わかりました。アドバイス、ありがとうございます。全身全ぜん霊れいを懸かけて、僕は西本くんと戦います。そして勝ちます。自分のために、桂香先輩のために、指導してくれた女王様達のために、そして栄えい治じさんのためにも」

　僕が話し終えると、女王の片かた眉まゆがぴくぴくと動いた。

「なぜ今、栄治の名前が出てくるんだ？」

　そう言われて、僕は無意識に栄治の名前を出したことを自覚した。

　言動こそ高圧的だが、ここまで親身に指導してくれた女王の顔を見ていると、女王が百年以上経たった今も想い続けている栄治という人間がその後ろに現れ、僕に栄治の面おも影かげを投影している女王が一人の女の子に見えてしまったのだ。

「えっと、栄治さんは僕に似てるんですよね？」

「似ているから何なんだ？　なぜ栄治の名前を出す？　栄治のためとはどういう意味だ？」

　女王の後ろでは、香きよう車しやと歩ふと桂けい馬まが、青あお褪ざめた顔で手を横に振っていた。

　それ以上話すなとか、話題を変えろとか、そういうジェスチャーに見えた。

　僕は生なま唾つばを飲み込んで、

「僕、調べたんです。もしかしたら、栄えい治じさんって僕の先祖じゃないかなって。それで親に聞いたら、明治時代に生きていたご先祖様だってことを知ったんです。だから、ご先祖様のためにも頑がん張ばろうかなって。きっと栄治さんは、この将しよう棋ぎ盤ばんと駒こまを大事にしていただろうから」

　咄とつ嗟さに出た噓うそにしては、よくできているはずだと思った。突つかれて痛い部分はない、はずだ。

　女王は疑り深い目を僕に向けている。女王の後ろでは、相変わらず青あお褪ざめた顔で香きよう車しや達が事の成り行きを見守っていた。

　やがて女王は鼻をふんっと鳴らして、

「そのとおり。栄治はお前の遠い先祖だ。まあ、その話はどうでもいい。とにかく私が言ったことを忘れるな」

「はい。わかりました。念頭に置いて指します」

「もう歯を磨みがいて眠れ。私達も駒に戻る」

　女王が駒の姿に戻ると、香車達が僕を囲んだ。

「明日、西にし本もとに勝って、日本一になって、大団円や」

「わたくしは、あゆむくんの勝利を祈り続けますわ。努力は無む駄だになりません。明日は桂けい香かさんと一緒に、最高の笑顔で喜びに浸ひたりましょう」

「勝負の鍵かぎを握っているのは桂けい馬まよ。跳はねる馬のように、桂馬を躍やく動どうさせなさい。それができれば、あなたが望むものが手に入るわ」

　香車、歩ふ、桂馬が励はげましの言葉をくれて、駒の姿に戻った。

　僕は寝間着に着替えたあと、洗面所に行き歯を磨いた。部屋へ戻ってくると、携けい帯たい電話のランプが赤く点灯しているのが見えた。ディスプレイを見る。桂香先輩からメールが届いていた。

《あゆむくん、お疲つかれ様。いよいよ明日だね。いつもの時間に布ふ団とんに入ると興奮して眠るのが遅れそうだから、今日は早めに寝ます。あゆむくんも、あまり遅くならないうちに就しゆう寝しんしてね。体力満タンの状態で、決戦に臨のぞみましょう。それでは、また明日。おやすみなさい》

　僕はそのメールに返信し、おやすみなさいと呟つぶやいて携帯を閉じた。

　桂香先輩が書いていたとおり、ベッドに入っても僕はなかなか寝付けなかった。

　瞼まぶたの裏に浮かんでくるのは、西本の顔と様々な局面だった。

　明日の僕は、先後どちらになるのか。相あい居い飛び車しやか、対抗型か。

　勝つ。必ず僕が勝つ。絶対に勝つんだ。

　僕は自分に暗示をかけ続けた。

　やるだけのことはやった。だから負けても悔くいはないという考えは一ミリも持っていない。

　二ヵ月前の僕ならそういう思考になったかもしれないが、今の僕は勝利すること以外考えていなかった。

　約束したんだ。桂香先輩に。西本に必ず勝つと。

　やがて僕の瞼まぶたは重くなっていく。

　眠りに落ちる直前、僕の網もう膜まくに浮かんでいたのは、最高の笑顔を見せる桂けい香か先輩だった。
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　八月十五日。決戦の日の朝は、雲一つない快晴だった。優しく頰ほおを撫なでるそよ風が、身も心も爽そう快かいにさせてくれた。

　午前七時四十分に、僕は駅へと着く。僕の隣となりには、母親がいた。東日本大会の時は来なかったが、日本一が懸かかる決勝大会ということで、今回は応援に付いて行きたいということだった。いつもは化け粧しようもせず部屋着の姿しか目にしないが、今日は化粧も服装もかなり気合を入れていた。僕が、会場にはたくさんの報道陣が来ていて、将しよう棋ぎ専門チャンネルがテレビカメラを回して取材しに来るかもしれないと話したからだろう。

　それから十分以内に、桂香先輩と母親、橘たちばな先輩と両親、将棋クラブ顧こ問もんの教師がやって来た。桂香先輩の母親は東日本大会の時も付き添いで来ていたが、橘先輩のところは両親が付いてくるという気合の入れようだった。

　親と教師が話している脇わきで、僕と桂香先輩と橘先輩は輪をつくった。

「どちらか一人でいいだろうって言ったんだけど、僕の最初で最後かもしれない《日本一》の瞬しゆん間かんを生で見ておきたいらしいんだ」

　橘先輩は苦笑してそう言ったが、悪い気はしていないようだった。

「是ぜ非ひ、ご両親に見せてあげましょうよ。日本一の瞬間を」

　桂香先輩は、橘先輩に向かって小さく拳こぶしを突き出した。

「うん。本当、この先日本一を争うチャンスには恵まれないかもしれないからね。僕自身、是非今日という日を最高の一日にしたいと思ってる」

　橘先輩も拳をつくり、桂香先輩の拳と軽く突き合わせた。

　桂香先輩は僕に向き直り、拳を向ける。

「あゆむくん、今日は大将をお願いね」

「はい。任せてください」

「あゆむくんならきっと重責を果たせる。私と橘くんも、先輩の面めん目もく躍やく如じよができる結果を残すわ。誰よりも努力してきたと胸を張って言えるから、必ず笑って帰って来られる。頑がん張ばりましょう」

「東日本大会の時は物もの凄すごく緊張してましたけど、今は不思議と、早く戦いたい気持ちの方が上回っています。最高の思い出を残せるように、最善の一手を指さし続けます。笑顔で終われる大会にしましょう」

　僕も拳をつくり、桂香先輩の拳にこつんと合わせた。

　間もなく、僕達を決戦の舞台へと連れて行く列車がやって来る。




　九時少し前に、決勝大会が開かい催さいされる会場に着く。ガラスを活用した芸術を感じさせる建造物で、国際会議の場に使われたり、コンサートやスポーツイベントで使われたりする、総合文化施し設せつということだった。

　一階ホールの中央には、テレビカメラを持った男の人とマイクを持った女性が立っていて、小学生の子供達にインタビューをしていた。小学校将しよう棋ぎ団体戦の東日本代表の子供達だ。中学校将棋団体戦は、小学校の団体戦と併あわせて行われているので、今日行われる決勝大会には、東西の小中代表八校、計二十四人がここに集つどうことになっていた。

　彼らは僕達よりも年下ではあるが、棋き力りよくにさほどの差はない。いや、もしかしたら代表になっている中学生よりも高い棋力を持つ小学生もいるかもしれない。将来どこかで戦うことになるかもしれない小学生達のインタビューを、僕達はしばらくのあいだ眺ながめていた。

　インタビューが終わると、その子供達は付き添いの親と一緒に奥の方へと消えて行った。

　僕達に気づいた女性がやって来て、カメラとマイクを向ける。

「将棋専門チャンネルですけど、少しインタビューしてもいいですか？」

　三十歳くらいの女性が、柔にゆう和わな笑みを浮かべて僕達にマイクを向ける。

「はい。どうぞ」

　桂けい香か先輩が応対し、僕達は一列に並んだ。

　ずっと安あん寧ねいだった僕の心臓が、少し速まった。衛えい星せい放送のチャンネルなので、地上波ほどの視聴者数ではないが、それでも不特定多数の人に観みられると思うと緊張した。

「お名前と中学校名を聞いてもいいですか？」

「大おお橋はし桂香と言います。東日本代表のＳ中学です」

「あら、素敵なお名前ですね。将棋の駒こまの名前が入ってる」

「ありがとうございます」

「三人の中で、部長は誰ですか？」

「私です」

「あら、女子で部長ですか。凄すごいですね」

「でも、棋力は紙かみ一ひと重えです。いえ、もう抜かれているかもしれません」

　桂香先輩は僕の方をちらりと見て答えた。

「今回初めての決勝大会ということですが、日本一になる自信はどれくらいありますか？」

「三人とも、日本一になるのに相応ふさわしい努力をしてきました。だから、日本一になる自信があります」

「素晴らしい自信ですね。でもそのくらいの精神力がないと、ここまで来られていないですからね」

　インタビューにすらすらと答える桂けい香か先輩を見て、僕はその度胸の良さというか、対応力に感心していた。僕なんて、ここに立っているだけで緊張しているのに。対局している時の方が、よっぽど落ち着ける。

　桂香先輩へのインタビューが終わると橘たちばな先輩へマイクが向けられ、それが終わると女性は僕にマイクを向けた。

「お名前を聞かせてください」

「上かみ条じようあゆむです。一年生です」

「あら、一年生で団体戦のメンバーですか。これは、相当の棋き力りよくのようですね」

「東日本大会の時から、ずっと大将をやってもらっています。もちろん今回も」

　隣となりで桂香先輩が答えた。

「あら、それは凄すごい。将来有望な強さとお見受けしました」

「そうなるといいんですけど」

「ちなみに、あゆむくんの名前は、歩ふと書くんですか？」

「はい。そうです」

「桂香さんと同じで、駒こまの漢字が使われているんですね。一番好きな駒は、歩ですか？」

「いえ、一番好きな駒は飛ひ車しやです」

　と、僕は笑って答えた。

「でも、歩も好きです」

「私も歩は好きな駒です。というか、一番好きな駒です。何か、人間に一番近い駒という感じがするんですね。一歩一歩、着実に歩んでいく姿が、人間を連想させるんです」

「はい。僕もそう思います」

　それから二、三の質問に答えたあと、インタビューは終了となった。エールを送ってくれた女性に対して、僕達はお辞儀をして決勝大会の会場へと向かった。

　会場の中には、すでに多くの小中学生、大会関係者、そして報道陣じんがいた。僕達と同じ東日本の代表校である三人と軽く挨あい拶さつを交わしたあと、僕は見知らない顔がある方に視線を向ける。西日本代表の中学生達だろう。六人の中に、一人だけ女子がいた。

「あの人が、篠しの塚づか清きよ美みさんか。副将なのかな。是ぜ非ひ、戦ってみたいな」

　桂香先輩が篠塚清美を見み据すえて言った。口は笑っているが、目はすでに臨りん戦せん態たい勢せいに見えた。

　見知らぬ顔の中に唯ゆい一いつ、僕が知っている顔があった。

　西にし本もと。僕達と同じ夏用の学生服を着て、仲間達と談笑している。

　僕はまだ、西本の悩なやましい表情を見たことがない。先日の中学生名人戦でも、西本は最初から最後まで、泰たい然ぜん自じ若じやくとしていた。唯一、桂香先輩が考えさせた局面はあったが、眉み間けんに皺しわを寄せたり、下唇を嚙かんだりといった苦しい表情をつくらせることはできなかった。

　今日、僕が西本にその表情をさせる。させなければ、僕の勝利はない。

　僕の視線に気づいた西にし本もとが、やあ、という表情になってこちらへと歩いて来た。

「上かみ条じようくん。久しぶりだね」

「あ、はい。お久しぶりです」

「大おお橋はしさんと橘たちばなさんも、お久しぶりです」

　西本の好青年な挨あい拶さつに、桂けい香か先輩も橘先輩も、少し面喰らったような顔で挨拶を返した。

　これから切せつ羽ぱ詰つまる激げき闘とうを繰り広げるかもしれない相手に対して、これだけ明るく対応できるものなのか。これは僕にはできない。

　それとも、僕達と戦うことになっても、激闘にはならないと思っているのだろうか。だからこんなに余裕を感じさせる態度だと。それは僕の捻ひねくれた見方だろうか。

「上条くんは、今日は大将をやるのかな？　ああ、作戦として言えないのであれば、話さなくていいんだけど」

　僕は桂香先輩の方を見る。桂香先輩は何も問題ないという風に首を縦に振った。

「はい。僕が大将です」

「そうか。じゃあ、共に準決勝を勝ったら、決勝で対局することになるね」

「そう、ですね」

　そうですね、以外の返答を思いつかなかった。

「僕の方もそうだろうけど、上条くんが準決勝で戦うことになるチームも、強敵だよ」

「そうみたいですね。篠しの塚づか清きよ美みさんという方が、かなりの実力者みたいですし」

「うん。あとの二人のことは知ってる？」

「いえ。調べましたけど、目立った実績はないみたいでした」

「僕のチームの二人もそうだけど、篠塚さん以外の二人も、こういった大会にはあまり参加せずに、毎日ネット将しよう棋ぎで対局するというタイプみたいだよ。ネットの世界では、結構有名人みたいだ」

「なるほど。そういう表に出てこない強豪が、今はかなり多いみたいですからね」

「うん。それで、恐おそらく大将を務めるであろう笹ささ月づき和かず也やくんは、ネット上で面おも白しろい渾あだ名なで呼ばれてるんだ。《入にゆう玉ぎよくの和也》って」

「入玉の、和也ですか……」

「うん。僕は最近まで笹月くんの対局を見たことがなかったから、チームメイトにお願いして、保存してある笹月くんの棋き譜ふを見せてもらったことがあるんだけど、かなり面白い棋き風ふうだよ。どういう棋風か話すのはフェアじゃないと思うから、これ以上は黙だまっておくけど、笹月くんの戦法を初めて見て勝てたとしたら、上条くんはかなりの強つわ者ものだ」

　何だろう。入玉の和也と呼ばれるくらいだから、入玉する率が異様に高いということかもしれない。

　開会式の時刻が近づいてきた時、大会を主しゆ催さいする将棋連れん盟めいの会長と数人のプロ棋き士しが入室してきた。全員、テレビやネットでよく見る人達だった。僕達アマチュアが束になっても勝てない人達。負けても失うものはない僕達と違って、生活を、あるいは人生を懸かけて戦っている人達。東日本大会の時もプロ棋き士しに声をかけてもらったが、やはり他の人達とはオーラが違った。

「それじゃ、僕は行くね。お互い、決勝で会えるように頑がん張ばろう」

「はい。ありがとうございます」

　西にし本もとは最後まで柔にゆう和わな表情のまま、僕の元から去って行った。

　一歳年上だけど、友達にしたら裏表のない人間として付き合えるだろうな。同い年なら、親友になれるかもしれない。

　でも、今は倒たおさなければいけない相手だ。

「あゆむくん、西本くんと知り合いなの？」

　桂けい香か先輩は不思議そうに僕を見ている。

　そうか。僕がこのあいだ西本と会話したのを、桂香先輩は知らないのだ。

「先日の中学生名人戦が終わったあと、少し西本くんと話したんです。それで、憶えていてくれたみたいです」

　桂香先輩は合点がいったように頷うなずいた。

　対局開始が近づいてきた。東西の代表、小中学生の二十四人が、それぞれの決められた場所へ着席する。付き添いで来ている親や顧こ問もんの教師達も、会場の後方にある椅い子すへ腰を下ろす。話し声で溢あふれていた室内が、静せい寂じやくに包まれる。

　僕の目の前には、髪かみの長い男子が着席した。サッカー部在ざい籍せきといった方がしっくりくる容姿だった。

　首から下げているカードを見ると、笹ささ月づき和かず也やと書かれていた。

　西日本代表になるくらいだから強いのは当然なので、そこまで意識する必要もないのだが、やはり先ほどの西本の言葉が気になっていた。

　僕の左隣には、桂香先輩が座っている。桂香先輩の対面には、篠しの塚づか清きよ美みが座っていた。元々鋭するどいのか、それとも対局の時だけ眼力が強くなるのかはわからないが、篠塚清美の眼光は切れ味鋭かった。中学生女子名人になった女子だ。こちらも強敵である。しかし桂香先輩なら必ず勝ってくれるはずだ。

　対局前に、振り駒ごまが行われる。

　結果、大将の僕が先手番になった。副将の桂香先輩が後ご手てで、先せん鋒ぽうの橘たちばな先輩が先手。

　スタンド・マイクの前に、白しら髪がの老人が立った。主しゆ催さい者しやである新聞社のお偉えらいさんだ。この人の挨あい拶さつが終わると、次に将しよう棋ぎ連れん盟めいの会長が挨拶をし、対局の開始を宣言する。

（おい、精神状態はどうだ？）

　女王の言葉が聞こえてきた。僕は新聞社のお偉いさんの方に視線を向けたまま、ポケットの中の駒を触さわる。

（自分でも驚おどろくほど落ち着いています）

（自分に自信を持てている証しよう左さだ。そのまま自然体で指させ）

（はい）

（最初の相手の、入にゆう玉ぎよくの和かず也やか何か知らないが、勝つのは当然として、余裕を持って勝てよ。ここで苦戦するようでは話にならん）

（はい。ただ、入玉という単語が付いた渾あだ名なが気になります）

（入玉する率が異様に高いとか、攻めよりも受けの方に重きをおいた指し方とか、そういうことだろう。いずれにしても、そのことについて考え過ぎるな。この和也という男がどの程度の棋き力りよくかは知らんが、西にし本もとよりは劣るはずだ。だから必要以上には警けい戒かいするな。萎い縮しゆくは積極性を奪うばう。何を念頭において指すべきか、憶えているな）

（先に攻めに着手しろ。常に攻め筋を探せ）

（そうだ。それは対西本に限った話ではない。誰と対局する時にも当てはまる。今からの戦いもそうだ。先に攻めろ。今のお前なら、この男を蹴け散ちらせる）

　女王の話が終わるのと同時に、新聞社のお偉えらいさんの挨あい拶さつが終わった。

　次いで将しよう棋ぎ連れん盟めい会長がマイクの前に立ち、これから日本一を目指す二十四人の子供達に、温かくも真剣な眼まな差ざしを向けて、挨拶を始めた。

　僕は深呼吸する。

　いよいよ始まる。東日本大会が終わって以降、僕は打倒西本だけを目指してやってきたが、まずはこの準決勝を突とつ破ぱしないと同じ土ど俵ひように立てない。今は西本のことは忘れて、目の前の相手に集中だ。

「それでは、対局を開始してください」

　よく通る声で対局開始が告げられた。

「よろしくお願いします」

　小中学生、合わせて二十四人の声が会場中に響ひびき、準決勝の幕が上がった。

　僕は７六歩ふと指し、チェス・クロックのボタンを止めた。持ち時間は準決勝と決勝ともに二十分で、切れたら三十秒の秒読み。今までは、定じよう跡せき形けいならほとんどノータイムで指していたが、女王の教えを深く受けた今は違った。人間の作った定跡には、必ず瑕か疵しがある。僕はいつでもその瞬しゆん間かんを狙ねらっていた。

　戦型は相あい矢や倉ぐら模も様ようになっていた。この戦型だと、後ご手てから仕し掛かける急戦もあるが、笹ささ月づき和也は持久戦志向の指し手だった。

　相矢倉という戦型は、対コンピュータ戦も含ふくめれば、もしかしたら千局くらい指しているかもしれない。プロの棋き譜ふでも、食しよく傷しよう気味なくらい目にしている。なので、古今を問わず、矢倉の定跡や戦法は全て記憶している自信があった。

　そしてその定跡を破壊できる指し手も、女王にたくさん教えてもらっていた。

　対西にし本もと戦に備えて、居い飛び車しやの戦型では矢や倉ぐらと角かく換がわりの二つに絞しぼって女王の教えを受けていた僕には、これは有あり難がたい展開だった。いける！　という確信を持って僕は指さしていた。

　もちろん、それは油断ではない。勝ったと思ったわけでもない。あくまでも、自信を持って指せるという話である。僕はもう、対局中に油断したり、勝ったと思って気を緩ゆるめたりすることはない。そんな心持ちになったらどんな結果を招くのか、身を以もつて知っている。東日本大会での対二に階かい堂どう戦。あれで僕は懲こりている。

　笹ささ月づき和かず也やの指し手は、ゆったりとしたものだった。威い嚇かくするように駒こまを打ち付けるということはない。駒を挟はさまずにそっと動かすか、壊れ物を扱あつかうかのようにマスの中に置くという指し方。しかし弱々しさや迷いは見られない。一いつ貫かんした意志を感じさせる手つきだった。

　局面は進み、僕が本格的に攻撃を開始しようとする直前になっていた。

　僕の右辺の陣じん形けいだけ言うと、２六歩ふ、３七桂けい、３八飛車、４六銀という形。次に３七にいる桂馬が２五に跳ぶと、いよいよ激しい戦いへと突入していくことになる。これは相矢倉において極めてオーソドックスな戦法で、終しゆう盤ばんまで定じよう跡せき化かされている手順もある。

　この定跡形のまま進んでいくと、まだ人間の世界では指されていない、女王から教えてもらった新しん手てを指せる局面になる。僕は虎こ視し眈たん々たんとその時を狙ねらっていた。

　開戦は歩の突き捨てから。桂馬を跳ばす前に、僕は５五歩と突いた。相手は即そく座ざに同歩と取る。後手の角は７三にいるので、これで角の利ききが止まったことになる。味方の歩が邪じや魔まをしている形だ。

　僕は一つ息を吐はいて、２五桂けい馬まと跳ねる。ここからしばらくは、先手の僕が攻める展開が続く。恐らく後手はカウンターを狙って終盤に攻めることを計算しているだろうが、そうはさせない。カウンターを成功させる前に敵玉を潰つぶす自信があった。

　展開は数手進む。僕が３三桂けい成なりと指したあと、相手は同玉と指した。

　ん？

　僕は相手がそれを銀で取るものだと決めつけていたので、次に指そうとしていた手を止めた。

　ここで３三玉？

　ちょっと、見たことがない手だった。まだ中盤の入り口。玉は二段目、あるいは一段目にいた方が安全。わざわざ三段目に上げて相手の攻め駒に近づけることは、普通はやらない。銃じゆうを撃うってきている相手に、防ぼう壁へきから出て向かっていくようなものだからだ。今すぐ危険になるわけではないが、得がある指し手には見えなかった。

　まあいい。相手が先に手を変えてきたので、女王から教えてもらった新手を出す機会は消えたが、前に出てきた玉に狙いを定めて攻めを続行することにした。

　互いの駒台に銀と歩が追加されると、相手の陣形は異様なものに変わっていた。

　敵玉は相変わらず３三にいるままだったが、それ以外の多くの駒が、一マスずつ前進する形になっていた。４四にいた歩が４五に、４三にいた金が４四に、３二にいた金が４三という風に、どんどん後ご手ての陣じん形けいが前進してきていた。

　僕はそこで一いつ旦たん手を止めて、ペットボトルのお茶を飲みながら天井を眺ながめた。

　まさかと思ったが……ここまでくると、それが正解と見ていいのだろう。

　こういう形になって、僕は理解した。なぜ彼が入にゆう玉ぎよくの和かず也やと呼ばれているのか。

　彼は、終しゆう盤ばんに相手の攻めを躱かわしながら入玉するのが上う手まいというわけではないのだ。最初から、入玉を目指す棋き風ふうなのである。

　斬ざん新しんだなと思った。そして面おも白しろいと思った。

　最初から入玉を目指すという指し方が理に適かなっているのかどうかは、判然としない。その指し方を徹てつ底てい的に研究した人は、恐らくいないと思われる。もしプロ棋き士しやコンピュータが徹底的にその指し方を研究したら、面白いことになるかもしれない。かつて僕が対二に階かい堂どうのために横よこ歩ふ取どりを指し続けたように、笹ささ月づき和也もこの入玉戦法を指し続けたに違いない。対局中ではあったが、僕は素直に笹月和也の独創的な指し方に感かん嘆たんした。

　換言すれば、感嘆するだけの余裕が今の僕にはあった。

　僕は天井に向けていた視線を盤上へと移す。

　今はこちらの角が利きいているからすぐには出てこられないが、３三にいる敵玉はいずれ２四か３四へと前進してくるだろう。まだぶつかっていない端はしの歩ふをぶつけてきて、１筋の方からこちらの陣じん地ちに入ってくる侵しん入にゆう経路もある。

　僕がこれから目指す攻め方は、至し極ごくわかりやすい。入玉させない。それだけ。中段辺りで詰つませられれば最善だし、再び相手陣地に押し戻す展開でもいい。押し戻せれば、それは僕が優勢に戦っていることを証明する。

　笹月和也が１五歩と指して歩をぶつけてきた。想定内の一手。僕は即座に同歩と応じた。

　次に笹月和也は１六歩と打つ。形的には僕がタダで取れる歩だったが、これは取れない。もしこの歩を香きよう車しやで取ってしまうと、２七に銀を打たれて、３八にいる飛車と１六にいる香車の両取りになってしまうのだ。

　なので、僕は先に持ち駒ごまの銀を２七に打ち込んだ。端はしの守りを厚くしたことにもなるし、飛車をいじめられる筋を消すことにも成功した。敵の打ちたいところに打て。格言どおり、この一手の感かん触しよくは良かった。

　笹月和也は少し考えたあと、３五歩と指した。これでこちらの角の睨にらみを心配する必要がなくなったので、敵玉は四段目に出てくるだろう。

　僕は次に１六香車と指す。笹月和也は予想どおり、３四玉と指した。さながら兵士と共に最前線で敵軍を攻める王様だ。リアルの世界なら、きっと英雄である。

　僕は３八にいた飛車を１八へと振った。

　相手はこのまま２筋から４筋のあいだで、駒を進行させて来るだろう。僕はそちらへは目もくれず、飛車を龍りゆうにする方法を取ることにした。多少手数はかかっても、龍を作って自陣に引くか、あるいは下から相手の玉を追う攻めが最善だ。本来なら、入にゆう玉ぎよくしようとしている玉を下から追うのは感触が良くないのだが、先ほど２七に打った銀が敵玉を睨にらんでいるので、下から敵玉を攻めるのも十分効果的だった。

　笹ささ月づき和かず也やは最後方にいた銀を一マス前進させる。ゆっくりだが、確実に進行して来る。

　僕はそちらには手をかけず、１四歩ふと指さした。このまま相手が１筋を受けなければ、１三歩ふ成なりから数手で龍りゆうを作れる形になる。

　龍を作られることは脅きよう威いと判断したのだろう。笹月和也は玉の行進は一いつ旦たん止めて、１二歩と受けた。これだと、僕の飛車が龍になるのに時間がかかる。だが時間はかかっても、飛車を龍に変えることのできる形には変わりない。先ほど２七に打った銀が、それを可能にさせていた。

　僕は構わず１三歩成と指す。相手が同歩と指してくれると目的達成は早くなるのだが、笹月和也はと金には目もくれず、銀を前進させてきた。

　僕は１三のと金を２三へと移動させた。これが最も早く、そして安全に飛車を龍に変えることのできる一手だ。

　淡々と指している風だった笹月和也の手が、ピタリと止まる。芳かんばしくない戦せん況きようだと判断したのだろう。

　五分考えたのち、笹月和也は２三のと金を玉で取った。

　その一手を見て、僕の中で一気に決められるという思いが広がった。必ひつ至しに近い形に持っていける未来図が、脳のう裏りを過よぎった。

　この２三玉の一手は、明らかに弱気な一手だった。入玉するためにどんどん前進していたのに、一歩後退したのだから。どんな戦法を指す時でもそうだが、一いつ貫かん性せいのない指し方は往々にして破は滅めつを招くものである。

　僕は三分間考えたのち、最善と思われる筋を見つけ出し、攻めに着手した。

　１筋と２筋での激しい攻防の末、僕の飛車は最強の駒こまである龍へと変身を遂とげた。持ち駒の銀を２七に打ってしまったので、すぐには寄せられないが、それでも十分だった。何せ相手の玉の囲いはまともに機能していないのだから。

　やがて笹月和也は持ち時間を全て使い切り、三十秒の秒読みに入った。

　笹月和也の指し手に、緩かん手しゆや疑問手が増え出す。そのおかげで、僕の角は馬になることができた。龍と馬という、全てを破壊できる駒を得た僕の攻めは加速し敵玉を追い回す。入玉を目指していた敵玉は、僕の龍と馬に追い立てられて７筋にまで逃げていた。今まで敵の王様を守っていた金と銀は僕の駒台に載っていて、今やその命を狙ねらう兵士へと変へん貌ぼうを遂げていた。

　だが、僕がその変貌を遂げた金や銀を使う前に、笹月和也は投とう了りようした。まだ粘れる形だったが、勝負の綾あやは完全に消えたと判断したのだろう。

（なかなか良い将しよう棋ぎだったぞ。前ぜん哨しよう戦せんとしては合格の内容だ）

　女王のお褒ほめの言葉。僕自身、良い内容で勝てたと思ったので、その言葉は嬉うれしかった。僕はポケットの中の駒こまを触さわる。

（ありがとうございます）

（以前のお前なら、最初から入にゆう玉ぎよくを狙ねらってくる相手に慌あわてふためいただろうが、冷静沈ちん着ちやくに指させていた。成長した証あかしだ）

（僕もそう思います。自分でも驚くほど、余裕がありました）

（だが、お前が不利になる変化もあった。まだまだ読みが甘い）

（そうなんですか。すみません）

　笹ささ月づき和かず也やと感想戦をしたいところだったが、今は団体戦の真っ最中だ。僕だけが勝てばいいわけではない。二人の先輩の状じよう況きようが気になった。

　先に桂けい香か先輩の状況を確認しようとした時、

「負けました」

　と、右側から声が聞こえてきた。

　振り向くと、橘たちばな先輩が投了していた。

　橘先輩は顔を上げると、僕に向かってすまんと謝った。

　僕は気にしないでくださいと、首を横に振った。

　これで一勝一敗。チームの命運は、桂香先輩に託たくされた。

　僕は桂香先輩の方に振り向く。

　盤ばん面めんを見る前に、僕の視線は無意識に両者の表情を捉とらえていた。

　桂香先輩の横顔は真剣な眼まな差ざしで、苦しそうでもなく、余裕を感じさせるわけでもない。その表情から、有利不利の判断はできない。対戦相手の篠しの塚づか清きよ美みは鬼き気き迫せまる表情で、こちらもその顔からは優劣を判断することはできなかった。

　僕は盤面に視線を落とす。

　うーむ……これは……。

　女同士の戦いは、熾し烈れつを極きわめていた。

　どの戦法が選択されたのか判別不能なほど、あらゆるところが乱れていた。相あい居い飛び車しやなのか、相あい振ふり飛び車しやなのか、それとも対抗型で戦っていたのか、それすらわからないほど、互いの駒は激しく動いていた。

　一枚たりとも、初期配置の場所に同じ駒がなかった。１一の香きよう車しやから９九の香車まで全ての駒が動いていて、駒台に載ったり成なり駒ごまになったりしていた。正に全軍挙げての総力戦である。

　後手である桂香先輩の玉は、５五にいた。敵の龍りゆうと馬に自じ陣じんを荒らしまくられた結果、中段へと逃げ出した形だ。極めて際どい、詰つむや詰まざるやという局面だ。

　一方の篠塚清美の玉はというと、８八の地点にいた。それだけ見ると居飛車で戦っているのかと思うが、初期配置の駒が一枚もなく、玉の近くに金も銀もないので、もしかしたら２八に囲っていた玉がここまで逃げ出している可能性もあった。こちらも桂香先輩と同じく、いつ詰んでもおかしくない玉形だった。

　僕が状況を分ぶん析せきしているあいだにも、手は進んで行く。桂けい香か先輩は持ち時間を三分二十秒残していたが、篠しの塚づか清きよ美みはすでに三十秒の秒読みに入っていた。

　篠塚清美は龍りゆうと馬を動かし、桂香先輩の玉を寄せようとする。桂香先輩は究極に悩なやましい表情で、その攻撃を受け止め続けていく。

　本当にギリギリの攻防だった。悪あく手しゆは論外として、どちらかが一手でも緩かん手しゆを指させば、即そく終了となるような局面。いや、次善手でもダメかもしれない。常に最善手を指し続けないと負ける展開になっているのかもしれなかった。

　二人とも、自分にチームの命運が懸かかっているという状況を理解しているのかどうかはわからないが、この大一番で深く考える時間がなく、最善手以外を指したら負けるかもしれないという精神的重圧は、僕も二に階かい堂どう戦で経験しているだけに、想像するだけで胸が苦しくなるものがあった。
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　僕はただ、桂香先輩の勝利を祈ることしかできない。

　篠塚清美が王手をかけ続けていたが、その中で桂香先輩は、敵玉に狙ねらいを付けながら受けるという手を繰くり出していた。合あい駒ごまに桂けい馬まや香きよう車しやを使って、攻める時間ができればそれらの駒を敵の陣じん地ちに入り込ませると同時に王手をかける、そういう受け方をしていた。このまま進めば必至をかけられる局面になるかもしれないが、その瞬しゆん間かんに敵玉を詰つます展開を狙っているのだろう。

　それまでずっと王手をかけ続けていた篠しの塚づか清きよ美みが、桂けい香か先輩の飛ひ車しやを取りにくる手を指さした。僕の目には、それは悪手に見えた。時間に追われて鋭するどい攻めを続けられなかったのだろう。

　桂香先輩は飛車を逃がすと同時に、相手の玉ぎよくに王手をかけた。篠塚清美は８七に合あい駒ごまの歩ふを打って王手を防いだ。

　その瞬しゆん間かん、僕の脳がビリビリと刺激された。

　この局面、何かがあるのではないか。

　僕と同じようにこの局面に何かを感じ取った様子の桂香先輩が、ぐぐっと前ぜん傾けい姿し勢せいになった。

　７五には桂香先輩が合駒に使った桂けい馬まがいる。この桂馬を動かすと自玉を取られるので動かせないが、８七飛ひ車しや成なりと指して再び王手をかけることはできる。

　ただ、龍りゆうを作ることはできても、桂香先輩の駒台には駒が一枚もない状態だった。

　８七飛車成と同時に歩を手に入れられるが、さすがに歩一枚では厳しいか。

　仮に桂香先輩が８七飛車成と指せば、相手玉は７九にしか逃げられない。そこで７八歩と打つことができれば桂香先輩の勝ちだったが、しかしその一手は打ち歩ふ詰づめの反則だった。打ち歩詰めにならなければ、寄せられる筋があるのだが……。

　と、そこまで考えたところで僕は気づいた。

　あっ！

　まさか、えっ、まさか、こんなことがあるのか。

　僕は身み震ぶるいする。思わず言葉が出そうになるのを堪こらえる。

　まさか、実戦でこの筋が出てくるなんて、こんなことがあるのか……。

　桂香先輩はまだ指さない。持ち時間はすでに一分を切っていた。

（おい、あゆむ）

（はい。何でしょうか）

（この局面、お前の目にはどう映っている？　西にし本もと戦に向けて、ここでの読みは重要だぞ）

　そういう言い方をするということは、やはりこの局面、桂香先輩が即そく詰づみにできる筋があるということなのだろう。

（最初は打ち歩詰めの反則で詰ませられないと思ったんですけど、８七に飛車を突つっ込ませた時、成ならずに不ふ成なりとすれば、打ち歩詰めを回かい避ひして、そのまま一気に寄せられると思います。当たってますか？）

（正解だ。ここでそれが読めているなら、次も大丈夫だろう）

　飛車や角を不成にしなければ敵玉を詰ませられないという手筋は、詰つめ将しよう棋ぎではよくある。

　しかし実戦でこの手筋が出てくるのは、極めて稀まれだった。

　この局面が詰将棋として出題されていれば、即そく座ざに解ける人も多いだろう。しかし実戦だとどうか。明らかに不成の方が良い場合はともかく、普通相手の陣じん地ちに入る時は、成なり駒ごまにする筋から考えるものだ。特に飛ひ車しやと角という、成なれば最強の駒こまにできる場合は、まず成ることから考える。飛車と角を成ってマイナスになることなど、基本的には有り得ないからだ。

　その基本的に有り得ない局面が、桂けい香か先輩の前に出現している。

　桂香先輩は左手を頭に付けた恰かつ好こうで、まだ盤ばん面めんを凝ぎよう視ししていた。そのあいだに持ち時間がなくなり、三十秒の秒読みに入る。

　僕は居いても立ってもいられない精神状態になった。どうか桂香先輩が最善手を指させるようにと、神様に祈りたい気持ちだった。身近に神様がいることに気づき、僕は話しかけた。

（あの、女王様、桂香先輩は不ふ成なりの筋に気づくでしょうか？）

（私が知るか、そんなこと。しかし桂香が勝たないと次に進めないので、応おう援えん代わりに念を送るとしよう）

　桂香先輩の玉は必ひつ至しをかけられているわけではないが、ここで詰つませられないと、再び形勢逆転になる恐おそれもある。どちらも三十秒将しよう棋ぎだ。何が起こってもおかしくはない。だからここで寄せ切って欲しかった。

　桂香先輩が前ぜん傾けい姿し勢せいを止めて、背筋をピンと伸ばした。

　その表情から、正解に気づいたのかどうかは判断できない。

　桂香先輩は８七の歩を取って自分の駒台に置くと、飛車を挟はさんだ。

　裏返さないでください。裏返さないでください。裏返さないでください。

　僕は心の中で叫さけび続ける。

　果たして桂香先輩は、指に挟んだ飛車を、ゆっくりと、裏返さずに８七に置いた。

　やった！

　歓喜の声を上げそうになる僕は、右手で口を押さえた。

　さすが桂香先輩だ。プレッシャーがかかる局面で、時間がなかったのに、極めて稀まれな手筋に気づいた。さすがだ！

　篠しの塚づか清きよ美みは、８七飛車不成と指された瞬しゆん間かんは、訝いぶかしげな顔だった。どうやら彼女は気づいていなかったようだ。しかし玉を逃がしたあと、桂香先輩が７八歩ふと打つと、その訝しげな顔が引き攣つった。直後、引き攣った顔が泣き顔になり、篠塚清美は頭を下げて投了した。

　無意識のうちに息を止めていた僕は、どっと息を吐はいた。

　勝った！　僕達が決勝戦に進むのだ！

　勝利した桂香先輩は喜びに浸ひたる間もなく、素早く僕達の方に振り向いた。

「二人はどうだった？」

　どうやら桂香先輩は僕達の結果を知らずに指していたようだ。

　僕が勝ちましたと答えるよりも早く、僕と橘たちばな先輩の笑顔を見た桂香先輩も破は顔がん一いつ笑しようになった。

「やった！」

　桂香先輩が両手を上げて、僕の両手とタッチした。

「日本一を決める戦いの席に着けるのね。良かったぁ」

　桂けい香か先輩は喜びながらも、その表情に疲ひ労ろうの色も見せた。安あん堵どと疲つかれの混じったような深い溜ため息いきを吐つく。いかに苦しい展開が続いていたのかがわかる仕し種ぐさだった。

　僕の視線が、自然と隣となりのテーブルで指さしていた西にし本もとに向けられる。

　西本達は、すでに三人とも対局を終えているようだった。全員、笑顔で会話を交わしている。決勝進出を決めたのだと理解した。

　西本と僕が対局している光景が脳のう裏りを過よぎる中、中学生名人戦で圧勝し続けた西本の姿を思い出した。

　軽く、右手が震ふるえた。

　僕は深呼吸する。

　大丈夫だと、自分に言い聞かせる。

　これは恐れからくる震えではない。武む者しや震ぶるいだ。

　あの日の僕なら、西本には勝てなかった。でも今の僕なら、西本に勝てる。必ず、僕が勝つ。

　日本一を決める最終決戦まで、あと少し──。
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　十時二十分に開始された小中学校合わせて四組の準決勝は、十一時を少し過ぎた頃に全てが決着した。このあと休きゆう憩けいを挟はさんで、十一時五十分から決勝戦と三位決定戦を行うと、大会関係者から説明を受けた。

　僕達はまず、会場の後方で観戦していた親や教師に、勝利したことを報告した。みんな喜んでくれていて、僕の母親はとにかく悔くいのないように精一杯頑がん張ばりなさいと言葉をかけてくれた。

　次に僕達は、準決勝で戦ったメンバーと言葉を交わし合った。

　完敗だったよ。笹ささ月づき和かず也やはそう言って右手を差し出した。僕は軽くその手を握にぎった。

「最初から入玉を狙ねらう戦法は、正直驚きました。でも、独創的で面おも白しろいと思います」

「一応、普通の将しよう棋ぎも指させるんだけどね、後ご手てで相あい居い飛び車しやになったら、あの戦法を使おうと決めていたんだ。見事に跳ね返されたけどね。上かみ条じようくんの将棋は、重厚な感じがする。これまで目立った成績は挙げてないよね？」

「そうですね。全国レベルでの実績はないです」

「じゃあ、西にし本もとくんと戦ったこともない？」

「ないです」

「でも、西本くんの強さは知ってるよね？」

「はい。今年の中学生名人戦を直じかに見てます」

「そうか。決勝戦も、上条くんが大将？」

「はい」

「それなら、大将戦は上条くんと西本くんに決定か。彼はほんとに無敵って感じだけど、でも上条くんなら、何かやりそうな感じがする。そんな匂においを感じ取ったんだ。僕の勘かん、結構当たるんだよ」

　僕は笑って、

「わかりました。信じることにします」

「僕は自分に勝った人を応おう援えんすることにしてるんで、上条くんが西本くんに勝てるように応援するよ」

「ありがとうございます。笹月さんも、三位決定戦頑張ってください」

「うん。四位より三位の方がいいからね、勝てるように精一杯頑張るよ。今度こそ、入玉戦法で勝てるようにね」

　そう笑って話す笹月和也の言葉で、僕達の会話は終了となった。

　桂けい香か先輩はまだ篠しの塚づか清きよ美みと話していたが、会話の内容は先ほどの対局から最近ハマっている好きなお菓子は何かという話題になっていたので、僕は思わず笑ってしまった。

（おい、あゆむ。ちょっと表に出て話したいから、人ひと気けのない場所に行け）

　そう女王に言われて、僕は会場を出た。ぱっと見、人気のない場所が見当たらなかったので、僕は男子トイレに行き個室に入った。

　女王だけが出てくるのかと思ったが、香きよう車しやと歩ふと桂けい馬まも出てきたので、狭せまい個室にぎゅうぎゅう詰めの状態になった。

「いよいよここまで来たなぁ、あゆむ」

　香車が僕の頭を撫なでながら言う。

「はい。皆みなさんのおかげで何とかここまで来られました。でも、次が本当の勝負です」

「そうやな。どうや、勝つ自信に溢あふれてるか？　弱気になってへんか？」

「大丈夫です。今までの将しよう棋ぎ人生の中で、一番苦しくて厳しい戦いになるのは間違いないですけど、勝つのは僕です」

　力強く答えると、香車は僕をヘッド・ロックした。

「よう言うた。ほんま、あゆむは成長したで。棋き力りよくだけじゃなくて、精神面も大おお幅はばに強くなっとる。ネガティブな面が全く見られなくなった。二に階かい堂どう戦までは、まだまだ弱気な面の方が大きかったと思うけど、そんな影は微み塵じんもなくなっとる」

「このあいだまでは、本当に西にし本もとくんに勝てるのかなという思いは持っていました。でも、桂けい香か先輩がこの大会を最後に引退すると聞いて……勝ち以外の結果はいらないです」

「今のあゆむなら、必ず勝てる。一生の思い出に残る大会にしようや」

「はい」

　ヘッド・ロックされたままの僕の手を、歩が両手で優しく握る。

「あゆむくんは、本当に努力しました。誰よりも、将棋に対して真しん摯しに向き合ってきました。その結果、格段に棋力が増しました。今のあゆむくんに倒せないアマチュアの棋き士しはいません。西本くんも怪かい物ぶつ級の強さですけれど、あゆむくんなら倒せます。勝って、桂香さんと喜びを爆ばく発はつさせましょう。わたくし達も、ずっと傍そばで応援していますからね」

「うん。ありがとう」

「まだまだ甘いところも多いけど、それでもあなたは桂馬の使い方が格段に上手になった。先ほどの対局でも、桂馬を活かつ躍やくさせていたわね。西本との対局でも、桂馬を躍やく動どうさせなさい。そうすれば、必ず結果は付いてくる」

　ある意味では、女王よりも僕に対して厳しい目を向けている桂馬にこれだけ褒ほめられたことは、自信になった。

「桂馬さんも、ありがとうございます。桂馬を躍動させて、必ず勝ちます」

　最後に残った女王が、僕の前に立つ。香車はヘッド・ロックを解除した。

「唯ゆい一いつ気がかりだった精神面も、万全のようだな」

「はい。不安は全くありません。マイナスの思いが出そうになっても、全て打ち消すことができています」

「それなら、もう何も言うことはない。西にし本もとを倒してこい。お前がナンバー・ワンになるんだ」

　僕は力強く首しゆ肯こうした。

「今まで、本当にありがとうございました。必ず教えに報むくいます」

　僕が宣言すると、四人は駒こまの姿に戻った。僕は右手に乗っている駒をポケットの中に入れてトイレを出た。

　飲み物を買おうと自動販売機に向かうと、桂けい香か先輩が買っているところだった。

「篠しの塚づかさんとの女子トーク、終わったみたいですね」

　僕がそう言うと、桂香先輩は少し照れた笑みを浮かべた。

「あれ、聞かれてた？」

「はい。ばっちり聞こえてました」

「敵として戦ったけど、話してみると、凄すごく気の合う人だったの。優勝できるように応援してるって言ってくれたわ」

「笹ささ月づきさんも、同じことを言ってくれました。自分達に勝った方に、優勝して欲しいって」

「負けて悔くやしい思いをした人達のためにも、不ふ甲が斐いない将しよう棋ぎはできないね」

「はい。全てを出し切って勝ちましょう。僕達が日本一のチームになるんです」

「上かみ条じよう大将が断言してくれたら、本当に実現できると思えるわ」

「そのために、ここまで来ました。実現させましょう」

「はい。実現させましょう」

　桂香先輩はにこりと笑い、力強く頷うなずいた。

　僕はペットボトルのお茶を買い、桂香先輩と並んで決戦の地へと進んで行く。




　　　　２




　話し声があちらこちらでしていた先ほどと違って、会場内は静せい寂じやくに包まれていた。報道関係者の人が写真を撮っている以外は、動いている人はいなかった。決勝戦と三位決定戦を行う小中学生二十四人のほとんどは着席していた。

　西本も、すでに着席していた。少し頭を下げた恰かつ好こうで、目を瞑つぶっている。

　僕と桂香先輩は自分の座る席へと歩いて行く。大将の僕が真ん中で、桂香先輩が左側、橘たちばな先輩が右側という並び順。座る直前、僕の母親が目に留まった。母親は声に出さずに頑がん張ばれと口を動かした。桂香先輩の母親も、同じように口を動かしていた。僕達は頷き返して着席した。

「上条、泣いても笑っても、これで最後だ。悔くいのないように、全てを出し切ろう」

　隣に座っている橘先輩が、決意に満ちた顔で話しかけてきた。

「はい。そして是ぜ非ひ、笑って終えられるようにしましょう」

「そうだな。今日は、というか東日本大会の代表決定戦の時から、僕は負けばかりなんだよな。迷惑ばかりかけて申し訳ない。せめて最後くらいは、勝ちたい。上かみ条じようと大おお橋はしさんは勝つと信じているから、僕もその輪に加わりたいよ」

　それは本心だろうなと思った。いくら団体戦は二人が勝てばいいと言っても、自分だけが負け続けるのは、いい気分ではない。

「橘たちばな先輩は強いです。自信を持って指さしてください。三人とも勝って有終の美を飾りましょう」

「了解だ」

　視線を正面に向けた時、西にし本もとは目を開けてまっさらな盤ばん上じようを見ていた。その視線を上げて僕を見ると、軽く口角を上げて駒こまの入った箱を開けた。箱を引っくり返し、四十枚の駒を盤上に出す。僕は軽く頭を下げて、大橋流で駒を並べていく。対して西本は伊い藤とう流で駒を並べていた。

　怪物を前にしても、僕の心は緩ゆるやかな川の流れを保っていた。もうちょっと緊張した方がいいのではないか、と自問してしまうくらい、脈拍は日常と変わらなかった。

　西本の表情も、穏おだやかである。しかし瞳の奥に、刃が光って見えた。

　駒を並べ終わった時、西本が口を開く。

「振り駒は僕がしてもいいかな？」

「お願いします」

　西本は自分の歩ふ兵ひようを五枚、両手の中に入れた。歩の方が多ければ、振り駒を担当した西本の先手。と金の方が多ければ僕が先手となる。

　先手と後ご手て、どちらになって欲しいという希望はなかった。どちらになっても、先に自分が攻める展開にするという考えは変わらない。

　西本が両手の中の駒を激しく振り、盤の横のテーブルにばらまいた。

　結果はと金が四枚。僕の先手に決まった。以下、副将の桂香先輩が後手で、先せん鋒ぽうの橘先輩が先手。

　西本は振り駒に使った五枚の歩を、再び元の場所に配置する。

　僕は軽く目を閉じる。

　棋き風ふうどおりなら、後手の西本は今回も振ふり飛び車しやを選択するだろう。対抗型が苦手だった僕だが、女王の指導のおかげで苦手意識はすっかり克こく服ふくされていた。負けてしまったが、大橋名人との対局で振り飛車相手に戦えたのも少なからず自信になっていた。恐れる必要は、ない。

　対局時間が近づいてきた時、再び将しよう棋ぎ連れん盟めい会長がスタンド・マイクの前に立つ。

　いよいよ、始まる。

　僕の脳のう裏りに、まるで走そう馬ま灯とうのように香きよう車しや達が現れた時の光景が蘇よみがえった。あの日から、全ては始まったのだ。そもそも香車達が出てきてくれなかったら、僕がこの場にいることはなかっただろう。西本に勝てるという自信を持てるほどに成長することもなかった。

　まだまだ思い出が溢あふれ出してきそうだったが、僕は過去の記憶を遮しや断だんした。感かん慨がいに耽ふけるのは、西にし本もとを倒したあとだ。

　時計の針が、十一時五十分を指さした。

「それでは、対局を開始してください」

「よろしくお願いします」

　自信に満ちた二十四人の声が、会場内に響ひびいた。

　僕は一つ息を吐はいて、▲７六歩ふと指した。

　西本もすぐに△３四と突つく。

　僕はノータイムで▲２六歩と指した。

　次の西本の手が、最初の分ぶん岐き点てんだった。振ふり飛び車しやか、居い飛び車しやか、それともそのどちらも匂におわせない別の手を指すか。

　西本の右手が３筋に伸び、△３五歩と指した。

　序じよ盤ばんにおいては、どんな手がきても驚かない自信があったのだが、少し意表を突かれた。

　これは……三さん間げん飛び車しやか。少なくとも、居飛車の戦法で戦いを挑いどんでくることはない。飛車を振ってくることはこれで確定した。

　この３五歩という一手は、どういう戦法で指すのかはっきりさせた手でもある。持久戦になるのか急戦になるのかは、僕の指し手次第だが、攻撃的な一手には違いない。やはり西本は、常に相手より先に攻めることを意識して指している。

　僕の頭に、女王に叩たたき込まれた言葉が浮かんでくる。

『西本に先に攻めさせるな』

　僕は盤上全体に目を向ける。

　必ず、僕が先に攻めに着手する展開を作るんだ。

　細心の注意を払いながら、僕は手を進めていく。絶対に先に西本に攻めさせないように、慎しん重ちように玉を囲っていく。

　そのあいだに、西本の飛車は３二へと回っていた。僕の牽けん制せいが功を奏しているのかどうかはわからなかったが、西本はすぐに攻めてこなかった。僕と同じように玉を８筋へと移動させて、片かた美み濃の囲がこいを完成させていた。

　居飛車でも振り飛車でも、玉の囲いは銀一枚と金二枚が基本だが、西本は金の一枚をすぐには守りに参加させなかった。攻めにも受けにも使える位置に置いている。この金を攻めに使う構想も、すでにその頭の中にはあるのだろう。僕もその筋を最大限に警けい戒かいしながら、玉の囲いを舟ふな囲がこいから左ひだり美み濃の囲がこい、そして最終的に天てん守しゆ閣かく美み濃のへと発展させた。

　天守閣美濃。僕が囲いの中で一番綺き麗れいだなと思うものを、この大一番で採用することにした。今まではこの囲いを活かせるほどの腕がなかったので、あまり良い思いをしていなかったが、女王の指導をみっちりと受けた今では、この天守閣美濃の良さを引き出せるようになっていた。

　天てん守しゆ閣かく美み濃のの最大の弱点は、玉ぎよく頭とうが弱いということだ。普通、玉の上か横には銀や金がいるものだが、この天守閣美濃は玉の上にも横にも銀と金はいない。８七にいる玉の真下には角がいて、斜ななめ下の７八に銀、６九と５八に金がいるという一見すると奇き妙みような恰かつ好こう。他の囲いに比べて、明らかに玉が浮いていた。玉頭が弱点というのは、誰にでもわかることだ。

　だが、すでに８六歩ふと突ついている形が利点でもあった。もう一マス歩を前進させて８五歩とすれば、玉頭の位取りになる。つまり、玉頭戦を先に仕し掛かけられるのだ。僕がこの囲いを採用した最大の狙ねらいは、そこだった。対抗型の基本である５筋から右側での主導権争いを制するのが一番だが、少しでも隙すきがあれば、玉頭戦を開始する。理想は、横と上からの波は状じよう攻こう撃げき。

　とにかく先手先手で攻める。先日の中学生名人戦で西にし本もとが見せた戦い方を、僕がやるのだ。

　僕が天守閣美濃を完成させた直後、西本は４五歩と指して角かく道みちを開けた。３三にいる西本の角と、８八にいる僕の角がぶつかる形になった。同時に、４六の歩にぶつけられた恰好でもあった。

　先に攻めに着手するという最初の目的が、失敗に終わった。

　ずっと静かに脈打っていた僕の心臓が、どっくんと跳はねた。

　角道を開けて角交換を迫せまってくる筋は、４四歩と指さされてから警戒し続けていたが、ここで角道を開けることは想定外だった。

　僕は先の展開を読む。角を取る手と取らない手。どちらが勝るのか、読み続けた。

　結果、角交換した方が良いという結論が出る。

　僕は相手の要求に応じて３三角かく成なりと指すことに決めた。西本は同じく銀と指すだろう。そのあと、僕はぶつけられた歩を取るために４五歩と指す。この時点で、僕の一いつ歩ぷ得どくとなる。角を持ち駒ごまにされるが、すぐに怖こわい展開はない。僕もすぐには角を使えないが、相手も使えない。その状況で、僕の一歩得となるのだ。

　女王の教えを守れなかったが、展開としては悪くなかった。

　終しゆう盤ばんでは駒の損得は関係ないという展開も多いが、序じよ盤ばんでは違う。たった一枚の歩の得が、戦い方の幅はばを広げてくれる。

　僕は息を吐はき、▲３三角成と指した。以降、読みどおりに手は進み、僕の一歩得となったあと、西本は△８四歩と突いた。玉頭戦を狙っているのか、それとも玉の囲いを強化するのか判断がつかない一手。どちらにしても、怖い攻め筋はない。僕は左辺から右辺へと視線を移す。

　僕は相手にもらった歩を使って攻められる筋を考え抜ぬくことにした。

　開戦の宣言は西本にされてしまったが、このまま思いどおりの展開にはさせない。

　角を交換するために敢あえて僕に一歩渡したことを後こう悔かいさせる展開を作り出す。

　三分使って考えた結果、僕は一いつ歩ぷ千せん金きんの攻め筋を見つけた。

　何度も何度もその攻め筋を読んだ。確実にいけるという確信を持った。

　僕は▲１五歩と指し、後ご手ての歩にぶつけた。

　西にし本もとがこの歩ふを取る、取らないに関わらず、僕の読みどおりなら、１筋か２筋のいずれかを突とつ破ぱして飛車を成らせることができる。角を持ち駒ごまにできたことに加えて、西本がプレゼントしてくれた歩が、それを可能にさせてくれた。相手の攻めを逆手に取る。将しよう棋ぎでは常じよう套とう手段だ。

　ここで少しは時間を使って考えるだろうと踏んでいたが、予想に反して西本は即そく座ざに△８三銀と上がった。

　その手を見た時、まさか次に７四銀とはやらないよな、と僕は思った。

　西本が玉ぎよく頭とう戦を仕し掛かけるのならそれが一番手っ取り早いが、それでは玉を囲う駒はなくなる。６一にいる金を７二に移動させれば、一応玉を守る形にはなるが、さすがに金一枚だけに玉を守らせて攻めるなんてことはしないだろう。

　しかし念のため、７四銀と指さされてからの展開も、数手先だけ読んでおく。

　結果、大丈夫だという結論を出す。大丈夫。それでも僕の攻めの方が勝る。

　西本が１筋を受けなかったことにより、僕の１筋突破は濃のう厚こうとなった。更に、歩を多く獲得できる。上う手まく指せれば、相手の香きよう車しやか桂けい馬まを取り、しかし自分の香車は渡さないという展開も可能かもしれない。僕にとって、マイナスなことは一つもない。

　ただ、１筋が突破されることを承知で西本は８三銀と指した。勝算があると見ての８三銀だ。１筋を突破されるのが不利だと思えば、一いつ旦たんは１五同歩と指したはず。

　その一点は不気味だったが、しかし自分の読みの方が勝っていると信じることにした。僕の方が、より深く先まで読めているはずだ。恐おそれるな。自分に言い聞かせて、僕は▲１四歩と指した。

　直後、西本は△７四銀と指した。

　その一手を予想の中に置いていたとはいえ、僕の手はピタリと止まった。

　まさか、本当にこの一手を指すとは。

　現時点で、８二にいる敵玉に密着している金銀はいない。

　この指し回しだと、７四に出てきた銀はこのまま攻めに使うはずだ。となると、玉を囲うには６一にいる金と５三にいる金を接近させなければいけないが……あまりにも頼りない囲いだ。それに、６一にいる金は一手で玉に密着させることができるが、５三にいる金を６二に移動させるには二手かかる。仮にその二枚金になっても、大して強固ではない。

　玉頭戦に、それだけの価値があると見ているのだろう。

　しかし現時点では、後ご手ての攻め駒は足りないはずだ。他に攻めに参加させることができる駒といえば、８一にいる桂馬を９三に跳ねて、玉頭を狙ねらう位置に持ち駒の角を打ち込むくらいだ。

　あとは……。

　僕の目に、５三の金が留まる。

　たとえば今は５三にいる金を、６四から６五へと移動させてくる手順も見えた。そこまで進むと、僕の方がちょっと危ないか……下へ手たな受けをすると、一気に崩される恐れがある。

　しかしそれだけ手が進んでいる頃には、僕も香きよう車しやか桂けい馬まを入手できているはずだし、飛ひ車しやを成ならせることに成功しているかもしれない。もし危なくなったら、手に入れた香車か桂馬を自じ陣じんに打ち込めばいい。大丈夫。城は崩ほう壊かいしない。

　僕は一つ息を吐はいて、▲１三歩ふ成なりと指さした。すぐに西にし本もとは△１三桂馬と応じる。僕は桂馬の頭に歩を置く。以下、△１二歩、▲１三歩成、△１三歩と進んだ。僕の桂けい得どく。何も損のない手順だった。

　この展開で僕の不利なわけがない。

　いける。このままの流れでいける。

　自信が漲みなぎり始めた僕は、▲２五歩と指した。

　着実に、１筋か２筋の突とつ破ぱが近づいていた。

　当然、その未来は西本も読んでいるはずだ。

　となると、西本の次の一手は二つに分かれる。

　僕の思いどおりにさせないために先に受けるか、僕の攻めを上回る攻めに着手するか。

　果たして西本の選択は……。

　西本の手が動く。僕から見て左の方へ。

　受けない……攻めるのか？

　西本は、８二の玉を、９二へとスライドさせた。

　何だ？

　最初の数秒間、僕はその一手の意味がまるでわからなかった。悪あく手しゆとか疑問手とか以前に、意味自体を為なしていないような一手に見えた。

　９二玉の意味を知った時、僕の手は小刻みに震ふるえた。一いつ瞬しゆん、血の気が引いた。

　この一手は、３二にいる飛車を８二へと移動させるためのものだ。先ほど僕が読んだ攻め筋では、自分の方が有利に戦えるという結論を出したが、後ご手ての飛車が８筋へ来るとなると、先ほど僕が読んだ攻めの数倍厳きびしいものになりそうだった。

　しまった……僕はこの一手を全く予想していなかった。全く読めなかった。

　僕に桂馬をほとんどタダで取らせる恰かつ好こうになっても、この攻めを通す方が価値は高い。そう判断しての指し回しだったということか。

　このあと西本は、８一にいる桂馬を９三に跳ねたり、持ち駒ごまの角を８筋の急所を睨にらむ位置に打ち込んだりする構想なのだろう。あるいは５三にいる金を、６筋から７筋へと前進させる展開もあるかもしれない。

　僕は桂馬を持ち駒にしたが、この玉ぎよく頭とう攻ぜめを通させてしまったことは、状況的に芳かんばしくなかった。これからの僕の受け方次第では、桂馬を取ったことはプラスにさえならない恐おそれがある。

　これが、西本の攻撃力か。

　中学生名人戦の時に体感したつもりだったが、実際に戦うと、その凄すご味みは数倍増しに感じられた。この攻める力は、尋じん常じようじゃない。本当に、攻めだけの読みなら、プロに匹ひつ敵てきしているのかもしれない。

　僕は決断しなければいけない。このまま端はし攻ぜめを強行するのか、玉ぎよく頭とう攻ぜめに備えて受けるのか、それとも全く別の筋からの攻めを見つけるか。
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　直感では、受けた方がいいように思えた。８二飛車と回られた時に備えて、７七銀や７七桂けい馬まとしておいた方がいいように思えた。

　だが、そんな僕の頭に、女王の言葉が浮かんでくる。

『相手より先に攻めろ』

　決して受け＝弱気というわけではないが、僕は守りに入りそうになっていた気持ちを奮ふるい立たせた。

　この局面では、攻め合った方がいい。相手は玉を囲っていない。鋭い攻めを続けることができれば、先に詰つませることができるはずだ。

　僕は意を決して、▲２四歩ふと指さした。

　西本は８二飛車とはせずに、△２四同歩と応じた。

　攻め合わずに受けるということは、決して僕の攻めが遅いわけではないということだ。攻め合うと自分が不利になると読んでいるから、丁てい寧ねいに受けている。

　僕は駒こま台だいに載っている最後の歩を取り、▲２五歩と合わせた。

　数秒の間があって、西にし本もとは△８二飛ひ車しやと指さした。

　このまま２四歩と取り込んでも自じ玉ぎよくが安全なら僕の優勢になる局面ではあったが、さすがにこの局面では玉頭攻めに備えなければいけない。

　先ほど、西本が７四銀と指した局面では十手くらい先までしか読まなかったが、今度は数々の変化を深く読んだ。

　僕は心の中で舌打ちをした。

　厭いやな筋が、いくつも浮かんできた。

　深く読めば読むほど、僕の方が苦しくなる展開が待っていた。

　すぐに僕の城が崩ほう壊かいするわけではない。僕の持ち駒ごまには角と桂けい馬まがあるので、守りを強化することもできる。ただ、現局面から十手先までは互角でも、そこから先はじわりじわりと差を広げられていく。どの変化を読んでも、そういう展開になってしまった。

　僕は乾いた唇を舐なめて、ペットボトルのお茶を飲む。

　後こう悔かいの念が広がっていく。

　決して軽視したわけではないが、７四銀と指された時、もっと深く読むべきだった。

　あの時深く読んでいれば、あるいは……。

　僕は頭を振る。

　ダメだ。弱気になるな。勝負が決したわけではない。

　中ちゆう盤ばんは苦しい展開が続くだろうが、終盤に楽しみがある。

　西本はその絶大な攻撃力と引き換えに、自玉の囲いを無きに等しいものにした。僕の飛車が敵てき陣じんに入った時、後ご手て玉ぎよくがあの極きわめて脆ぜい弱じやくな形のままであれば、一気に詰つめられるはずだ。それまでの辛しん抱ぼうだと、自分に言い聞かせる。

　自や棄けになって暴発してはいけない。ここからは我が慢まんに我慢を重ねる時間。どこかで必ず我慢から解放される時が来るはず。

　ここからしばらくのあいだは、僕は受けの手を指し続けることになる。しかし一〇〇パーセント防御し続けるわけでもない。西本が最善の攻めを続けても、僕には受け以外の手を指す時間もある。今は全く機能していない２八にいる飛車を動かしたり、敵玉を狙ねらう位置に角を打ち込んだり、そういった最終盤に敵玉を詰ますための布石となる手を、僕の読みでは何回かは指せるはずだった。西本の攻めを受け止めながらも、最後の最後にカウンターを決められる位置に駒を配置しておく。それが僕の狙い。

　ただし、西本が僕の読みを上回る攻めを繰くり出してきたら……その時は……。

　西本の攻めが、８筋を中心に開始される。僕の飛車と違って、最大限に飛車が活きている攻め。敵の桂馬や金、角も投入されてくる頃には８筋は突とつ破ぱされ、８七にいた僕の玉は８八から７九、６八、５九へと追い立てられていった。

　逃げ続ける僕の玉を見て力を増したかのように、西本の攻めは更に加速していく。

　僕が想定していた以上に、戦せん況きようは厳しいものとなっていた。西にし本もとの攻めの一手は、時折僕の読みを上回っていた。桂けい馬まを打ってくると思っていたところに香きよう車しや、５七に歩ふを打つだろうと身構えていると５六歩。そうやって読みと違う手を指さされてみると、そちらの方が厳しいことに気づく。小さな誤算の積み重ねが、次第に多大なダメージとなっていく。

　追い立てられた僕の玉ぎよくは、２六の地点まで移動していた。先に僕が１筋と２筋を制圧していたおかげで、しばらくは詰つまない形になっているが、土ど俵ひよう際ぎわまで追い込まれるのは時間の問題だった。いや、もう徳とく俵だわらに踵かかとが付いている状態なのかもしれない。

　決断を迫せまられていた。

　このまま受け続けても、じり貧ひんになるだけだ。攻めに転じなければ、僕の勝ちはない。

　しかし反はん撃げきに出るには、火力が足りなかった。

　西本の予想以上の鋭するどい攻めに、僕の狙いは潰つぶされていた。カウンターを狙える位置に駒を配置するという目的は、半分ほどしか達成できていなかった。具体的には、２筋の歩を２三に成ならせることには成功していたが、飛車を成らせるまでには至らない。２八にいた飛車は２四の地点まで進ませていたが、龍りゆうにするには最短でも二手かかる状態。

　これだけでは、さすがに足りない。と金がもう少し敵玉に近い場所にいれば怖こわい存在にできたが、２筋にいると金では、９筋にいる敵玉にプレッシャーをかけることはできない。

　僕は唇を嚙かむ。

　攻めの力が足りない。足りないが、攻めるしかない状じよう況きようだ。西本の攻めを受け切ることは、まず不可能。それなら、敵玉を詰ます以外に僕が勝つ方法はない。

　僕は攻め筋を読むことに専心する。

　まず現局面で真っ先に見えるのは、９二にいる敵玉に対して、持ち駒ごまの角で王手をかける方法。西本は歩ふ切ぎれのため、合あい駒ごまに持ち駒を使わせるだけでも、多少は意味がある。

　だが、できれば玉をどこかに逃がして欲しかった。合駒に持ち駒を一枚使わせたくらいでは、僕にとってそこまで大きな利益はないからだ。玉を動かしてくれた方が、こちらに好機が生まれる局面だった。

　本当は、相手の応手を見て次の手を決めるというやり方は正しくないのだが、最善手を読むだけの時間的余裕がないので仕方がない。僕は駒台の角を取り、４七に打ち込んだ。この対局で初めて、僕が西本に王手をかけた瞬しゆん間かんでもあった。一応この角は自じ陣じんの受けにも利きいている。

　西本はさほど考えずに、８一玉と指した。

　こんなに早く指すとは……この一手を予想していたということか……。

　もし予想していて即そく座ざにこの一手を指したとするなら、この先の展開に、自分を脅きよう威いに陥おとしいれる攻め筋はないと判断しているということだ。西本の持ち時間は、僕の倍近くある。普通ならもう少し考えてもいいはず。時間を使わないということは、隅すみ々ずみまで読んでいると考えるのが自然だ。

　全て西にし本もとに読まれているという思いが、また僕を弱気にさせたが、僕はマイナスな思いを振り切って８三歩ふと指さした。

　僕は金を持ち駒ごまにしているので、このまま放置すれば次の一手で詰つむ。だから西本は７二へと玉を避ひ難なんさせた。

　僕はここで手を止める。

　もう、普通の手では逆転できない。逆転か、最低でも五ご分ぶの展開に戻すには、普通じゃない手を指すしかなくなった。鬼き手しゆと呼ばれるような一手を指さないと、もう引っくり返すことはできない。大おお袈げ裟さではなく、プロ棋き士しさえも唸うならせる一手を捻ひねり出さないと、もう形勢は覆くつがえらないだろう。

　僕はチェス・クロックを見る。

　僕の持ち時間は、五分三十秒。対して西本の持ち時間は、十分二十一秒。

　視線を盤ばん面めんに戻す。

　ここで持ち時間を使い切ることにした。この先に時間を残しておいても、意味がない。ここで全ての時間を使い、形勢を引っくり返す手を捻り出す。捻り出せなければ、負ける。

　敵玉は９二の地点から７二へと二マス移動したが、相変わらず脆もろい形のままだ。６一にぽつんと金がいるだけ。どちらかというと、６一の金は玉の逃げ場所を邪じや魔ましている感じだ。こちらからすれば都合が良いが、そこを突つける攻め筋はないように見えた。

　時間がどんどん過ぎていく。

　僕は左手で頭を抱える。

　盤面のどこを見ても、形勢を引っくり返せるような一手は存在していないように見えた。もう一枚角があれば、玉のコビンを攻める筋があったが、もう一枚の角は相手のもの。今は馬となって、僕の陣じん地ちで暴れている。すぐに手に入れられる局面でもなかった。

　十数分前、不利を意識してもまだ落ち着いていた僕の心臓だったが、すでにその面おも影かげはなかった。痛いほどに、荒く脈打っている。

　過去の弱い自分が芽を出していた。

　こんな展開にしてしまった後こう悔かいが広がっていた。

　鬼手を捻り出そうとする僕と、もうダメだと諦あきらめかけている僕が共存していた。

　僕の持ち時間が、三分を切った。

　僕の思考に、闇やみが覆おおい始めていた。

　盤面を広く見渡せていた視野が、どんどん狭せまくなっていく。

　負ける。

　脳のう裏りに濃こく浮かんでくる文字。

　僕は頭こうべを垂れる。

　こんなはずではなかった。もっと上う手まく指せるはずだった。女王の教えどおりに指せれば、僕が勝つはずだった。なのに、僕は、西にし本もとを上回る手を指さし続けられなかった。

　項うな垂だれる僕の視界の端はしに、桂けい香か先輩の横顔が入った。

　僕は視線を動かし、桂香先輩を見る。

　盤ばん面めんを見下ろす凜り々りしい桂香先輩の横顔。

　僕の脳のう裏りに、桂香先輩を初めて見た時の光景がフラッシュ・バックする。

　中学の公式戦としては、今日が最後。制服を着て共に戦うのは、今日で最後なのだ。

　桂香先輩はまだ戦っている。優劣はわからないが、強い眼まな差ざしで盤上を見ている。

　その顔を見た時、消えかけていた炎が息を吹き返した。

　大将の僕が先に諦あきらめてどうするんだ。

　もう一度顔を上げろ。敵玉を打ち倒す一手を、八十一マスの中から探し出せ。

　僕は脳を刺激するように、左手で強く頭を押さえた。

　ある。必ずある。この盤面の中に、形勢を引っくり返す一手がどこかに隠かくれている。

　僕は呪じゆ文もんのように唱えながら考え得る全ての筋を読んでいく。

　と、その時、僕の中にある思いが生まれた。

　僕は普通じゃない手を探し続けていたが、まだ常識という枠わくの中で思考しているのではないか。常識の枠から出なければ、鬼き手しゆは放てない。

　そこまで考えた時、僕の目に飛ひ車しやが飛び込んできた。２四にいる飛車。僕は、この飛車を龍りゆうにすることが、逆転の一手を放つ最低限の条件だと思っていた。

　その考え自体が常識的過ぎるのではないか。終盤で劣勢を跳はね返すほどの一手は、そんな常識の思考からは生まれないのではないか。

　捨てる、という言葉が浮かんできた。

　将しよう棋ぎの手筋で飛車や角を捨てる、つまり相手にタダで取らせることにより、強烈な攻めを繫つなげるという指し方がある。もし、そんな攻め筋がこの盤上に存在しているとしたら……。

　僕は２四にいる飛車を捨てる筋を読んでみた。

　飛車を、後ご手て玉ぎよくのある左の方へ移動させてみる。

　この時点では、僕に明確な攻め筋は見えていない。ただ何となく、飛車を敵玉の方に近づけてみるという、漠ばく然ぜんとした読みだ。

　飛車を、７四のマスで止めてみた。７二にいる敵玉と飛車が、歩ふを挟はさんだ恰かつ好こうで睨にらみ合っている。

　７三には後手側の歩があるので、タダで取られる形だが……７三の地点に空間ができる……。

　その空間が、一いつ瞬しゆん、光ったように見えた。

　あっ……いや、さすがに無理筋か……でも、７三に空間ができるということは、持ち駒ごまを打ち込めるわけだから……王手がかけられる……あっ……あっ！

　その攻め筋に気づいた時、身体からだじゅうが痺しびれるほどの電気が走った。

　７四への飛ひ車しや捨すてから、僕は攻めが繫つながることを知った。西にし本もとが７四同どう歩ふと応じた場合、７三の地点に空間ができる。そこへ僕は歩を打ち込む。王手だ。同玉でも、６二玉と逃げても、６五桂けいから攻めが繫がる。８三玉の一手もあるが、その場合は８五に銀を打って逃げ道を塞ふさぐことができる。仮に西本が飛車を取らずに、７三の地点を補強する手を指さしてきたら、飛車を自じ陣じんに下げて７八にいる敵の馬を取れる。角を手に入れたら、再び強い攻めを繫げることができる。どちらの展開になっても、有望だ。いける。この攻めはいける。

　僕の持ち時間が一分を切った。

　僕はギリギリまで先を読む。

　西本の応手がどちらになっても、即そく詰づみまではないようだ。しかし展開次第では、相手の馬どころか龍りゆうまでをも奪うばえる筋があった。そこまで進めば、僕の玉も安全になる。

　僕の持ち時間がなくなり、三十秒の秒読みに入った。

　僕の右手は震えていた。駒こまが挟はさめないほどに。

　震ふるえる右手を、左手で押さえる。

　何度も深呼吸し、震えが和やわらいだ右手を盤ばんの上に向かわせる。

　僕は飛車を挟み、▲７四飛車と指した。

　瞬しゆん間かん──。

（うおおおおおお！　あゆむぅぅぅ！）

（凄すごい凄い凄い！　あゆむくん凄い！）

（ちょっとあなたやればできるじゃないの！）

　香きよう車しやと歩ふと桂けい馬まの声がほとんど同時に頭の中に響ひびいた。

（コラお前ら！　対局中に口を開くな！　黙だまって見てろ！）

　女王の厳きびしく叱しかる声を最後に、再び頭の中は静せい寂じやくに包まれた。

　僕の一手で駒達があそこまで熱狂するということは、つまりそういうことなのだろう。しかし僕はそのことについては深く考えないことにした。今は盤上に集中するだけだ。

　僕が７四飛ひと指してから、一分が経過した。

　それまで常に一分以内に指していた西本の手が、盤上に伸びてこない。

　僕は対局が始まってから初めて、西本の顔を見た。

　口を塞ぐようにして、右手を口に当てている。眉み間けんには、深い皺しわが刻まれている。盤面を凝ぎよう視しする目は、息ができない苦しさを表しているようだった。

　あの西本が、こんな顔をするのか。

　西本も、人間なのだ。怪物級ではあっても、僕と同じ生身の人間なのだ。

　西本の苦しげな表情が、僕にそんな当たり前のことを思わせた。

　やがて西本は顔を天井に向けて、目を閉じた。

　反対に僕は盤面に視線を落とす。

　恐おそらく、逆転しているのだろう。でも、ここから一気に詰つませられないのであれば、それは一度こちらの攻めが途と切ぎれることを意味する。必ひつ至しをかけることができても、直後に西にし本もとの攻めが襲おそってくる。

　予断を許さない展開は、まだまだ続く。

　追い込まれた時の西本の攻めの方が、凄すご味みがあるかもしれない。手負いの獣けものほど恐ろしいものはないという。そうであるなら、崖がけ際ぎわまで追い込まれた西本が覚かく醒せいすることだってあるかもしれない。

　そうなる前に、詰まさなければいけない。

　僕は自分の脳のう味み噌そで考えられる限界まで先を読んだ。

　西本はまだ指ささない。天井を向いたまま、目を瞑つぶっている。彼の持ち時間が、五分を切った。

　と、その時だった。

「負けました。──くそっ、失敗した」

　僕の視線が自然と右へ向く。

　橘たちばな先輩の対局相手が投とう了りようしていた。

　橘先輩が、勝った。

　僕達が、日本一へ王手をかけた。

　僕の心は俄が然ぜん強気になる。

　僕達が勝つんだ。最強のチームを倒して、僕達が日本一になるんだ。

　長い時間天井を向いていた西本が、目を開けて盤ばん面めんを見た。苦しげな色は消えていた。かわりに、射い抜ぬくような視線を盤に向けている。この表情も、初めて見るものだった。

　西本の能力なら、僕よりも先を読んだかもしれない。いや、きっと読んだだろう。

　僕の持ち時間はすでにない。終局までずっと一手三十秒未満で指し続けなければいけない。

　その点については怖こわいと思う気持ちはあったが、弱気になることはなかった。僕はもう迷わない。

　西本の持ち時間もなくなった。デジタル数字が二十五秒まで進んだ時、西本の手が盤上に伸び、飛車を取って△７四歩ふと指した。

　僕は▲７三歩と打ち込む。

　西本は素早く△７三同どう玉ぎよくと取った。

　僕は二十五秒まで考えて▲６五桂けいと指す。

　西本は間を置かずに△６四玉と指した。

　僕は自分の読みに間違いがないか確認しながら、王手をかけ続けていく。

　もう、互いに深く読む余裕はない。ほとんど直感での指し手になっている。どちらが瞬しゆん間かん的な読みが鋭いかの勝負だった。

　僕は銀と金と桂けい馬まの三枚と引き換えに、敵の馬を奪うばった。その角を打ち込み、王おう手て龍りゆう取とりをかける。

　西にし本もとは玉ぎよくを逃がす。僕は龍りゆうを取った。

　入玉間近だった敵玉を中段へと押し戻し、更に飛ひ車しやを取ることに成功した。

　このまま一気に攻め倒せるかもしれない。そんな思いが広がった。

　僅わずか三十秒未満での戦いでも、僕の指さし手は加速度的に強く鋭するどくなっていく。

　やがて僕は敵玉に詰つめろをかけた。西本が最善の受けを指さなければ、詰ませられる形。難解な局面ではないが、西本も人間。三十秒という短い時間では、間違う可能性もある。

　西本が最善の受けで詰めろを解とく。

　僕は持ち駒ごまの飛車で王手をかけて、再び詰めろをかける。

　西本は金きん合あいで王手を防ぐ。僕は飛車を切って金を手に入れる。

　西本が飛車を取ったあと、僕は盤上の角を動かし再び王手をかけた。

　まだまだ詰めろは続く。もうすぐ必ひつ至しの局面になりそうな形にも見えたが、三十秒しかないので深くは読めない。いずれにしても、僕が圧倒的優勢なのは間違いなかった。

　西本が、たった今取ったばかりの飛車をすぐに盤上に投入した。

　かけられていた王手を、飛車を合あい駒ごまに使って防いだ恰かつ好こう。

　予想外の応手に、僕は戸と惑まどう。

　まさか飛車を合駒に使うとは……価値の低い駒で合駒すると読んでいたのだが……。

　戸惑った直後、理解する。

　飛車で王手を防ぐと同時に、僕の玉に王手をかけているのだ。

　思考が一いつ瞬しゆん停止する。

　その王手に対してどう対処したらいいのか、明確な答えは出せなかった。

　もう時間がない。すぐに決断して指さなければ時間切れになってしまう。

　角で飛車を取るか取らないか。合駒をするか玉を逃がすか。

　どうする。どうすればいい。

　わからない。読めない。最善手が見えない。

　時間切れになる一秒前に、僕は角で飛車を取った。

　指した瞬間、まるで最後のワンピースを嵌はめて全ぜん貌ぼうが見えたジグソーパズルのように、僕はその一手が悪あく手しゆだということに気づいた。

　しまった……間違えた……。

　西本が玉で角を取り、駒こま台だいに置いた。

　その手つきに安あん堵ど感が漂ただよっていたのは、僕の錯さつ覚かくではなかっただろう。

　角を取らせてはいけなかった。あの角が自玉にとって脅きよう威いとなる筋を見つけてしまった。直前まで全く見えていなかった危険な筋が、一瞬で頭の中に描えがかれていた。

　再び僕の劣勢になったかもしれない。少なくとも僕の圧倒的優勢は消しよう滅めつした。

　このまま攻めるか、玉ぎよくを逃がすか。

　考えが纏まとまらないうちに時間だけが過ぎていく。

　僕は玉を触さわり、今よりも安全な場所へ移動させようとしたが、詰つまされる光景が脳のう裏りを過よぎり、慌あわてて敵玉に王手をかける一手を指さした。時間切れ一秒前だった。

　ここで攻めた僕に、もう後退は許されない。このまま突つき進む道しか残されていない。

　僕は最後の力を振り絞しぼり、敵玉を攻め続ける。時間ギリギリまで最善手を読み攻め続けた。

　最後の持ち駒ごまである銀を、僕は盤上に打ち込む。

　西にし本もとはゆっくりとした手つきで、玉を逃がした。

　敵玉は、僕の自じ陣じんの最深部である、９九の地点に潜もぐり込んでいた。

　もう絶対に詰まない形になっていた。誰がどうやっても、西本の玉を詰ますことはできない。

　それを悟さとった時、僕の思考は闇やみに覆おおわれた。もう何も考えられなくなった。

　恐らく安あん堵どの溜ため息いきだろう。西本が深く息を吐はく声が聞こえてきた。

　西本が大量に駒が載っている駒こま台だいの上から角を取り、僕に王手をかける。

　僕は、ただ、玉を動かした。玉を逃がした行為は、ただの本能。

　西本がまた駒台から駒を取って盤ばん上じように打ち込み、王手をかけてきた。

　僕の玉に助かる術すべはない。それだけ理解していた。

　心は、折れていた。

　僕の脳裏に、様々な場面が流れ始めた。将しよう棋ぎクラブで過ごした日々。香きよう車しや達が初めて僕の前に現れた光景。東日本大会での、二に階かい堂どうとの互いの意地を懸かけた戦い。女王との将棋漬づけの日々。数々の思い出が流れ去っていったあと、色んな場所で見た桂けい香か先輩が浮かんできた。対局中の凜り々りしい眼まな差ざしの桂香先輩。お茶目な顔をする桂香先輩。喜びを爆ばく発はつさせる桂香先輩。この数ヵ月の中で見た桂香先輩が連続写真のように流れていく。

　笑顔の桂香先輩が現れ、そして暗転した。

　僕は駒台に手を置き、頭を下げた。

「負けました」

　一拍置いて、西本のありがとうございました、という声が聞こえてきた。

　僕は深く項うな垂だれ、右手で目を覆った。

　小刻みに震ふるえる身体で、僕は乱れる呼吸を繰り返した。

　僕の肩に、手が置かれた。

　橘たちばな先輩が何か言葉をかけてくれたようだったが、僕の耳には届いていなかった。

　パチンッ。

　後こう悔かいの深しん淵えんにいる僕は、隣となりから駒こま音おとが聞こえてきた時、今戦っている大会が団体戦であることを思い出す。

　僕は負けたが、橘先輩は勝った。

　桂けい香か先輩は？

　僕は頭を上げて、隣となりにいる桂香先輩を見た。

　まだ、戦いは続いていた。

　桂香先輩の顔は苦しそうだった。しかし相手の顔も、同じくらい苦しげなものになっている。

　盤ばん上じように視線を落とす。

　どちらが優勢なのか……微び妙みようなところだった。終盤であることはわかったが、一目見て優劣を断定できない局面になっている。

　僕はチェス・クロックを見る。

　共に秒読み。手番は、桂香先輩の方だった。

　僕が認識するのと同時に、桂香先輩が着手した。王手。

　僕は両者の駒こま台だいに目を向ける。どの駒を持っているのかを知った上で、もう一度局面を読む。

　桂香先輩が勝っているように見えた。現時点で王手をかけて攻めているからそう見えているのかもしれなかったが、僕の目には桂香先輩が優勢に見えた。

　両者秒読みの中での攻防が続く。

　対戦相手が、９九の地点に角を打ち込んだ。

　遠とお見みの角。

　将棋の世界では好手になることが多いとされている手だ。ただ、今すぐ意味を為なす一手には見えなかった。２二にいる桂香先輩の玉ぎよくを間接的に睨にらんではいるが、あいだに歩ふが二枚と銀が一枚あるので、すぐに怖こわい展開が待っているわけでもない。戦いが１筋から５筋で展開されているので、それに巻き込まれないように遠くに打ったということだろうか。確かに桂香先輩に角を渡すと、対戦相手の玉は危険な形かもしれない。

　更に激しい攻防は続く。

　僕はただ桂香先輩の勝利を祈っていた。

　勝てなかったことを心の中で詫わびながら、ただただ勝利を祈り続けた。

　戦いは最終盤を迎むかえていた。どちらの玉が詰つんでもおかしくない局面。互いに一手指さすごとに優劣が変わるような、超の付く難解な局面だった。

　その目まぐるしい展開の中で、桂香先輩が駒こま音おと高たかく王手をかけた。はっきりと、自信がありますという手つきだった。

　敵玉は、詰んでいるのだろうか。ぱっと見、詰んでいるようにも見えた。

　それから互いに二手ずつ指した時、敵玉は詰んでいるという結論が僕の中で出た。

　この局面から数えて、十三手詰め。

　持ち駒を全て使い切る形で、桂香先輩が敵玉を詰められるはず。単純な一直線の詰み筋ではないが、難解な変化はない、はずだ。

　勝った。

　沈しずんでいた心が、明るいものへと変わっていく。

　僕は負けたが、桂けい香か先輩が勝てばいい。橘たちばな先輩と合わせて二勝。僕達が日本一だ。僕は役に立てなかったが、今はそれで良いと思えた。

　二人の指さし手は進んでいく。どちらも時間ギリギリまで思考して着手している。

　敵玉は桂香先輩の攻めに追い回されて、中段へと逃げ出してきた。あと三手で詰つむ。

　準決勝の時もそうだったが、自分の対局に命運が懸かかる一戦で、しかも三十秒将しよう棋ぎで、こんなにも猛もう烈れつな将棋を制した桂香先輩は、やはり凄すごい。

　桂香先輩が王手をかける。対戦相手が唯ゆい一いつの逃げ場所である５七の地点に玉を移動させた。

　次に桂香先輩が５五の歩ふを一マス前進させれば、敵玉は詰む。桂香先輩の勝ちだ。

　桂香先輩が５五の歩に右手の中指を乗せた。

　瞬しゆん間かんだった。

　僕の目にそれまで全まつたく映っていなかった駒が、巨大な存在感を持って迫せまって来た。

　９九角。

　二十数手前に対戦相手が打ち込んだ９九にいる角が、僕の目に飛び込んできた。

　まるで僕の思考に同調するように、桂香先輩は身体からだをびくっと震ふるわせて動きを止めた。

　桂香先輩も気づいたのだ。５五の歩は動かせないと。

　桂香先輩が５五の歩を前進させれば、敵玉は詰む。あくまでもその部分だけを切り取れば、敵玉は詰んでいる形になる。

　だが、歩を進ませると、９九にいる敵の角の利ききが通り、２二にいる桂香先輩の玉を詰ます形になっていた。

　５五の歩を動かした時、先に詰ませられるのは桂香先輩の方。

　こんなことがあるのか……実戦でこんな形が出現するのか……。

　時間切れ寸前に、桂香先輩は我に返ったかのように別の手を指した。２二の玉を、角のラインから逸そらす一手だった。

　だが、その一手は玉を生かす一手にはなっていなかった。

　対戦相手が豊富な持ち駒ごまを使い、反はん撃げきを開始した。

　頭の中が真っ白になっている僕は、もう読むのを止やめていたが、恐おそらく桂香先輩の玉は詰んでいた。

　何度目かの王手をかけられた時、桂香先輩は頭を下げた。

「負けました」

　直後、対戦相手は喜びを爆ばく発はつさせ、西にし本もと達と喜びを分かち合った。

　テーブルを一つ挟はさんで、歓喜の色と悲哀の色とに分かれている。

　桂香先輩は深く項うな垂だれている。桂香先輩の落ち込んでいる姿を見たことは、過去何度かある。しかしここまで悲しみに沈しずんでいる桂香先輩は見たことがなかった。長い髪かみに隠かくれて表情を窺うかがい知ることはできないが、胸が張り裂さけそうなほどの痛みを感じた僕は視線を逸そらした。










「あゆむくん」

　と、声がかかった。

　僕は逸らしていた視線を正面へと向ける。

　心底疲つかれ切った表情の桂けい香か先輩だったが、目は生きていた。

「あゆむくんと橘たちばなくんは、どうだった？」

　桂香先輩は、まだ僕達の勝敗を知らなかった。知らずに、指さしていたのだ。

　そこだけ見れば、準決勝の時と同じ。しかし結末は正反対だった。

　その事実が、僕の胸を更に締しめ付けた。

「僕は、勝ったけど……」

　橘先輩の戸と惑まどい気味の言葉。

　桂香先輩の目を直視できず、僕は目を伏ふせた。

「すみません。僕は、勝てませんでした」

　桂香先輩は口を開き何かを話そうとしたみたいだったが、言葉が発せられることはなかった。

　やがて桂香先輩は目を強く瞑つぶった。涙を堪こらえるように、ぎゅっと。

　そんな桂香先輩の姿を見た僕の両腕が、無意識に上がった。

　でも、何もできない。

　僕は両腕を下げる。そして桂香先輩と同じように、目を強く閉じた。




　　　　３




　表彰式の時のことは、あまり憶えていなかった。賞状等などを受け取ったあと、チームで写真を撮ってもらい、僕の対局を見ていた将しよう棋ぎ連れん盟めい会長やプロ棋き士しの人達に言葉をかけてもらったのだが、それらは全て朧おぼろ気げな出来事として記憶の中に残っていた。

　表彰式が終わる頃には、桂香先輩の表情はいくらか和やわらいだものとなっていた。戦いから解放された戦士のように、緊張の色は消えていた。ただ、その目は赤かった。

　大会の閉会が告げられ、出場者の小中学生、保護者、報道関係者が退室して行く。

　そんな中、西にし本もとに声をかけられた。

「上かみ条じようくん、お疲つかれ様」

「あぁ、お疲れ様でした。優勝、おめでとうございます」

「うん。ありがとう。勝った僕が言うと厭いや味みに聞こえるかもしれないけど、内容では僕の負けだったよ。少なくとも、中ちゆう盤ばん以降は、僕に良いところはほとんどなかった。正直、勝った気がしない。上かみ条じようくんよりも、ほんの少し僕に指運があっただけだ」

「結果が、全てですから。勝った西にし本もとさんが強かった。それだけです」

「あの７四飛ひ車しやの一手は、本当に痺しびれた。自分がこれまで指さした全ての手を含ふくめても、上条くんの指したあの一手には及ばない」

「そう、ですね。あの一手は、よく指せたと自分でも思います。でも……」

「上条くんは、プロ棋き士しを目指してるの？」

「プロの世界は……まだ、個人の実績はないですから。何とも言えません」

「そうか。このあいだ話したとおり、僕は奨しよう励れい会かいの試験を受けるよ。このあいだ僕は、全ての対局を圧勝で終わらせないと試験は受けないと言った。それで、今日の上条くんとの対局は僕のギリギリの勝利。自分に課かした条件を果たせなかったわけだから、本来なら僕は踵きびすを返さなければいけないんだけど、前ぜん言げん撤てつ回かいさせてもらうよ。僕は奨励会に行く。──全ての対局を圧勝という制約は、言葉は悪いけど、相手の棋き力りよくが高くなければという前提の話だったんだ。自分と同等の相手との対局は別だ。上条くんほどの相手なら、紙かみ一ひと重えの勝利でも十分に価値がある。──だからこそ、上条くんにもプロに挑戦して欲しいんだけどね。とても厳しい世界だから、本当は安直には勧すすめられないんだけど、僕は上条くんならプロになれると思う。あの局面であの一手を指せる人間がプロになれないはずがない。それが僕の率直な感想だ」

「ありがとう、ございます」

　西本のチームメイトが、そろそろ行こうと声をかける。

　西本は仲間に返事をして、僕に右手を差し出した。

「それじゃ、僕は行くよ。またいつか、どこかで戦おう」

　僕は一呼吸置いて、その手を握にぎった。

「はい。またいつか」

　西本の姿が消えると、僕達も会場を後にした。




　昼食を食べていなかったので、僕達は駅近くのファミレスでご飯を食べることになった。食欲は全まつたくなかったが、成長期なのでちゃんと食べなさいと母親に言われ、僕は適当な料理を注文して胃袋に収めた。僕の表情が一向に晴れないので、僕の母親も桂けい香か先輩の母親も、そして唯ゆい一いつ決勝で勝利を挙げた息子を褒ほめ称たたえている橘たちばな先輩の両親も、そんなに落ち込むことはない、準優勝でも十分に凄すごいことだと慰なぐさめてくれたが、僕の心が晴れることはなかった。

　この日のために全てを懸かけてやってきたのだ。笑うことなどできるはずもなかった。

　そんな中、懐なつかしさを憶える香きよう車しやの声が聞こえてきた。今すぐ話したいから、どこか人気のない場所へ行けという指示だった。男子トイレに行こうかなと立ち上がったが、ファミレスの裏が小さな公園だったことを思い出し、僕は店を出て裏手に回った。公園には誰もいなかった。それを確認して、駒こま達が出てきた。

　現れるなり、香きよう車しやが僕の両肩に手を置いた。

「あゆむ、そんな悲しい顔するな。あたしまで泣きそうになるやないか。負けたけど、あゆむはようやった。あゆむやったから、西にし本もとをあそこまで追いつめられたんやで。西本の言うたとおり、内容ではあゆむに分ぶがあった。勝負は結果が全てという考え方は否定せん。でも、だからといって、胸を張れる内容にまで目を背ける必要はない。今日の対局は、何一つ恥はじる必要のないものや。あゆむはよく戦った」

「あゆむくん」

　歩ふが僕の手を優しく握にぎった。目は充じゆう血けつしている。

「わたくしも、香車さんと同じ考えですわ。そんなに落ち込まないで。胸を張って帰れる内容なのですから。いつか必ず、今日の負けを笑い飛ばせる日が来ます。ああ、そんなこともあったなと。今日の負けを糧かてにして、更なる高みを目指しましょう。あゆむくんさえやる気になったら、今度こそ西本くんを倒たおせますわ。わたくしが保証します」

「今日のあなたの桂けい馬まの使い方は良かったわよ」

　桂馬が僕の背中をぽんぽんと叩たたいた。

「もう少し桂馬を躍やく動どうさせられていれば確実に勝てたけれど、まあ、及きゆう第だい点てんはあげられるわ。今までのあなたの対局の中では、今日の西本戦が一番桂馬の使い方は上う手まかった。西本よりも、桂馬を活用できていた。もう少し精しよう進じんしなさい。そうすれば、今度は必ず西本に勝てる」

　最後に残った女王が、黄金の扇せん子すで顔を扇ぎながら僕の前に立った。

「お前が負けたということは、私が間接的に負けたということだ。世界で一番強い私が負けたのだ。一度も負けたことがない私がだぞ。最大の侮ぶ辱じよくだ」

「すみません。たくさん教えてもらったのに、勝てませんでした」

「悔くやしいか？」

「……はい、悔しいです。今まで将しよう棋ぎを指さしてきて、一番悔しい負けです」

「私はな、意識が宿ってから今まで、じれったい思いを抱いだくことはあっても、悔しいという思いを抱いたことはなかった。香車達にはその悔しいという感情があるようだが、私にはなかった。負けたことがないからだ」

　女王はそこで一いつ旦たん言葉を切り、呆あきれたような溜ため息いきを吐ついた。

「お前が負けた時、自分でも驚いたんだが、私の中に悔しいという感情が生まれた。もしお前が負けたら、きっとお前に対して苛いら立だつと思ったんだが、違った。まるで自分が負けたかのように、悔しさが込み上げてきた。このムカムカ、どうしてくれるんだ？　簡単には消えないぞ、これは」

「僕にできることなら、何でもします」

「じゃあ今度こそ西本を倒せ」

　伏ふし目がちに受け答えしていた僕は、視線を上げて女王を見た。
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「西にし本もとくんを倒すと言っても……もう戦える大会がないです。西本くんは奨しよう励れい会かいに行きますから。奨励会の人間は、アマチュアの大会には出られないんです」

「じゃあ来年お前も奨励会に入れ」

「僕が、奨励会に……」

「西本は、必ずプロ棋き士しになる。西本の努力次第では、プロの世界で頂点に立てるかもしれない。だからお前もあいつの後を追え。できれば、タイトル戦で倒すのがいいな。西本の持つタイトルにお前が挑戦して奪うばうのもいいし、お前の持つタイトルに西本が挑戦してきて返り討うちにするのもいい。それなら、私の溜りゆう飲いんも下がる。それで今回の負けをチャラにしてやろう」

「僕は、プロ棋士になれるでしょうか？　自信は、ありません」

「言い訳をするみたいだが、今回の敗因は、お前を指導する時間が短かったことだ。私が教えた時間は、二は十つ日か間。だが、二十日間でもお前は劇げき的てきに変化した。三週間前のお前なら手も足も出なかった西本を追い詰つめた。あと少し、指で押すだけで、崖がけの下に落とせるほど追い詰めることができた。たった二十日間で、ここまで成長できた。じゃあ、数年間という時間を使って私がお前を指導し続けたら、どうなると思う？」

「数年間、僕が女王様の教えを吸収し続けられるでしょうか？　いつか、限界がこないでしょうか？」

「それはお前のやる気次第だ。いつか香きよう車しやが言っていたと思うが、お前には私達の教えを理解できる能力がある。誰も彼もが、私達の教えを理解できるわけではないんだ。お前がどこまでも高みを目指したいという気持ちを持っていれば、必ず西にし本もとに借りを返せる。それどころか、お前の大好きな大おお橋はし名人を玉座から引き摺ずり下ろすことも可能だ。要は、お前次第だ」

「本音で話していいですか？」

「いつでも本音で話せ」

「今はただ、悔くやしさややるせなさの感情しかありません。西本くんにすぐに借りを返したいという思いもないですし、上を見て歩こうという気持ちにはなれません」

「そうか」

「でも、きっと、時間が経たてば、やる気が再燃してくると思います。今まで以上に、勝ちたいという欲求が強まるような気がしています」

「それでいい。お前には勝負師の血が流れている。すぐに血が疼うずき出すはずだ。──次に西本と戦う時、奴やつは相当のレベル・アップをしているだろう。しかしその度合いは、お前の方がずっと大きい。再戦までには、たっぷりと時間があるからな。今度はゆっくりと、幅はば広ひろく解説をしてやれる」

「今日は結果を出せませんでしたけど、今までありがとうございました。この世界で、将しよう棋ぎの神様にここまで教えてもらった人間は、僕だけです。頭が痛くなる時もありましたけど、楽しかったです」

「うむ。きちんと感謝できるのは良いことだ。今度は結果を残せよ」

「……西本くんに勝っていれば、明るくて、人望があって、絶対に負けられない将棋の勝負では必ず勝っていた栄えい治じさんに近づけて、女王様にも恩返しができたと思うんですけど……次は期待に応えられるように頑がん張ばります」

　女王が唐とう突とつに扇せん子すを閉じた。訝いぶかしげな目で僕を見ている。

「何でお前がそのことを知っているんだ」

「そのことって何ですか？」

「栄治のことだ」

「以前、女王様が栄治さんのことを話してましたから」

「栄治の名前は口にしたが、勝負どころでは必ず勝っていたなんて話はしてない」

「それは香車さんに聞いたんです。……あっ！」

　僕はそこで口を滑すべらせたことに気づいた。

　女王が目を吊つり上げて、香車達に振り返る。

「香車！　お前栄治のことを、いや、私の心の中を勝手に話したのか！」

　香車は青あお褪ざめた顔で後あと退ずさりながら、

「いえ、あの、あたしは、良かれと思ってですね……」

「余計なことをしおって。許さんぞ、お前ら」

「女王様、『ら』は間違いです。わたくしと桂けい馬まさんは、この件に関与していません」

「関係ない。連帯責任だ」

「そんな、殺せつ生しようです」

「女王様、あそこの、世界一のケーキ職人がいる店に行きましょう。あたしが先に行って、席を温めておきますから」

　そう言って香きよう車しやは逃げるようにして、というか、逃げ出した。

「わたくし達も先に行っています」

　歩ふと桂馬も駆かけ出した。

「待て！　貴様ら許さんぞ！」

　女王もダイナミックな走り方で香車達の後を追って行く。

　そして僕はぽつんと残された。

　香車達、大丈夫だろうか。無事に帰って来てくれるといいのだが……。

「あゆむ、何してるの。そろそろ行くわよ」

　母親に呼ばれて、僕は踵きびすを返した。




　地元に戻って来る。橘たちばな先輩とは駅で別れることになった。橘先輩は別れる間ま際ぎわまで、僕のことを励はげまし続けてくれていた。

「僕は上かみ条じようのおかげでここまで来られたと思ってる。僕と大おお橋はしさんだけじゃ、ここまで来ることはできなかった。ありがとうな、上条」

「いえ、そんな……」

「大橋さんは今回が最後の大会ということだけど、僕はもう少し続けてみるよ。一緒に出られる大会があったら、上条、またよろしくな」

「はい。橘先輩、お疲つかれ様でした」

　橘先輩と両親を見送って、僕達は反対方向へ歩き始める。

　自宅のある方にしばらく四人で歩き続けていたが、赤信号で立ち止まった時、

「私、あゆむくんと話したいことがあるから、二人で帰るね」

　と、桂けい香か先輩が母親に言った。

「あら、そう。──上条さん、お時間あります？　すぐそこに、美お味いしいケーキを出す喫きつ茶さ店てんがあるんです。一緒に行きませんか？」

　桂香先輩の母親が僕の母親を誘さそう。二人は世間話を続けながら歩き始める。今日の二人のやりとりを見る限り、僕の母親と桂香先輩の母親は気が合うようだった。今度は僕と一緒に家に遊びに来てくださいとも誘われていた。

「それじゃ、行こうか」

　桂けい香か先輩は歩き始める。僕はその横に並んだ。




　自宅へと続く川沿いの道。澄すんだ清らかな川の水が、太陽の光を煌きらびやかに反射させていた。

　歩きながら、隣となりを歩く桂香先輩の表情を見る。

　悲しみの色は消え去っている。けれどもその瞳にいつもの輝きはないように見えた。

　桂香先輩が土手の方を指差し、

「あゆむくん、この原っぱの上に大の字になったことある？」

「小学生の時は結構やってました。太陽の光を浴びて、川のせせらぎを聞いていると、とても気持ちよくなるんです。で、そのまま眠ってしまって、犬に顔を舐なめられて飛び起きたなんてこともあります」

　桂香先輩はくすくすと笑った。決勝の対局に負けて以降一度も見ていなかった笑顔だった。

「ちょっとだけ、ここで話していかない？」

　落ち込むようなことがあったら、ここで気持ちを落ち着かせるのだという桂香先輩の話を僕は思い出し、首しゆ肯こうした。

　青々とした原っぱの上に腰を下ろしたかと思うと、桂香先輩は背中を地に付けて大の字になった。僕も真ま似ねをして大の字に寝転んだ。

　目に映る青空は、歩きながら見ていた時の空とは違って見えた。じっと見つめていると、身体からだが浮遊してそのまま空に吸い込まれていきそうな感覚に捉とらわれた。

　僕は顔を横に向ける。

　寝転んで空を眺ながめる桂香先輩の顔は、澄んだ青空と同じくらい清せい廉れんだった。

　そして仰あお向むけの桂香先輩は、とても大人びた雰ふん囲い気きだった。艶なまめかしい、と表現してもいいかもしれない。見る角度がいつもと違うから、そういう風に見えるのだろうか。

　不意に桂香先輩が顔をこちらに向けた。

　視線が交わる。

　生きる屍しかばねのようにずっと沈しずんでいた僕の心が、蘇よみがえったような気がした。

　西本に負けて以降、喪そう失しつ感に包まれていた僕の中に、照れの感情が広がっていく。身体が、かあっと熱くなった。

「本当は、母達が言っていたように、準優勝でも十分凄すごいことなんだよね。私達が、日本の中学校の将しよう棋ぎ部の中で二番目に強いってことなんだもの。十分、胸を張れることなんだよね」

　そこまで話したところで、桂香先輩は一度言葉を区切った。視線は、僕から青空の方へと移される。

「でも、やっぱり勝ちたかったな。日本一になりたかった」

「僕も同じ思いです。西にし本もとくんを倒すと宣言したのに、負けてしまって、すみません。力足らずでした」

　僕が謝りの言葉を発したと同時に、僕の左腕を桂けい香か先輩が摑つかんだ。

「ダメよ謝っちゃ。謝る必要なんてないんだから。あゆむくんは、十分大将の重責を担になってくれた。西本くんとの対局も、本当に紙かみ一ひと重えの勝負だった」

　桂香先輩は帰りの電車の中で、大会関係者が書いてくれた僕と西本の対局の棋き譜ふを、携けい帯たいを使って再現していた。桂香先輩もまた、僕の勝負手を見て絶賛していた。

「あゆむくんは、本当に強かった。私じゃ、何回やっても西本くんをあそこまで追い込むことはできない」

　桂香先輩は口を閉じる。何かを吟ぎん味みするように、虚こ空くうを見つめている。その表情のまま、再び口を開いた。

「西本くんをあそこまで追い詰つめることができたあゆむくんの力なら、私と戦った人を確実に倒せただろうね。私が大将をやって、あゆむくんが副将だったら、優勝──」

　僕は跳ね上がるように上体を起こした。

「それは言っちゃダメです。それは、違いますよ。だって、そんなこと言ったら……上う手まく言えないですけど、そういった物事含めて全部、勝負なんです。僕も橘たちばな先輩も、あのオーダーで戦うことを了承して、結果負けたわけですから、誰の責任ということはありません。とにかく、桂香先輩が優勝できなかったことに対して謝る必要なんか、これっぽっちもありません」

　桂香先輩は僕をじっと見ている。いつもなら、それだけ見つめられると視線を逸そらすのだが、今はじっと受け止めた。視線を逸らしたら、自分の言葉を否定するような気がしたから。

「そっか。勝負事に、たらればは禁止かな」

「そうです。たらればは禁止です。僕より西本くんの方が、僕達より西本くんのチームの方が強かった。悔くやしいけど、それが勝負の全てです」

　桂香先輩は全てを受け入れるように、頷うなずいた。深呼吸して、再び青空に視線を向ける。僕もまた寝転んで大の字になった。

　二羽の鳥が、天高く羽ばたいていく。

　桂香先輩は右手を伸ばす。二羽の鳥を摑もうとするように。

　僕も真ま似ねをして手を伸ばす。そしてぎゅっと右手を閉じた。

　桂香先輩が僕の真似をして、手を閉じる。

「負けたら、また立ち上がればいい」

　独り言のように、桂香先輩は呟つぶやいた。

　僕は首しゆ肯こうする。

「はい。負ける度たびに、立ち上がればいいんです。きっといつか、今日の負けを笑って語れる日がきます。戦い続ける限り、いつかきっと」

「そのためには、更なるレベル・アップが必要ね」

「そうですね。桂けい香か先輩と戦った人のように、名前は知られていなくても未知の強豪がたくさんいます。今日、改めてそのことを思い知らされました。その中には、西にし本もとくんのような怪かい物ぶつがいるかもしれません。そう考えると、立ち止まっている暇ひまはありません」

「そうね。本当にそうね。一番になるために倒さなければいけない人が、まだまだたくさんいるのよね。──あゆむくんの目下の目標は、中学生名人戦で優勝することかな？」

「そうですね。他にも出られる大会があれば狙ねらいますけど、最大の目標は中学生名人戦になると思います」

「あゆむくんが良かったら、これからも一緒に将しよう棋ぎを指さしてくれるかな。学校以外でもってことだけど」

　本当に空に吸い込まれそうなほど身体が軽くなった瞬しゆん間かんだった。

　今日の大会が終わったら、疎そ遠えんになる可能性もあったので、心底ほっとした。

「桂香先輩が良ければ、僕はいつでも行きます」

「ありがとう。私、このあいだあゆむくんに将来のことを話したでしょう。その時あゆむくんに言われたとおり、まだまだ自分の可能性に諦あきらめないで、向上心を持って将棋を指し続けるわ。私も、今日のあゆむくんのように、誰をも唸うならせる一手を指せるようになりたい。今日、強くそう思った。──西本戦の７四飛ひ車しやの一手、帰ったら父に見せるわ。絶対に父も唸うなるはずだから」

「いやぁ、大おお橋はし名人からすれば、せいぜい好こう手しゆ止まりかもしれません」

「そんなことないわよ。父だって、あの一手を指されたら痺しびれて立ち上がれなくなるわ」

「いやぁ、大橋名人なら、あの一手を上回る鬼き手しゆを捻ひねり出しそうな気がするんですけど」

「さすがに無理よ。あの一手には、父もがっくりと項うな垂だれるしかないわ」

　本来なら大橋名人の娘である桂香先輩が父親を立てるべきところだと思うが、会話の内容が反対になってしまっている。

「あ、そうだ、思い出した」

　桂香先輩は思い出した、という顔をしている。

「何をですか？」

「来月、ペアマッチ将棋大会に行く約束をしてたのよね」

「はい」

「そうなると、早さつ速そくリベンジの機会が巡めぐってくるわけね。今日の悔しさを、是ぜ非ひペアマッチ大会で晴らしましょう」

　僕は笑顔を浮かべる。

「そうですね。今度こそ優勝できるように頑がん張ばりましょう」

「このあいだの、父と私達との対局の時に思ったけど、交互に指さすって本当に難しいのよね。単純な棋き力りよく勝負ではなく、以い心しん伝でん心しんの度合いも重要になってくる。そのあたりも、訓練する必要があるわね。カップルや親子で参加する組もあるみたいだから、そういう人達にも負けないくらい、互いの心が読めるようにならないといけないわね」

　心を読むという表現に、僕は妙みような照れ臭くささを感じた。

　桂けい香か先輩は両腕を空へと伸ばし、大きく伸びをした。

「ふうぅ。あゆむくんと話せて良かった。心の中のもやもやが取れた感じ」

「……僕で良かったら、いつでも話し相手になります」

　僕の精一杯のアプローチ。

「じゃあ、私専属の愚ぐ痴ちの聞き役になってもらおうかな」

　桂香先輩は茶目っ気のある笑顔を浮かべている。

　別にそれでもいいですと真顔で返そうかと思ったが、

「なーんてね。さて、帰りましょうか」

　桂香先輩は右手を地面に付けて立ち上がろうとした。

　直後、桂香先輩は体勢を崩して僕に覆おおい被かぶさった。

　甘い匂においを放つ桂香先輩の髪かみの毛が、僕の顔にかかっている。

　僕があと少し上体を起こしていたら、触ふれてはいけない部分が触れてしまうところだった。

　桂香先輩は目を瞬しばたたかせたあと、頰ほおを赤く染めて、素早く上体を起こした。

　照れた顔なんて初めて見た。でもきっと、僕も同じ顔になっている。

　桂香先輩は頰を赤く染めた顔のまま、僕に向かって右手を差し出した。

　引っ張り上げてもらうために、僕はその手を握る。

　優しい温ぬくもりが、僕の中に広がった。


おわり












　あとがき




　やあ、またお会いしましたね。お久しぶりです。青あお葉ば優ゆう一いちです。

　一巻に続き二巻もお読みいただいて、ありがとうございます。まさかいないとは思いますが、「いや、俺（私）は二巻を読んだあとに一巻を読む習性があるんだ」という方がおられましたら、お願いですからまず一巻を読んでください。そうすれば二巻の面おも白しろさが何倍にもなります。よろしくお願い致します。

　私のデビュー作である一巻が世に出たあと、色々な感想を見聞きしましたが、読んでいただいた全ての皆みな様さまに感謝しております。本当にありがとうございます。この二巻も楽しんでいただければと、心から願っております。

　一巻が出たあと、ネット上では『青葉優一って絶対にイケメンだと思う』とか『こんな爽さわやかな物語を書ける青葉優一はアイドルのように笑顔が素敵な人だと思う』とか『青葉優一って小説家の中で五本の指に入るくらい男前だと思う。私の勘かんってかなりの確率で当たるのよね』とか、そういった書き込みは一いつ切さい見なかったのですが、もしかしたら私の顔を見たいという物好きな方もいるかもしれませんので、その方法をお教えします。

　まず、インターネットに接続します。次に《第二十回電でん撃げき小説大賞　贈ぞう呈てい式しき》で検けん索さくします。贈呈式の模も様ようとともに、受賞者の顔がたくさん出てきます。眼鏡めがねをかけているのが私です。よろしくお願いします。

　さて、比較的最近起こったプライベートでの面白い出来事を今回のあとがきに書こうと思っていたのですが、大人の事情により二ページしか余裕がないので書くことができません。『一度は重度の難なん聴ちようと診しん断だんされながら、実は医者も驚おどろくほどの量の耳みみ垢あかが溜たっていただけ事件』や『歯科医院で歯の治ち療りよう中ちゆう、麻ま酔すいがちゃんとかかってなくて尋じん常じようではない痛みに失神しかけた事件』等など々など、小説のネタにできそうなものがあるのですが今回は割かつ愛あい致します。

　今回もたくさんの方々のお力を借りて、あゆむ達の物語を世に出すことができました。ありがとうございます。特にヤスさんと担当編集者には深く感謝しております。今回も素敵な絵と、物語に深みが増すアドバイスをありがとうございました。

　皆様。また次回、成長したあゆむと桂香先輩が世に出た時は、お読みいただければと思います。

　それでは、今回はこれで失礼致します。また会う日まで。お元気で。


青葉優一
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青あお葉ば優ゆう一いち

怒っていないのに『怒ってる？』とか、機嫌は悪くないのに『機嫌悪い？』と訊かれることがあります。別に怒ってないし機嫌も悪くないので、私を見かけた際は『よお青葉』と気軽に声をかけてください。ゆっくり猫の話でもしましょう。
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イラスト／ヤス

漫画家・イラストレーター。８月３日生。徳島県出身で埼玉県在住。最近地震が多くてビクビクしてる毎日です。地震本当に勘弁……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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